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　その日私が訪れた国はとてもとても変わっていました。

　けれど同時にとてもとても印象に残りづらい不思議な国でもありました。それは決して特徴がないだとか、面白味がないというわけではありません。

　街並みは大昔からさほど姿を変えていないというわけでもなく、大昔からそこにあるような古びたレンガ造りの建物と、急場きゅうばしのぎで建てたような木造と、それと真新しい漆喰しっくいの壁の民家がありました。それらの建物が入り乱れていて、まるで世界中の街から色々な建物を少しずつ齧かじったような不思議な光景がそこにはありました。

　とめどなく街を人が流れていきます。

　人の様子も街と同じでした。

　ただの人がいて、魔法使いがいて、獣人じゅうじんがいて、魔族がいます。ありとあらゆる種族が混ざり合った街でした。

　だからこそ、街を歩くたびに色々な景色が目に飛び込んできました。

　このように色々な文化が一堂に会する国というのを私は今まで何度か訪れたことがありますが──それこそ、数えられる程度の回数しかありません。

　そこそこ長く旅をしていても、このような奇妙な街に巡り合う確率はそう高くはないのです。

　ですから、だからこそ、この街の成り立ちが私は気になりました。この街がどのような時代を経てあらゆる種族を受け入れるような国になったのか気になりました。

　こういうものは旅人の性さがともいうべきものなのではないでしょうか。


「…………むむむむ」



　というわけで私は今しがた、古本屋で歴史資料を絶賛ぜっさん立ち読み中なのでした。あまりマナー的によろしくはないのですが、大体の歴史資料だとか伝記は立場や見方によって主張がコロコロと入れ替わるゆえに軽率に買うわけにはいかないのです。

　できるならばある程度内容を私の中で咀嚼そしゃくしたあとで何冊か買いたいと思っていた程度です。

　とまあ。そんな風に、ややマナーに反したやり方で私が読書に没頭ぼっとうしていたときのこと。

「あら。歴史に関心がおありで？」

　店の奥から店主のおばあさんがゆるりと現れました。立ち読みを咎とがめられるのかと一瞬いっしゅんひやりとしましたが、店主は目元に小じわを浮かべながら、穏やかな表情のまま、「若いのに偉いわねえ。今の時代、大昔のことに興味を持つ子なんて珍しいのよ」と。

　まるでお勉強熱心な孫まごでも見るような優しげな瞳ひとみをしておられました。

　店主のおばあさんは、そして私を上から下まで見てから、

「あなた、よそから来た子ね？」と見透かしたように語ります。

「……分かるんですか？」多くの文化が入り乱れるようなこの国ならばどんな格好かっこうをしていても馴な染じめるものだと思っていましたが。

　浮いた格好でもしていたのでしょうか。

「私はこの国にずっと前からいるからねぇ。なんとなく分かるのよ。目の前の人間がよそ者かどうかくらい」

「はあ……そういうものなんですか……」

「あと、うちのような萎しなびた古本屋に来るような人間はそもそも地元の人間じゃないのよ」

　店主のおばあさんはやや反応に困る言葉を吐いてから笑いました。「あなたがもしもこの国の歴史に興味があるなら、もしよければ、私が教えましょうか？　本を読むよりもそのほうがずっと分かりやすいでしょう？」


「…………」それはそれは、願ってもない申し出ですけれど。「あの、私、今そんなにお金持ってませんよ……？」



　だからこそできる限り立ち読みで済ませようとしていたわけでもありますし。

　するとおばあさんは再び笑いました。

「いいのよ。気にしないで。これは私が話したいから申し出ただけですもの──うちのような萎びた古本屋は暇ひまなのよ」


「…………」



「老人の暇つぶしに付き合って頂戴ちょうだい」

　店主のおばあさんは、そして店の奥まで行ってしまいました。

　ついてこい、とでも言いたげに、おばあさんは振り返ってこちらに手招てまねきを一つ。

　古本を元の場所に戻して、導かれるままについていくと、おばあさんの私室がありました。

　おばあさんはそこで椅子いすに腰こしかけながら、言いました。

「昔々、あるところに──」

　孫娘に語り掛けるように。

　この国の歴史をぽつりぽつりと語り始めました。
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　澄すんだ空気が流れる初夏しょかの森。

　未いまだ春の涼すずしさを忘れられない風が、さらさらと木の葉を揺ゆらしながら森の中を漂ただよっていました。

　未だ次の国へとたどり着けず、旅人が一人、ほうきに乗って森の中を進んでいました。

　灰はい色の髪かみ、瑠璃るり色の瞳ひとみのうら若き彼女は、黒のローブと三角帽子ぼうしを身にまとっていました。胸元には星をかたどったブローチが一つ。

　自由気ままに気の向くままにほうきを飛ばし、国から国へと渡る彼女は旅人であり、魔女でした。

　急いでいるわけでもなく、ただほうきを飛ばしているだけの彼女は、春の終わりを嘆なげくように吹く森の風を胸いっぱいに吸い込んで、やがて吐き出しました。それは嘆息たんそくのようにも聞こえました。

　とまあ。

　そんな風に、一人の時間を名残なごり惜おしそうに満喫まんきつしている彼女は、一体誰か。

　そう、私です。

「やあやあこんにちは。魔女さん。お元気かな？」

　と声を掛けられたのも私です。


「…………」



　ほうきの進むべき先に一人の女性の姿がありました。

　私の心地よい静寂せいじゃくに突然、雑音をもたらした彼女は「ふっ……キマった」などと顎あごに手を添そえながら不敵ふてきな笑みを浮かべました。

「……どうも」

　ほうきを止めて、私は彼女を見下ろします。

　着込んでいる青色のローブには随所ずいしょにレースがあしらわれており、スカートはフリルが幾重いくえにも折り重なっております。妙みょうに格好かっこうつけた彼女のポーズと相まって衣装はそこはかとない可愛かわいらしさが溢あふれていました。胸のあたりには星をかたどったブローチがありますから、恐らくは魔女なのでしょう。

　歳としの頃は十八歳程度といったところ。肩かたの辺りまで伸びた髪は、ローブと同じく青。表情は先ほどからずーっと張り付けたかのようなしたり顔。

「……ふふんっ」

　なによりいかにも「なんでも知ってますよ？」とでも言いたそうな表情がなんだか妙に鼻はなにつきました。なぜほとんど会話すらしていないような魔女を相手にここまで勝ち誇った表情を浮かべることができるのか不思議でなりません。

「キミ、名前は？　ちなみにボクの名前はシャロン」

「イレイナです」

「そう。ところでキミ、一体どうしてこんなところに来たんだい？」終始しゅうししたり顔のシャロンさん。
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「もしかして、この先にある賊ぞくのアジトに用があって来たのかい？　だとしたら、止よしたほうがいい。アレはキミが敵かなう相手ではないよ」

「いえ賊とか興味ないんですけど。ただ旅の道すがら通っただけですから」

「そんなこと言っておいて、実は賊のアジトを潰つぶすつもりなんだろう？　言わなくてもいい。ボクには分かるの」

「いえ、あの……別に賊とか興味ないんですけど……」

　というかこの先に賊がいるだなんてたった今知ったくらいなんですけど……。

　一体この魔女さんはなにを仰りたいのでしょう？　わけが分からなくて私はただ首をかしげるばかりでした。


　そんな私を前に、彼女はここでもやはり「ふふんっ……！」と勝ち誇ほこったようなしたり顔。



「大方、近場の国の連中に頼まれたんでしょう？　優秀な魔女のシャロン様の助手じょしゅをしてこい……ってね！　だけど残念！　ボクに助手とか必要ないから！」

「あ、はあ……」

　そんなこと一言も頼まれていませんが……？

「まったく──あの国の連中と来たら……、どうやらよほどボクの実力が信じられないらしいね。でも心配いらないよ。この先で待っている賊の連中くらい、ボク一人で壊滅かいめつさ！　ふふんっ！」

「そうなん……ですね……」凄すごくどうでもいいなあと思いましたがとりあえず頷うなずいておく私でした。このように勝手にしゃべりまくる人を相手取ったときはとりあえず相槌あいづちさえしていれば話は進むのです。

「まあでも、どうしてもボクのお手伝いがしたいって言うなら──キミがどうしても賊を相手どって手柄てがらをあげたいと言うのなら、少しばかりの手伝いをさせてあげるのもやぶさかではないよ？　キミだって金が入用だろう？　ボクの報酬ほうしゅう分けたげる」

「いえ別に困ってませんけど……」

「どうだい？　ボクの助手をして、一緒に賊を倒したくはないかい？　このボクの助手ができるんだよ？　こんな機会滅多めったにないよ？」

「未来永劫えいごうなくていいです」


「…………」




「…………」



　きっぱり私がお断りしたあたりで、このボクことシャロンさんは黙だまりました。なんだかよく分かりませんが、私はどのみち暇ひまを持て余しているわけですが、残念ながら賊の相手を自ら買って出るほど暇というわけでもありません。そういった申し出は謹つつしんでお断りをするに限ります。

「……なんだかよく分かりませんけど、賊の掃討そうとう、頑張がんばってくださいね？」

　とりあえず程度にほうきの上からぺこりとお辞儀じぎをしてから、私はその場を離れ──。

「ちょっと待って」

　……離れようとしたのですけれど、わりと強引に止められました。

　私のローブを摑つかんでいたのは、このボクことシャロンさん。

「いや……あの……もう一回言うね？」こほん、と彼女は咳せきばらいを一つ。「あのね、ボクはね、すごい魔女なの」

「はい」それさっき聞きました。

「それでね、ボクが賊の退治を手伝わせてあげるって言ってるの」

「はい」それもさっき聞きました。

「どう？」

「いやです」

「いや、あの……」

「凄すごい魔女ならあなた一人で賊を倒せるということでしょう？　わざわざあなたの手柄を横取りするような真似まねはしませんよ。ご安心ください」


「…………」彼女は一瞬いっしゅんの沈黙ちんもくを置いてから、「もう一回言うね？」



「はい」またですか。

「あのね、ボクは魔法使いなの」何食わぬ顔で自らのブローチを外すシャロンさん。

「……はい」

「それでね、よかったら手伝ってくれない？」微妙びみょうに台詞せりふのニュアンスを変えてるシャロンさん。

「無理です」それでも丁重ていちょうにお断りする私でした。


「…………」




「…………」



「あの、もう一回──」

「いやもう結構です」

「いや！　ほんともう一回！　もう一回だけ聞いて！　マジで！」もはやただ必死なだけのシャロンさんでした。「あ、そうか！　アレだね？　もしかしてイレイナさん、状況がよく分かっておられない？」

「いえ十分に分かっていると思いますけど……」

「分かった分かった。順を追って説明するね？」

　いえ別にしなくていいんですけど……。

「まずね、ボクは魔法使いではないんだけど」何食わぬ顔で自らのローブを脱ぐシャロンさん。

「あ、はい……はい？」なにをしておられるのです？

「しかしボクを優秀な魔女だと勘かん違ちがいした近場の国の連中がね、ボクに賊の退治を依頼してきたのさ！　困ったことにねぇ！　ハハハっ！」

「いや困ったこともなにも……魔法使いじゃないってどういうことですか」

「恥はずかしながらボクはただ魔女にあこがれているだけのいたいけな少女ということだよ」

「あなたものすごいしたり顔でものすごい情けないことを語っていることを自覚したほうがいいですよ」

　要するにアレですか。

　ただの頭がアレな人ということですか。

「まったく……あの国の連中にはほとほと呆あきれたものだよ」肩かたをすくめるシャロンさん。どうやら私の言葉は彼女の耳に届いておられないようです。「しかし、魔法使いでもなんでもないボクが一体こんなところでなにをしているのか……気になるでしょう？」

「いや大体想像つくからいいです」

「ほう？」

「大方、紛まぎらわしい格好のせいで勘違いされて持て囃はやされて賊の退治を依頼されてしまったのでしょう？」初対面の人間ですがどうやら彼女、頼まれたら断れない性格をしておられるようですし、どうせ「ふっ……まあ任せておくれよ。ボクにかかればあいつらなんてちょちょいのちょいだよ」とかなんとか言って街の人たちの頼みを受けてしまったのでしょう？


「…………」



　私の大雑把おおざっぱな推測に黙りこくったシャロンさん。彼女は「……ふっ」と笑みを浮かべると。

「どうやらキミはなかなか頭がいいようだね」

　と、やはりなぜかしたり顔でそのように語るのでした。

「実はボクがここまで来たのには深い事情があってだね──」

　そのうえで聞いてもいないというのに突然一人語りを始めやがりました。

　たぶん大して深い事情でもないだろうなぁと思いながらも、結局、逃げるタイミングを完全に見失った私は、彼女の自分語りに付き合わされるに至いたったのでした。





○






　旅人のシャロンさんは昔から魔女というものに強い憧あこがれを抱いていました。

　それは単に魔女という言葉の響きがなんかクールでキュートでラブリーだとか、魔女が着てるローブが可愛かわいくてきゅんきゅんするだとか、概おおむねそういったあまりにも軽い動機によるものでした。

　しかし憧れと現実は常に折り合いがつくものではなく、彼女の強い気持ちに反して、彼女はどれだけ修練を積んでも魔法を使うことができませんでした。魔法使いとしての素養そようが彼女には備わっていなかったのです。

　今年で十八歳を迎えた彼女ですが、しかし幼い頃からの憧れから縁を切ることなどはできませんでした。幼い頃に抱いた熱い情熱は、彼女が大人になってもずっと彼女の胸に生き続けたのです。

　しかし彼女は魔法を使えません。

　それではどうするか。

「ふっ……魔法が使えなくても……ボクにはこれがある！」

　そう、変装です。

　星をかたどったブローチ（自作）と青色のローブ（自作）を身にまとい、彼女は旅を始めました。彼女は魔法の才能はありませんでしたがお裁縫さいほうの才能は持ち合わせていたのです。夜な夜なちくちくと裁縫した結果、そこそこイイ感じのローブが仕上がったと語っておられました。

　自信作のローブを身にまとって、彼女は旅をしました。

　故郷こきょうの国では彼女が魔法を使えないことなどは知れていたので、魔女らしさを存分ぞんぶんに振舞ふるまうためには旅をするほかなかったのです。

　彼女を知らない国では、彼女はただの旅人の魔女になり切ることができたのです。

「まあ！　見て！　魔女様だわ！　かっこいい……」訪れた先々、街の人々は彼女を指して感嘆かんたんしました。

「綺麗きれい……私もあんな素敵すてきな魔女様になりたいわ……」どこの国に行っても大体歓迎されました。

　どうやら彼女は運に恵まれているようで、今まで訪れた国々のどれもが、魔法使いというものをろくに知らない国ばかりだったのです。運よきことに、彼女が旅先で突然喧嘩けんかを売られたり、突然変な人に絡からまれたりするような事案はほとんどありませんでした。

「あのう……すみません……魔女様……ひとつお願いごとがあるのですが……」

　しかし魔女という御大層ごたいそうな称号しょうごうを胸から提さげていれば、嫌でも人から頼られたりするもので、彼女の前にも、少なからずこういった人は現れました。旅先で頼み事をされるのはもはや旅人と魔女を兼業けんぎょうする者にとっての宿命しゅくめいなのです。

「なんだい？」シャロンさんは女性ににっこりとした笑みを向けながら首をかしげました。

　女性は眉まゆをひそめながらも彼女に応えます。

「実は私のお気に入りのスカートが古くてもう履はけなくなってしまって……よかったら、魔法で直していただけないでしょうか……」

　などと。

　シャロンさんは困りました。

　だって魔法など使えませんから。

「ふっ」しかし謎の自信に満ちた彼女は、首を振ることはありませんでした。「いいよ。ボクがこの服を素敵な服に仕立て直してあげよう」

　などといつもの如ごとくしたり顔で語りさえしました。一体魔法が使えないというのに、どうやって直すつもりなのでしょうか？

　答えは単純でした。

「いいかい？　今から魔法を使うけど、決してこの戸を開けてはならないよ？」

　どこぞのどなたの恩返しが如く、彼女は戸を閉めて宿屋に引きこもったのです。その中で彼女は得意分野であるお裁縫でちくちくと自力で直しました。

「ハイどうぞ」

　そうして一夜明けたのちに、瞳の下にクマを浮かべながらも、彼女は修理したスカートを依頼人に届けてあげました。

「まあ素敵！　まるで新品のように綺麗になっているわ！」

　この辺りの事情に関していえばひょっとすると普通の魔法使いよりも優秀なのではないかと思うほどでした。彼女のお裁縫の技術は卓越たくえつしたものがあったのです。直した服はとてもとても美しい仕上がりだったと専もっぱらの噂うわさになりました。

　彼女の評判はすぐに国中で話題になりました。色々な人が彼女のもとを訪れ、頼みごとをするようになりました。けれどなんの問題もありません。

「実は私の服、ソイソースを零こぼしてしまって……」

「心配しなくても大丈夫だよ。お任せあれ」普通にシミ抜きしました。

「実は買う服のサイズを間違ってしまって……」

「ふふっ。任せておくれよ。ジャストサイズに直してあげよう」普通にリサイズしました。

「実は使わなくなった服を再利用したくて……」

「じゃあバッグにしておこうか？」普通に生地きじを再利用してバッグを作ってあげました。

　大体こんな風に彼女は魔法を使っている振りをしながらも、それなりに活躍をしました。

　しかし侮あなどるなかれ。優秀な魔女がいるとの噂が広がるということは、すなわち彼女の優秀さを利用しようとする薄汚うすぎたない大人たちに目をつけられるということでもあるのです。

「やあ。君が魔女のシャロンさんだね？　我々はこういう者なのだが」

　その日、彼女の前に現れたのは、小太りのおじさんでした。彼は名刺めいしを彼女に差し出しました。

「ふうん……？」名刺を受け取るシャロンさん。どうやら小太りのおじさんはその国の役人であるようで、彼女に頼みごとをしに来たのだと語りました。

「我が国の近くに森があるのだがね、実は近頃、そこから賊が来て困っているのだよ。連中は我が国に来ては略奪りゃくだつの限りを尽くしてね、売り物の服を盗ぬすんでいくんだ。まったく困った連中だよ」

「つまり追おい剝はぎに遭あっているということだね」

　それは大変だ──と偉そうに顎に手を添えながら頷くシャロンさん。

　役人さんはそんな彼女の自信たっぷりな様子を眺ながめながら、

「で、君にこの賊を退治してもらいたいと思うのだが」

「えっ」

「君は魔女なのだろう？　一度あやつらを懲こらしめてほしいんだよ」

「えっ。いや、えーっと……」

　できるわけがありません。だって彼女は魔女に憧れているだけのいたいけな少女なのですから。

「お願いできるかね？　魔女シャロン様」

　いやいやできるわけねーじゃんなに言ってんだよこのデブ。と内心思いましたが、拒絶きょぜつしてしまえばこれまで裁縫によって積み上げて来た名声が地に落ちることになります。

　シャロンさんは返答にとても困りました。

　とても困りましたが自信のない素振そぶりを少しでも見せれば疑うたがわれるので、終始したり顔で「ふっ……どうしようかな……」と渋しぶっていました。

　そんなときです。


「ヒャーッ！　テメェらぁ！　今日も俺様たちがお前らの服をいただきに来たぜぇ！」



　賊が来ちゃいました。

　森から現れた賊の連中は、腰こしに布を巻き、手には棍棒こんぼうを抱えているいかにもな感じのいで立ちでした。賊というよりこれ原始人げんしじんだなとシャロンさんは思いました。

　というか服泥棒どろぼうのくせにほぼ全裸ぜんらとはこれ如何いかに。

「シャロン様！　早速さっそく来ましたぞ！　よろしく頼みます！」「シャロン様！　お願いします！」「あいつらに目に物を見せてやってくださいよ！」

　これを好機とみた街の連中は、シャロンさんの背中を押して賊の前に対峙たいじさせました。

「えっ、え？　ちょっと……あの……！」有無も言わさずシャロンさんは賊と対面しました。

「あ？　なんだテメ？　あん？　なに見てんだオラぁ！」

　早速絡まれるシャロンさん。

　あわわわどうしよう怖こわいよぉひええ、と震ふるえまくっていましたが、

「シャロン様が来たからにはお前らなんてイチコロだぞオラぁ！」「あんま調子に乗ってんじゃねぇぞ原始人が！」「ばーか！」

　ここぞとばかりに調子づく街の住民のせいで退路たいろは完全にふさがれました。


「ちょっ……」



　マジなに余計よけいなことやってんだこいつらと毒どくづきたい気分でした。

　民衆みんしゅうに煽あおられた賊も黙ってはいません。

「ほう……貴様、魔女か。我々になにか用か？　もしかしてこの人数を相手どって戦う気か？　我々に勝てるとでも？」

　その日、街にやって来た賊はおおよそ十人程度。シャロンさんが本物の魔女であればこの程度の人数、数秒で制圧することも可能ですが、彼女はただのいたいけな少女です。

「悪いことは言わない。とっとと尻尾しっぽ巻いて逃げたほうがキミたちの身のためだよ」にも拘かかわらずやはりどうしようもないくらいにしたり顔の彼女でした。

　逃げ道がなくなったので開き直ったともいえます。

「本気のボクと君たちとでは……勝負にならないよ」これは文字通りの意味です。

　しかし見かけと謎なぞの自信によりその言葉を奇くしくも好意的に解釈かいしゃくした賊の連中でした。

「いいだろう。ならば相手になってやる」そのリーダーと目される男は、腰の布からずるりと拳銃けんじゅうを取り出しました。「貴様きさまにこれがなんだか分かるか？」

「……ふん」

　彼女は鼻はなで笑いました。

（えっ。噓うそ、拳銃なんて持ってんの？　棍棒だけじゃないの？　はわわ）

　内心はガタガタでした。

「魔女がどれだけ厄介やっかいな相手かは我々も知っている。だが、魔女は所詮しょせん、魔法が使えるから強いだけだ。魔法さえ使わせなければどうということはない」

　ごもっともでした。ただし相手はただの少女ですが。

「ちょ、ちょっと待っておくれ。キミ、それをボクに使う気かい？　……正気しょうきかい？」

　あわてるシャロンさん。そんなものが直撃したらさすがにひとたまりもありません。というか普通に死にます。

「ふん……命乞いのちごいでもするつもりか？」賊のリーダーは聞く耳を持ち合わせてはくれなかったようです。「だが今更遅い！　我々にたてついたことを後悔こうかいするがいい！」

　賊のリーダーは、シャロンさんが弁明べんめいをする機会も与えず、引き金を引きました。

「ひゃあっ！」みっともなくその場にしゃがむシャロンさん。

　そして、炸裂さくれつ音が街の中に響き渡り。

「ぐああああああああああああああっ！」

　賊のリーダーが倒れました。

　その一瞬でなにが起こったのかを簡潔かんけつ明瞭めいりょうに解説しましょう。

　リーダーが撃った弾丸は、確かに彼女の方へと飛びました。しかし銃の扱あつかいに慣れていなかったリーダーは、的を外してしまったのです。弾丸は彼女をかすめることすらなく、傍そばにあったゴミ箱にて跳はね、そのまま更に街灯がいとうに当たり、更に物見遊山ものみゆさんで来ていた近所のおば様が手にしていた鍋なべの蓋ふたに当たり、そのようにあちこち飛び回った末にリーダーの膝ひざに直撃したのです。

　奇跡的な展開により奇跡的に命を失わずに済んだシャロンさんでした。

「ば、馬鹿な！　リーダーの銃が効かないだと……！」「あいつ、今なにかしやがったぞ！」「杖つえを持っていないのに魔法を使った……だと？」「すげえ！　魔女ってあんなこともできんのか！」

　そして賊の連中も奇跡きせき的なお馬鹿ばか集団でした。

　リーダーが負傷したことにより賊の統率とうそつは崩れ去りました。頭を切り落とされた虫の如くばたばたと慌あわてる賊の連中。


「くっ……！　貴様ら！　一旦いったん引くぞ！」



　結局、脚あしを撃たれたことにより戦意を喪失そうしつしたリーダーの一声により、賊たちはたちまち逃げ去るに至ったのです。

「覚えてやがれええええええ！」

　などという捨すて台詞ぜりふも添えながら。


「…………」怯おびえてしゃがんだらいつの間にか賊が逃げていたという不可思議な展開に若干じゃっかん戸惑とまどったシャロンさんでしたが、「……ふっ」ここで彼女はしたり顔を浮かべながら立ち上がったのでした。



「今のはボクの必殺技さ」

　私がその場にいたら調子に乗るなと頭をはたいていたくらいですが、街の人々にとっては彼女は救世主そのもの。

「すげえ！　さすがシャロン様！」「シャロン様万歳ばんざい！」「シャロン様素敵！」「あなたがいれば怖い者なしですよ！」「素敵！　抱いて！」

　今にも胴上げでもされそうな勢いで彼女を取り囲みました。

　とはいえ、彼女自身、常にしたり顔をしているとはいえど、内心は至極しごくまっとうな年相応としそうおうの乙女おとめなのです。今、自分が置かれた状況がどれほど危険なものかも当然、分かっていました。

（は？　このままこの場にいたらまたあの連中が報復に来るのでは……？　ボク今度こそやられるのでは……？　はわわ）

　やってられません。

　今すぐ逃げなければこれ以上の厄介やっかいごとに巻き込まれるやもしれません。

「ふっ……」ゆえにしたり顔を浮かべながら、彼女は言いました。「残念だけど、ボクはもう行かなきゃいけないんだ。ボクはただの旅人だからね」

　とりあえず一刻も早く国を出なければと彼女は思っておりました。

　が。

「さすがシャロン様！　あの賊の連中の本拠地ほんきょちを叩くおつもりですね！」

「えっ」

「国を出ていく振りをしてあいつらの息の根を止めるおつもりなのでしょう？　さすがはシャロン様だ」

「いや……あの……」

「シャロン様万歳！」「万歳！」「万歳！」「素敵！　抱いて！」

「はわわ」

　彼女は、内心至極まっとうな年相応の乙女といえど、しかし悲しいまでの八方美人はっぽうびじんでした。

　ゆえに彼女が街の人々に返した言葉は、決まり切っています。

「ふっ……まあ任せておくれよ。ボクにかかればあいつらなんてちょちょいのちょいだよ」

　私がこの場にいたらやはり調子に乗るなと頭をはたいていたところでした。





○






「改めて自己紹介をするね。ボクの名前はシャロン。得意なことはお裁縫と噓」

「ひどい得意分野ですね」

「苦手なものは虫とお化けと人間と魔族と暗いところと熊くまとお魚とキノコとその他諸々もろもろのありとあらゆる物」

「あなた今までよく生きてこられましたね」

「今しがたした話から分かる通り、要するにボクは今からこの先にある賊のアジトに攻め入らなければならない状況に陥おちいっているのさ」

「そうなんですね。頑張ってください。では」

　私は踵きびすを返して歩き出しました。

「ちょ、ちょっと待って！」あわてて私の手を取るシャロンさんでした。「お願い手伝って！　ボクこのままだと死んじゃう！」既すでに涙目なみだめでした。

「いや……あの、あなたが勝手に引き受けた仕事じゃないですか……」

　私関係ないですし。

「そんなこと言わずに！　賊を倒したらお金いっぱい貰もらえるよ？　ボクの謝礼を分けてあげてもいいよ？　マジで」

「いえ私お金に困っていないので……」

「じゃあ人助けだと思って！」

「他人の人助けに手を貸すほど私は暇ではないので」

「やだやだ！　助けて！　お願い！　ボク死んじゃう！　マジで死んじゃうからぁ！」もはや涙目を通り越して鼻水はなみずまみれになりながら涙を流すシャロンさんでした。

　可愛らしい顔が台無だいなしになったと同時にしたり顔から程遠いその表情には多大なる哀愁あいしゅうが漂っていました。


「…………」



　私のローブにしがみついて離れない彼女。このまま拒絶し続ければ彼女は私のローブを汚す愚行ぐこうに走るかもしれません。

　そもそもこの場で見放しても彼女は地獄の果てまで私を追いかけて駄々だだをこね続けるような気さえしてきました。それほどのしつこさと粘ねばっこさがありました。鼻水にも彼女自身にも。

「……はあぁ」ゆえに私は、大きめの嘆息を漏もらしたのちに。「……ま、いいですよ。分かりました。お手伝い、すればいいんですよね」

「ふっ。ようやくボクの助手になる気になったんだね？　まあせいぜいボクの足を引っ張らないように気を付け──」

「帰ります」

「ああああ待って！　噓です噓です！　冗談じょうだんだから！」

　私の腕にしがみつくシャロンさん。

「あまり調子に乗らないでください」私は彼女の頭にこつん、と拳こぶしを下ろしました。「というより、どうして常にかっこつけてるんですか。なにか意味あるんですかその態度」

　私の言葉に彼女は、案の定したり顔で、顎に手を添えながら答えます。

「ボクがこうすることで喜ばなかった者はいない」

「あなたの周りアホばっかりという解釈でいいですか」

「失敬しっけいだな！　これはボクのアイデンティティなの」

　噓まみれのしたり顔がアイデンティティとはこれ如何に。

「で、賊のアジトはどこですか」もはや私はヤケクソでした。「案内してください。早急に片を付けますよ」

　本物の魔女にかかれば腰に布を巻き付けた時代錯誤な連中などちょちょいのちょいだということを証明して差し上げましょう。





○






　森の奥には賊のアジトが確かにありました。

「あそこが連中の根城ねじろさ。入り口には見張りが二人」草の陰からひょっこり顔を出してアジトたる洞穴どうけつの入り口を睨にらむシャロンさん。「どうやらボクが倒したリーダーはその奥に隠れているようだ」

「……倒してはないですよね？」

　相手が勝手に自滅しただけじゃないですか。噓はいけませんよ噓は。

「いいかい？　入り口はあそこだけだ。つまりあの見張り二人を倒さない限りボクたちは中に入ることができない。そこでキミの出番ということだよ。あの見張り二人を制圧してもらいたいのさ」


「…………」まるで見張り以外は全員シャロンさんが片付けるかのような言い方ですね……。「ところで入り口があそこだけということは、出口もあそこだけということですよね？」



「そうだね」

「だったら入り口から爆弾でも放り込めば一瞬で片付くんじゃありません？」

「ダメ！　魔女ともあろう者がそんな外道げどうみたいなことをするのはモラルに反するよ！」


「…………」



　どうやら彼女は魔女をやや買いかぶりすぎている傾向にあるようです。もしかして魔女は誰もが清廉せいれん潔白けっぱくで非の打ちどころのない完璧な存在だとでも思っておられるのでしょうか。

　魔女とて人間ですから外道みたいなこともモラルに反したことも平気でやりますよ、と耳打ちでもして彼女の幻想げんそうに泥どろを塗ぬって差し上げたくなりました。しませんけど。

「ま、ここはやっぱりキミの出番かな。キミが本当にそのブローチにふさわしい魔女であるかどうか……ボクに見せておくれよ」

　なんだかやけに上から目線のシャロンさんは、ふん、と鼻はなを鳴らしながら、樹きの幹みきに寄りかかり、親指を洞穴に向けます。「ボクの合図であの二人をやっつけておくれ」

　どうして私が単身で二人を倒す方向で話が進んでるんでしょうね……。

「仮に私が二人を倒したとして、そのあとはどうするんですか？」

「キミが中に入って、残りの連中を叩くのさ」

「あなたはその間なにをしているんです？」

「決まっているだろう？　ここでキミの帰りを待つのさ！　ふふんっ！」

「要するになにもしないということですねなるほど」人に仕事させておいて木陰こかげでのんびりご休憩とはいい御身分ごみぶんで。

「まあね──残念ながらボクはご覧の通りの有様だからね！」

　言いながら彼女は自らのお膝を指差しました。


「…………」私は視線を落として膝を見やります。「めっちゃ震えてますね」



　めっちゃ震えてました。

　がくがくぶるぶるしておいででした。お膝が壊れそうなくらいに大爆笑しておりました。生まれたての小鹿こじかのほうがよほど頼もしいのではと思えるほどですらありました。

「多分ボクこのまま出て行ったら死んじゃうので……」てへっ、と舌したを出すシャロンさんでした。


「…………」



　と言われましても。

　そもそもこの場合、彼女が表に出て私がサポートに回ったほうが色々と都合がよいのです。私は賊の退治を依頼した件くだんの国には訪れていませんし、それはつまり私が賊を叩いたとあれば、依頼もされていない人間が勝手に現れて勝手に潰してしまったと同義どうぎなのです。

　下手へたしたら報酬を貰えない可能性すらあります。骨折ほねおり損ぞんは御免ごめん被こうむります。

　それに、請うけ負った仕事を他人に丸投げしておいて金銭をいただこうなどというのはあまりにも虫がいい話です。

　彼女にもきっちりお仕事をしてもらいましょう。


「…………」と、私はここで、彼女の背中──木の幹と触れ合っている背中のあたりに視線を傾けました。「ところでシャロンさん」



「なんだい？」

「あなたが苦手なものってなんでしたっけ？」

「虫とお化けと人間と魔族と暗いところと熊とお魚とキノコとその他諸々のありとあらゆる物」

「そうですか。肩に蜘蛛くもくっついてますよ」


「…………ん？」ちらりと肩に目をやるシャロンさん。



　小さな蜘蛛がよちよちと彼女の肩をよじ登っておられました。


「…………」彼女は黙りました。




「…………」私も黙りました。



　そして。

「ひゃあああああああああああああああっ！」

「あ、ちょっと──」

　私の静止を無視して彼女は全力でその場から駆け出しました。パニックに陥った彼女は脚の震えも忘れて賊のアジトの出入り口まで一直線。


　彼女のまさかの行動に私も驚きましたし、恐らく見張りをしていた二人もひどく驚いたことでしょう。突然物陰ものかげから現れたシャロンさんに見張りたちはぎょっとしながら、「お、おいなんだ貴様は！」と叫びます。しかし一瞬でそれが誰なのかを理解したようで、「こ、こいつ……！　さっきの魔女だ！　さっきの魔女が攻めて来たんだ！」「くそっ……！　俺たちの住処すみかを奪うつもりか！」と棍棒を握りしめ、即座に臨戦態勢に入りました。なんという対応の早さ。



「あああああああああああああああああああああっ！」

　そして依然として小さな蜘蛛に怯え叫んでいる彼女は、そのまま見張り二人に特攻しました。

　見張り二人も応戦しました。迫りくる魔女に向けて、棍棒を振りかぶります。

「魔女め！」一人はそれを右から横なぎに振るい。「死ね！」もう一人はそして左から。

　迫り来る二つの棍棒は、そして彼女の両脇から挟み込むようにして迫り──。

「ひゃん！」直撃する寸前になって、いかにもなあざとい悲鳴をあげながらシャロンさんは転びました。足でももつれさせたのでしょう。

　空を切った二つの棍棒は、行き場を失い、そのまま真横にいた仲間の顔面にぶつかりました。全身全霊を込めた渾身こんしんの一撃はそれぞれの顔でぐしゃ、と鈍い音を鳴らし、そのまま「ぐえ……」「ぬぁ……」などという言葉にならない言葉と共に、二人の見張りを潰しました。

　要するに敵が勝手に自滅しました。

「うぐ……。い、痛いよう……」

　シャロンさんが半べそをかきながら起き上がったときには、既に見張りの二人は地面で気絶した後のことでした。「え、なに？　これ……」

　転んで起きたら敵が倒れてた。意味が分からないのも無理ありません。

　実際には後ろから私が魔法で転ばせて、棍棒が当たらぬようかなり強引に避けさせただけなのですけれど。

「……まさか」と。

　彼女はそこで起き上がり、私に振り返りました。

「まさかこれは……！」どうやらお察さっししたようです。「ひょっとするとボクに魔法の力が芽生めばえたということでは……？」おっとなにも察していなかった。

　私は物陰から這はい出て首を振り、

「いえ、あの……大変申し上げにくいんですけれど……」

　と彼女の元へと歩みましたが、

「あー、いや。イレイナさん。なにも言わなくてもいいよ。分かってるさ」彼女は瞳をきらきらと輝かせました。「これがボクの真の力ということだね……！」

「違います」ぜんぜん分かってないじゃないですか。

「いやぁ、実はボクもおかしいと思っていたんだよ。賊のリーダーが倒れたときも偶然ぐうぜんとは思えなかったし、今回のこれもまるで誰かが手を差し伸べてくれたかのように、奇跡的なタイミングで転んだでしょう？　これボクの魔法だよ。間違いないよ」

「いえ違います」

　全然違います。見当違いも甚はなはだしいです。あなた魔法をなんだと思ってるんですか。

　私は首を振りながら、

「今のは私が魔法で──」

「おっと！　もしかしてボクの魔法使いとしての才能に嫉妬しっとしているのかい？　ふふん」

　直前まで半べそをかいていた彼女はよもやそこには存在していませんでした。そこにはただひたすらにしたり顔を浮かべるシャロンさんがいるだけでした。「ボクは杖を持たずして、自らの意思にかかわらず本能で魔法を放ち、賊のリーダーだけでなくこの見張り二人も倒したということ、だろう？」

　だろう？　じゃないです全然違います。

　どれだけポジティブなんですかあなた。

「まさかボクにこんな才能があったとは……」

　現実逃避の才能ですか？

「あのですね、今のは私が──」

　と私は再度、彼女の勘違い、もとい現実逃避から彼女を目覚めさせようとしましたが、しかしもはや聞く耳を持っていただけませんでした。

「イレイナさん。まあ見てておくれよ」勝ち誇った顔で髪をふぁさー、となびかせる彼女。「ボクに魔法が使えると分かった今、もはや遠慮は不要。こんなしょぼくれた賊のアジトくらい、ボク一人でちょちょいのちょいさ！」

「いえ、あの──」

「じゃ！　ボク行ってくるから！」

「あの──」

「まあキミはここで待っていておくれよ！　賊を倒したボクの帰りをねえ！」


「…………」



　そして彼女は「はははははははっ！」と壊れたおもちゃのような高笑いをあげながらダッシュで洞穴へと突入。隠れる気皆無かいむでした。彼女のその蛮勇ばんゆうな背中はどこから湧いたのかもわからない得体のしれない自信で満ち満ちていました。

「あのぉ……」

　私の呼びかけも虚むなしく、彼女の姿はすぐに見えなくなってしまいました。


　…………。



　頭を強く打ってしまわれたのでしょうか……？





○







「なっ……！　さっきの魔女だ！　さっきの魔女が俺たちのアジトを荒らしに来──ぐえっ！」男は転びました。




「くそっ……！　とんでもない強さだ！　お前ら気を付け──ぐえっ！」傍にいた男も転びました。



「なんだこの女……！　バケモノか！　くそ！　応援を呼──ぐえっ！」遠巻きに見ていた男も転びました。

　シャロンさんと対峙した男たちは、次から次へとまるで見えない力に足を引っ張られたかのごとく、なにもないところで転び、その後「な、なんだ……急に眠く……」などとのたまい、眠りに落ちました。まあなんということでしょう。まるで魔法で転ばされて眠らされたかのよう。

　近づいてきただけの相手が次から次へとそんな風に倒れていくさまを見ても、尚なおもシャロンさんはご自分の実力が招いた結果だと勘違いしておられるようで、

「ふっ……安心して。峰打みねうちちさ」

　などと調子づいた言葉を平然と吐くのでした。峰打ちという言葉を辞書で紐ひも解といてから出直してほしいなと心の底から思いました。

　彼女は迫りくる敵を次から次へと倒していきました。

　物陰から男が棍棒を振りかざしても、彼女に触れるよりも先に転び、眠ります。どうやら近づくといけないらしいと悟さとった敵の一人が遠くから棍棒を投げてきましたが、彼女に当たる直前に謎の力により跳ね返り、男を沈めました。

　近距離からも遠距離からも、どこから攻撃を放っても彼女に当たることはありませんでした。

　完全無敵のシャロンさんがそこにはおりました。


「…………」



　まあ。

　というか、私が後ろから魔法で彼女へと当たる攻撃をすべてあしらっているだけなのですけれど。棍棒を持った男を一人一人片かたっ端ぱしから転ばせて、その後眠らせているだけなのですけれど。それでも尚もシャロンさんは私の行動の一切に気づくことなく、調子に乗り続けました。

　まあ奇しくも思惑おもわく通りにシャロンさんが表に立ち、私がサポートに回るという展開になってくれたわけですけれど、

「さあキミたちどこからでもかかってくるといいよ！　ボクが一人残らず倒してあげよう！」ひたすらに調子に乗るシャロンさん。

「くっ……近寄れない……！」「どこから攻撃しても勝てないなんて……！」対して男たちは尻込しりごみをして。


「…………」そして後ろで黙りこくる私。



　なぜでしょうか。微妙に腑ふに落ちないというか、釈然しゃくぜんとしないのは。

　後ろから調子に乗るなと頭をひっぱたきたくなる気持ちを抑えながら、私は延々えんえんと彼女の背中と一定の距離を置きつつ敵を倒し、洞穴を進みました。


「…………」



　洞穴の中は妙なもので溢あふれていました。

　おそらく周辺の国々から盗んできたであろう服の数々が、そこら中に乱雑に置かれていました。服の種類はやけに豊富で夏服にはじまり冬用の服まで。下着の類たぐいや靴くつもあります。なぜかファッション誌まで大量にありました。

　謎です。

　なによりも謎なのは、これらの服のほとんどがタグを外され、見るからに一度袖そでを通した形跡けいせきがあることです。脱ぎ散らかされた服たちは洞穴の中でしわくちゃになっていました。

　一体なんのためにここまで集めているのか疑問でなりませんでした。売るためならば袖を通す必要もなければ、その辺に捨てる必要もないからです。そもそも半裸集団が服を集めている時点で意味分からないです。

「ははははははははははははははは！　攻撃してこないならボクから行っちゃおうかなー！」


「…………」



　まあ、もっと謎だったのはシャロンさんの暴走ぶりだったのですけれど。

　キミたちどこからでもかかってくるといいよ！　などと直前まで仰っていたくせに、男たちがなにもしてこないと分かるや否や、彼女自ら特攻を仕掛けるのでした。

「ひいい！　おっかねぇ！」「もうやめてくれ！　降参こうさんだ！」「助けてくれぇ！」

　賊の男たちは迫りくる彼女に背を向けて走り出しますが、しかし彼女の魔の手から逃れることはできませんでした。

「ぐあああ！」男の一人はなにもないところで転び、そのまま眠りに落ちました。

「く、くそ！　この──」男の一人は反撃を繰くり出そうとしましたがやはり眠りました。

「ひ、ひいい！　助け──」逃げようとした男も同様にやはり眠らされました。

　くどいようですがそれもこれもすべて私が裏から手を引いているがために成り立っているのです。

「ふはははははは！　もはや誰もボクを止められない！」

　くどいようですがそれもこれもすべて私が裏から手を引いているがために成り立っているのです。

　大事なことなので二度言いました。

「くそっ……貴様ああああ！」

　賊はほぼ壊滅状態。

　最後に残ったリーダーが銃を手にとり、彼女に向けました──が、直後に銃口じゅうこうは凍こおり付き、そしてすぐに、眠らされました。

　それは賊が完全に制圧された瞬間でもありました。

　魔女の格好をしているだけのただの少女に。

「ふっ……他愛たわいもない」

　もう本当に何度でも言いますが、くどいようですがそれもこれもすべて私が裏から手を引いているがために成り立っているのです。


「…………」



　無事に思惑通りに事が運んでくれたというのになんなんでしょうかこの言いようのない虚無きょむ感は。

「ボクってば凄い……！」

　とりあえず調子に乗るなと頭をはたきたくなりましたが、また頭の調子でも悪くされたらたまりませんので、私は物陰からひょいと出た握り拳を抑えて、代わりに嘆息ひとつ、漏らすのでした。





○






　その後、シャロンさんが「イレイナさーん！　ボクの力でご覧の通り連中をちょちょいのちょいしてやったよ。どうだい？　ふふんっ」などとのたまいながら、洞穴から出てきました。

　私は何食わぬ顔および死んだ魚よりも腐くさった目で「あーそうなんですかーすごいですねー。うわーほんとだー全滅してますねー」とお返ししました。

「ふふんっ……これぞボクの真の力だよ」

　終始調子に乗り続けるシャロンさんに対し、『真実を打ち明けて差し上げたら面白いことになるのでは？』と私の中の悪魔あくまがそのときとても悪い顔をしながら頭の中でささやいてきましたが、私の中の天使が『ダメです！　そんなことをしたら彼女がどうなると思っているんですか！』と止めに入り事なきを得ました。具体的には『そもそもこの人もう私がなに言っても信じませんよ』などと私の頭の中の天使が既に諦あきらめムードに入っていただけですけれど。

　なにはともあれ私は彼女に連れられて洞穴に入り、私が眠らせた賊の連中をまざまざと見せつけられたのでした。

　とりあえず連中は縄なわで縛しばっておきました。ちょうど全員拘束こうそくして、洞穴の奥に置いたあたりで、全員狙ねらいすましたようにぱちりと目を醒さまします。

　まるで偶然とは思えないほどのタイミングでした。

「ふっ。こいつらが目を醒ますようにボクが念じたのさ」

　まあ私が睡眠魔法を解いただけなんですけどね。もうなんか面倒くさいんでそういうことでいいです。

　起き上がった賊たちはそれぞれ自身の置かれた状況をすぐに察して、顔を歪ゆがませました。

「な……なんだこれは……！」「くそっ……俺たちはこいつに負けたのか……」「煮るなり焼くなり好きにしろ……！」「あれ？　魔女が一人増えてる……」「ほんとだ」

　そしてここでもやはりシャロンさんは調子づくのでした。

「ふふん。もうキミたちの生殺せいさつ与奪よだつはボクが握ったよ。どうだい？　魔女に完敗した気分は」

　彼女のその言葉に、男たちは答えることはありませんでした。上から目線で煽られて結構イラっとしているのは分かりましたが耐えておられるようです。

　私は彼女がこれ以上調子づかないためにも、シャロンさんを手で制し、

「あなたたち。どうして服を盗んだりしたんですか」

　と言葉を投げかけます。

　男たちはそれでも答えませんでした。やがて顔を見合わせて、おいおい誰が言うんだよ、などとためらいがちな雰囲気を漏らし始め、その後、おいおい早く誰か言えよ、と互いに肘ひじで小突き合い。

　しばし待ち続けたのちに、ようやく口を開いたのは賊のリーダーでした。


「…………ないから」



「は？」「なんだい？」

　私とシャロンさんは揃そろって耳を傾け、そしてリーダーは再度、

「服を買いに行く服が……ないから……」と。

　なんだかよく分からないことをぬかしました。

　私とシャロンさんは互いに顔を見合わせ、そして。

「……は？」「なに言ってんの？」

「いや、だから……」服を買いに行く服がないんだよ──と。

　そのような世迷言よまいごとを再び漏らす賊のリーダー。まあ確かに腰に布を巻き付けているような集団ならば服を買いに行く服がないのも納得というものですけれど。

　予想だにしない意味不明な賊の行動原理に首をかしげざるを得ない私たちに対し、リーダーはぽつりぽつりと、非常に気まずそうに、同時に若干恥ずかしそうに頰ほおを染めながらも語るのでした。

　曰いわく。

　彼らはこの近辺の国々に住む、しがない冴さえない華はながないの三拍子さんびょうしが綺麗に揃ったダメ男の集団なのだそうで、自身に対する自信がないことは当然のこと、特にファッションに関しては拒絶反応すら持ち合わせている者も多いとか。なにを着ても、どのような服に袖を通しても、自分自身への苛いら立だち以外の感情が湧かないうえ、ブティックにて店員が「あらぁ！　なにか服をお探しですかぁ？」などとハイエナのごとき嗅覚きゅうかくによって目の前に現れることや、「お客様にはこれがお似合にあいなんですよねぇ。試着、してみます？」などという誘惑と、実際に着てみたらその辺に置いてあるマネキンに着せたほうがずっと様になっているにもかかわらず「お似合いですよぉ」などと死の呪文じゅもんを情け容赦ようしゃなく放ち全力で殺しにかかってくることにほとほと嫌気いやけがさしているのだと言います。

　そもそも彼らはブティックに訪れる資格すらないのだと自ら吐露とろしました。ひとたび私服でブティックに足を踏み入れれば、「は？　こいつこんな格好でうちの店来てんの？　きも」などという店員の心の声が聞こえてくるのだとか。たぶん幻聴げんちょうでしょうけど。

　なにはともあれ、とにかく彼らはいい服を買いたい──けれど買いに行く服がないという二律にりつ背反はいはんを抱え、その結果、ややあって彼らの怒いかりの矛先ほこさきはファッション業界全体への逆恨さかうらみへと発展し、ブティックを襲っては服を盗むという凶行きょうこうに走るようになったのだとか。

　とまあ。

　要するに。

　完全にただの逆恨みでした。

「だが……俺たちはどれだけ盗んでも、盗んでも、心が満たされることはなかった……」

　賊のリーダーの頰に一筋ひとすじの涙が伝いました。「俺たちにはなにが似合うのか……そもそも俺たちのようなダメ男に似合う服がこの世にあるのか……そんな不安が常につきまとい、結局、どれだけ盗んでも、俺たちは未だ腰に布を巻いて服を奪っているのさ……」

　なにを着ても似合わないなら服を着なければいいじゃない。

　そんな意味不明な解釈により、彼らは腰に布を巻いて棍棒を持つという原始人スタイルにて服を奪うようになったのでしょう。

　この洞穴の中に大量の服があったのも──それらが何度か袖を通しただけで放置されていたのも、ファッション誌が大量に置いてあった所以ゆえんも、ここでようやく納得がいきました。

　彼らは服を売りさばくことなど端はなから考えてなどいなかったのです。

「なるほどね」

　ひとしきり話を聞き終えたあとで、シャロンさんは頷き。

　そしてしたり顔で、

「つまりキミたちは、似合う服があれば、もう二度とこんなことはやらないわけだね？」

　とも言いながら、彼女は洞穴の中──脱ぎ散らかされた服たちを見やりました。

　その様子はほんの少し嬉うれしそうにも見えました。





○






「いやあ……ボクたちいい仕事したねぇ……」

「そうですね……」

　その日、洞穴から出て来た私たちの目の下には、大きなクマがありました。




　賊はただの賊でなく、近辺の国々に住む男たちが寄り集まってできたものだというのならば、それはつまり、彼らの頭を悩ませている問題を解決すれば、それは賊がいなくなることを表してました。

　シャロンさんは、「まあボクに任せておくれよ。大船に乗った気持ちでね！」と胸を張りました。

　彼女には策さくがあったのです。

「イレイナさんも手伝ってね」

　言いながら、彼女は洞穴の中にあった服を片かたっ端ぱしから集め始めました。

「……なにをするおつもりですか？」

　寄せ集まった服たちは山のように折り重なりました。彼女は、その山を見上げながら、

「ボクが彼らの服を作ってあげるのさ」

　と、なんてことないように、平然と語るのでした。「ボクが服をデザインするから、キミは魔法でちゃちゃっと作って」


「…………」



　つまりは賊に成り下がった男たちの服をすべてオーダーメイドで作り上げるというのです。サイズが合っていないだけならばリサイズして、めぼしい服がなければ、洞穴の中に有り余った素材を用いて作成。

　そうすることで彼女は、男たちの願望を叶えることにしたのです。

「……なるほど」

　異論はありませんでした。それは力で強引に彼らをねじ伏せるよりもよほど健全な方法ともいえましたから。

　とにもかくにも、私たちはそうして、数十名ぶんの服を工場のごとく作り続けたのです。

　既に度重たびかさなるブティック店員たちとの抗争こうそうにより心を打ちのめされていた彼らは、私たちが作った服に対しても、

「でも……こんな服……俺に似合ってるのかな……」

　などとしみったれたことを語っておりましたが、しかし、

「おいおいキミたち。ボクがコーディネートした服が似合っていないわけないだろう？」

　ここで彼女の比類ひるいなき自信が遺憾いかんなく発揮されたのでした。「ボクが作る服は最高だよ。それはボクのローブを見れば分かるでしょう？」

　この自信は一体どこから湧いて出るのか非常に気になるものでしたが、私はとりあえず程度に頷くことにしました。

「それと私の魔法も最高ですから、つまり私たちが作った服を着ていれば間違いなくどんな場面にも対応できますよ」と。

　このときの私は計はからずもシャロンさんと同じ顔をしていました。




　ともあれ、私たちはこうして男たちに服を作り上げ、そして彼女に依頼をした国へと舞い戻ったのでした。

　疲れ果てた私たちを迎えたのは、やけに高いテンションの民衆でした。

「シャロン様！　戻って来たということはまさか……！」「倒したんですか！」「さすがシャロン様！」「シャロン様がいれば敵なしですねぇ！」「シャロン様万歳！」「万歳！」「万歳！」「素敵！　抱いて！」「あれ？　横の魔女は一体……？」「おい馬鹿。シャロン様の舎弟しゃていに決まってんじゃねえか」「なるほど！　さすがシャロン様！」

　疲れた私はそんな民衆に耳をふさぎたくなりましたが、私の横のシャロンさんは人々から生気せいきでも吸収したのか「ふふん！」と突然元気を取り戻し、

「ま、あんな連中、ボクにとってはなんの障害でもなかったね！」

　と髪をふぁさー、となびかせながらしたり顔。

　目にクマがあろうと彼女の演技力は健在でした。

「いやあ！　素晴らしい成果でありますな！　シャロン様！」国の役人は彼女に諸手もろてをあげて歓迎しました。丁寧ていねいに丁寧に彼女と握手を交わし、「これが謝礼でございます。どうぞ」と大量の金貨を差し出します。

「ふふん」

　彼女は笑みを顔に張り付けたまま、それを受け取りました。「まあ、またボクに頼みがあったら遠慮せず言ってよ。ボクはいつでも助けになるよ」

「あなたそんな余計なこと言うから厄介ごとに巻き込まれるんですよ……」ぼそりと私は彼女の横でささやきます。

　そんな私たちに役人さんは、

「はっはっは！　頼もしいですなぁ！」と肥こえ太った腹を揺らして笑いました。

　そのあとで、私たちの後ろに目を向けたり、左右を見やり、

「ところで話は変わるのですが……今まで盗まれた服はどこに？」

　と首をかしげました。


「…………」




「…………」



　私たちは互いに顔を背そむけました。





○






　私たちはそれから揃って国を出ました。

　負わされた役目を終えたシャロンさんは、これから旅に戻るそうです。私も巻き込まれた厄介ごとが終わりましたので、彼女と同様に旅に戻るつもりでしたが、

「このへんでお別れだね」

　しばし歩き、国が見えなくなったあたりで、彼女は立ち止まって言いました。「ボクはほうきに乗れないから」


「…………」



　まあ彼女は魔法に目覚めたわけではありませんし、ほうきに乗れないのも当然なのですけれど──洞穴で私が後ろからアシストしていた件は、言ったほうがよいのでしょうか。このまま勘違いさせたままでは彼女によくないのでは──。

　彼女にならって立ち止まったまま、私はしばし黙りこくりました。

　そのときでした。

「今日はありがとね、イレイナさん」彼女はずい、と包みを私に押し付けながら、言いました。「これ、今日のお礼」


「…………？」私は受け取りながらも、包みを見つめて首をかしげました。「……なんです？　これ」



「開けてみて」


「…………」



　促うながされるままに開けました。

　中には先ほど役人さんから受け取った金貨の半分。

　それと、白のワンピースが入っていました。

　これから訪れる夏の季節にとても似合いそうな、綺麗なワンピースでした。

「キミ、洞穴の中で後ろからボクの援護してくれてたでしょ。そのお礼だよ」

　淡々たんたんと彼女は言いました。

「……気づいてたんですか」

　然しかりとシャロンさんは頷きます。

「ボクに魔法の才能がないことくらいボクが一番よく分かってるよ」


「…………」



「ありがと。ボク、魔法は使えないけど、あの時間だけでも、魔法使いになれた気分だったから」

　てっきり私は本当に彼女が魔法を使えるようになったものだと勘違いをされているのだと思っていたのですけれど……。

「ずっと私に合わせて演技してたんですか」

　本気か冗談か分からない妙な彼女のテンションのせいですっかり騙だまされてしまいました。

「まあねぇ」

　彼女はそして、言いました。

　屈託くったくのない笑みを浮かべながら。

「ボクは噓がアイデンティティだからね」

　それはそれは、年相応のただの少女の笑みでした。

　張り付けたように浮かべているしたり顔よりもよほど彼女に似合った可愛らしい笑みが、そこにはありました。

「噓をついて魔女の振りをしているより、今のあなたのほうがよほどあなたらしくていいと思いますよ」

　私も彼女に釣られて笑っていました。

　が、彼女はその直後に「ふふん」と自らのアイデンティティを全力で発揮します。

「それはできない相談かなぁ」

　シャロンさんは、そして言います。

「今回の一件のせいで、尚更なおさらボクは魔法使いが好きになったからね」と。

　平然とそのようなことを吐いてくるのでした。

「今のはどっちです？」

　噓か真まことか。

　シャロンさんは私にいたずらっぽく笑うのでした。

「どっちも」
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　とある国の宮殿きゅうでんに、一通の手紙が届きました。

　差出人は魔女。

　灰はいの魔女を名乗る若い旅人です。

　先日、国王陛下へいかから直々じきじきに依頼を受けて、国から少し離れた場所にある北の森まで足を運んだ彼女が報告書を送り付けてきたようです。

「ほほう。あの魔女、私の話を終始しゅうしボンヤリとした顔で聞いていたわりには仕事がマメじゃのう」

　国王陛下の依頼をこなしたのちに金を払う手筈てはずになっていました。こうして手紙を送り付けてきたということは、恐らくはまだ仕事の途中で、経過報告をするつもりなのでしょう。

　少なくとも手紙の封ろうを切るまでは国王陛下はそのように思い込んでいました。







　拝啓はいけい、国王陛下殿。

　まどろっこしい挨拶あいさつは抜きにして、この手紙では報告のみ綴つづりたいと思います。ご容赦ようしゃくださいませ。

　そちらの国から依頼を受けてから一日が経ちました。

　現状、国王陛下に報告できることは二つほどあります。

　俗に言うなら、いい報告と、悪わるい報告です。

　どちらから聞きたいですか？　え、いい報告から？　そうですか。では。

　まずいい報告ですが。

　一年前にこの国から出て行ったエルフリーデさんと、ルイスさんが無事、見つかりました。

　情報通り、北の森の中にあった廃村はいそんにて二人は住んでいました。二人は国から出て行ったあと、廃村の中でずっと静かに暮くらしていたようです。

　私は二人に無事、国王陛下からの伝言をお伝えすることができました。

　以上、ここまでがいい報告です。

　では悪い報告を致します。

　この度、国に呼び戻すために見つけたその二人ですが。

　国王陛下が再び国に呼び戻したいと考えていると伝えましたところ。

　死にました。

　二人とも。





○






　北の森などと呼ばれているその森は、確かに国から見て北側に位置していました。

　入り組んでいるわけでもなく、ただ樹きが生おい茂しげっているだけのこの森から空を見上げれば、中途ちゅうと半端はんぱに遮さえぎられた陽の光が模様となって揺ゆれているのが見えました。

　冬を超えて訪れた春の陽射しは、暖かく降り注ぎます。

　廃村までの道のりは件くだんの国を訪れた際に、此度こたび連れ戻すことになる二人の資料と一緒に手渡されていましたから、道に迷うこともありませんでした。

　彼らが情報通りに廃村にいるのならば──私が道を違たがえていないのであれば、二人と対面するのはもう直ぐのはずです。


「…………」



　そして私は、立ち止まり、あらためて資料に目を通しました。

　道の先に廃村が見えたのです。

　男性がひとり、こちらに向かって歩いてきている様子も。

　資料によると彼の名前はルイス。

　金きん色の髪かみを肩かたの辺りまでさらりと伸ばしており、華奢きゃしゃな体軀たいくとさして高くもない身長のおかげで男子なのか女子なのか一見すると戸惑とまどう見かけをしていました。妙みょうにふりふりとした柄がらのローブを着込んでいることも見かけの中性さあるいは性別不詳ふしょうぶりに拍車はくしゃをかけます。

　丈たけの長いステッキを左右に振りながら、よたよたと頼りない足取りで歩いていました。

　以前は件の国で働いていた魔法使いであるそうです──資料に書いてありました。

　一年前に国から出て以来、ずっとここで暮らしている、とも。


「…………」



　ところで彼の特徴は見かけだけではありませんでした。

　ルイスさんは私のすぐ近くまで来たところで、怪訝けげんな表情を浮かべながら、立ち止まりました。

「……？　誰ですか？　誰か、いるんですか？」

　すん、と鼻はなで空気を吸い込みながら、きょろきょろと顔を左右に振るルイスさん。しかしその瞳ひとみは私を捉とらえることはありませんでした。

　彼は目が見えないのです。

　なにも見ることができないのです。

「こんにちは」

　私は暗闇くらやみの中の彼に声を掛けました。

「初めまして。私、魔女のイレイナと申します」私はあらかじめ用意していた言葉をつらつらと語ります。「実は私、旅人なのですけれど──あなたはあちらの村の方ですか？」

　するとルイスさんは、

「え？　旅人さん？　へえ、珍しい……！」虚空こくうを見つめたまま、顔をほころばせました。「もしかしてこの先にある村に用ですか？」

「……いえ、迷子まいごになりまして。それで泊まれる場所を探し歩いているんですよ」

「ああ……まあ、この辺りは結構迷いやすいですからね。僕もよく迷子になりますよ。……まあ僕が迷子になるのは目が見えないからなんですけどね！」


「…………」



　反応に困る冗談をさらりと語るルイスさんでした。

「あ、すみません気づいてませんでした？　僕実は目が見えなくてですね──」

「いえ目が見えないのは分かります」

「ですよねぇ見れば分かりますよねぇ。僕には僕がどんな風に見えているか分かんないんですけどねぇ。へへへ」

「いや、あの……反応に困るんですけど……」

「あー、すみません。こんな場所に住んでいると他人と会う機会なんて滅多めったにないものですから……。喋しゃべり相手なんて同居人と伝書でんしょ鳩ばとくらいなものなんですよ」

　へへへ、と気恥きはずかしそうに頭をかきながらルイスさんは言いました。

　彼はとてもとても明るい人のように見えました。

「ところでイレイナさん、迷子なんですよね。よかったら僕の家まで来ます？　そこそこ広い家に今住んでいますから、休憩くらいはできると思いますよ。なんだったら泊まっていただいてもいいですし」

　それでいて優しい人のようでした。少なくとも私にはそのように見えました。


「…………」私はしばし間をあけてから、わざとらしく唸うなってみせました。「申し出は嬉うれしいのですけど……その同居人とやらにご迷惑になりませんか？」



「大丈夫です！　僕の同居人は基本的に僕以外の人間とは喋りたがりませんしそもそも近寄ることすら拒こばむレベルなのでなんも問題ありません！」

「ちなみに同居人の性別は」

「女性ですが？」

「……大丈夫ですか？」

「大丈夫ですが？」


「…………」



　もしかすると刺されたりするのでは？　と勘かん繰ぐったりもしたのですが、しかし私自身、依頼を引き受けている以上、ここで逃げるという選択肢はありませんでした。

「……では、よろしくお願いします」

　ここは覚悟を決めるしかありません。

「了解です」

　にこりと笑って、彼は言います。「さ、どぞどぞ。こちらへ」

　そして、村のほうへと手を伸ばし、案内してくれました。


「…………」



　その手によって一体どれほどの血が流れたのかなどは──あまり考えたくはありませんでした。





●






　私が宮殿に招まねかれたのはその国を訪れた直後のことでした。

　どこで私の噂うわさ話を聞きつけたのか、

「旅の魔女さんに是非ぜひともお願いしたいことがあるのです」などと兵士たちがぞろぞろと私の元へと集まり、「是非とも宮殿へお越しください」と私をエスコートしたのです。

　物々ものものしいその光景こうけいは見ようによっては私が単に連行されているだけのようにも見えたと思います。

　宮殿では肥こえた国王陛下が玉座ぎょくざの間にて私を待ち構えていました。

「お主が旅の魔女か。是非ともそなたにお願いしたいことがある」

　対面するなり、彼は私を冷めた目で見下ろしたまま、指をぱちんと鳴らしました。即座に兵士が脇わきから現れ、私に紙切れを何枚か押し付けてきます。どうやら玉座の椅子いすから動く気は微塵みじんもないようです。なるほどぶくぶくと身体が肥大ひだいするのも納得なっとくというものです。

「……なんです？　これ」

　私が首をかしげると、国王陛下は、

「お主には、一年前にこの国から出て行ってしまった二人の人間を連れ戻してもらいたい」

　と語りました。

　手渡された資料には、国の周辺の地図と、男性と女性。二人の人間のプロフィールが写真とともに綴つづられています。

　資料をめくりながら眺ながめていると、

「一人目はルイス。盲目もうもくの魔法使いじゃ」

　淡々たんたんとした様子で、国王陛下は語り始めました。

「小さい頃、目に病やまいを患わずらってな。それ以来盲目もうもくであるが、代わりに奴は鼻はなが効きく。頭もいい。これまで我が国が起こしてきた戦争の中で、奴は主に舞台裏で猛威もういを振るってきた」

　国王陛下曰いわくルイスさんは毒を作ることを専売特許せんばいとっきょとしてきた面があるようで、彼の手により間接的に殺あやめられた人間の数は数え切れないほどであると語りました。

　あるときは敵国に毒をばら撒まき。あるときは裏切り者に毒を盛り。またある時は使い物にならなくなった兵士を安楽死あんらくしさせるために毒は利用されました。

　鼻のいいルイスさん以外には気づかれないほどに精巧せいこうな、ほぼ無味むみ無臭むしゅうの毒により、数々の人間が葬ほうむられてきたと言います。

　資料にある優しそうで中性的な顔写真からは想像もつかないほど血に濡ぬれた経歴けいれきをどうやらお持ちのようです。

「……これほど危険な存在を一年間も国の外で放置していたんですか」

「これほど危険な存在であったから国の中に置くことができなかったのじゃよ」国王陛下は目を伏ふせて言いました。「一年前に戦争は終わった。もう奴は毒を作る必要はなくなったのじゃ──だが、奴のしてきたことは見れば分かる通り、あまりにも人道じんどうに反しておる。我が国の民はこぞって奴を避けてしまったのじゃ。戦争の英雄であるにもかかわらずな」


「…………」



「だから儂わしは、今後生きていくうえで十分な金を渡し、国から出してやったのじゃ。居場所いばしょのない国に留まり続けておっても居心地いごこちが悪かろう」

　恐らくは国から出て行くことになった件に関しては、ルイスさんと共に出って行ったもう一人のエルフリーデさんも同じ事情を抱えているのでしょう。

　国のために活躍したというのに、その国に住まう人々に畏おそれられたとあっては、出ていかざるを得ないのも無理はない気がしました。

　しかし、

「それではどうして彼を再び国へ戻そうとしているんですか？」

　私の素朴そぼくすぎる疑問に対して、国王陛下はあっさりと答えました。

「また戦争をするからじゃ」

　このようにも。

「あの二人には、戦場しか居場所がないのじゃよ」





○






「僕は普段、薬の研究をしていましてね、よく村の外まで山菜さんさいを取りに行くんですよ」

　ルイスさんはステッキを時計の振り子のように左右に振りながら、私の前を歩いていました。

　目が見えなくとも身体が覚えているのでしょうか。森の獣けもの道みちといえどその足取りはしっかりとしていて、迷いは見えませんでした。

「この森はいい。今作っている薬の研究のために必要な資材が大方おおかた揃そろっているんです。空気も綺麗きれいですし、なにより、音もなくて静かですからね。毎日が楽しいですよ」

「今、なんの薬の研究をなさっているんです？」

　私は彼の背中にそのように声を掛けたはずでしたが、しかし、

「あ、イレイナさん。この柵さくを越えた先が僕の村ですよ」

　彼の耳には届いていなかったのでしょう──かつん、とルイスさんはぼろぼろの柵をステッキで叩きました。かつて村の名前が刻まれていたであろう看板は既すでに文字が読めないほど蔦つたが巻き付いています。

「ま、僕の村というか、今はただの廃村ですけれどね」くすりと彼は笑います。


「…………」



　確かにその名に違たがわぬ廃村ぶりでした。

　すれ違う民家のどれもがぐずぐずに崩れ、畑があったであろう場所は既に雑草ざっそうが生い茂り、池は枯れ果て、人が生活していた気配はほとんど見えません。

　けれど荒れ果てているわけでもありませんでした。何者かに襲われたような気配もありませんでした。まるで何年も前に、この村から民が一斉に消え失せたような、そんな風に見えました。

「僕たちが今住んでいるこの村の総人口は二人。僕と同居人のエルフリーデしかいないんです」

　ステッキを左右にかつん、かつん、と振りながら彼は言いました。「結構前にこの村は使われなくなっちゃって、今は誰も住んでないんですよ」

「この村に住んでいた人たちは今どちらに？」

　廃村となってからそこそこ時間が経っているように見えたのです。

「ああ──」思い出したように、彼はぽつりとつぶやきます。「皆、死んでしまったらしいですよ」

「……それは」

　なぜです？

　と尋たずねようとしました。

　けれど、私が口を開こうとしたとき、間の悪いことに彼は「ああそういえば！」と思い出したように手を打ち、こちらを振り返ったのでした。

「イレイナさん。一つ言い忘れていたことがありました」私などいない虚空を見つめながら、彼は言います。「僕の同居人のエルフリーデのことです。無理にとは言いませんが、できれば、彼女のことをあまりじろじろ見ないでやってほしいんです」


「…………」しばしの沈黙ちんもくを置いて、私は首をかしげます。「なぜです？」



　彼は答えます。

「見れば分かります」

　そして、私たちは彼の家へとたどり着いたのです。





●






「我が国から一年前に出て行ったもう一人──エルフリーデには特に気を付けたほうがいいだろう」

　国王陛下は滔々とうとうと語りました。「裏の舞台で活躍していたルイスとは違い、あの女の力は戦場でこそ輝いていた。あの女を戦場にひとたび出せば相手国の兵力はいともあっさり崩くずれ落ちた。あの女ほど強く、恐ろしい存在はいないだろう」


「…………」



　手渡された資料をめくると一人の女性の写真と資料がありました。

　緑色の髪を肩に触れる程度まで伸ばした大人の女性でした。顔色は暗く、俯うつむくように下を向いています。着ている服装もただシンプルなデザインのローブと極めて地味じみ。

　見た目に恐ろしさはこれといって無く、ただの魔法使いの写真であるように思えました。

　おまけに資料には『治療魔法の技術に長たけている』との記述すらあります。むしろ『攻撃魔法を使ったことは一度もない。恐らく使えないであろう』とも書かれている始末しまつです。

　このような魔法使いが戦場で輝くとは一体どういうことでしょうか？　負傷兵を治療して回ったということでしょうか？

　しかし、それならば国民に畏れられて国から出て行かなくなるなどということは考え難いのですけれど──。

「彼女にはどんな力があるんですか？」

　私が首をかしげると、国王陛下は「写真をめくって見るとよい」と答えます。

　言われるがままに私は写真をめくります。どうやら写真は二枚あったようで、


「…………」



　そこには、戦場の真ん中、杖つえも持たずにただただ立っているだけのエルフリーデさんの背中がありました。

　そこには、兵士の姿を模もした石像と向かい合うエルフリーデさんの姿がありました。

「エルフリーデは目を合わせた相手を石にする能力を持っている」

　国王陛下は言いました。

「あの女は魔女にも勝る恐ろしい力の持ち主なのじゃよ」

　ゆえに戦場では敵兵を片かたっ端ぱしから石に変え、恐れられたのだと。

　だから、特に気を付けたほうがよいのだ──と。





○






「さ、どうぞ！　ここが我が家ですよ！」

「え、ああ……どうも……」

　ルイスさんに促うながされるままに私は彼の家の扉をくぐりました。廃村といえど、彼らの家の中は少なくともさほど荒あれてはおらず、家具も調度品も最低限揃えられているただの民家のように見えました。

　強しいてよそと違う点を挙げるとするならば、ダイニングのテーブルに怪あやしい薬品類や謎の書類が平然と置かれていることと、それと人を石に変える力を持っている同居人がいることでしょうか。

「あ。ルイス様！　お帰りなさ──」

　私がぼんやりと家の中を眺めていると、緑色の髪の女性が弾はずんだ足取りでひょっこり現れました。

　そう、彼女こそが、まさしく──。

「だ、誰よその女！」


　…………。



　私の姿を見た直後に隠れてしまいましたが一瞬いっしゅんだけ見えたその姿はまさしく写真で見たエルフリーデさんその人でした。

「わたくしたちの家に女を連れ込むなんて……う、浮気者……！　ルイス様の……浮気者……！」

　……写真とは大分印象が違いますけれど。

　物陰からがるるるる、と唸るその姿はまさに人間に敵意をむき出しにする野生動物のそれでした。

「わたくしという者がありながら酷ひどいわ！　やっぱり若い子のほうが好みなの？　ひどい！」

　写真で見た彼女はもう少しアンニュイな感じだったような気がするんですけど……？

「あ、ごめんねぇ、エルフリーデ」警戒心けいかいしんを絶え間なく放つエルフリーデさんに対し、ルイスさんはつとめてのほほんとしておられました。「この人は旅の魔女のイレイナさん。迷子になっちゃったから泊めてあげてほしいんだ」

「泊める……？　泊めるですって？」棘とげのある口調からして乗り気ではないのは明白です。「嫌です、ルイス様。こんな時期に、人を泊めるなんて……」

　ほらやっぱり。

「と言ってもね、泊まれないと彼女が野宿する羽目になるでしょ。困ったときはお互い様だよ」ルイスさんはエルフリーデさんを軽くなだめてから、家の扉を閉めました。

　ばたん、と退路たいろがふさがれます。

　結局、ルイスさんがエルフリーデさんを説得して、私は彼女たちの家にお邪魔じゃますることになりました。

「でもルイス様。わたくしはどうしても反対です。ルイス様がなんと言おうと反対です」

「えー？　別にいいじゃない。減るもんじゃないでしょ」

「わたくし実は魔女アレルギーでして……」

「なにそのアレルギー」

「魔女の近くにいると吐き気が止まらなくなります」

「きみ元々他人に近づかないから問題ないじゃん」


「…………」




「…………」



　説得というかただの屁へ理屈りくつを払いのけただけのようにも見えましたが。





○
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　夕食はエルフリーデさんの手料理をご馳走ちそうになりました。家が森の中ということもあり、食卓は基本的に山菜やきのこなどで彩いろどられました。肉はありません。ついでにパンもありません。

　もさもさとサラダを食しながらルイスさんは「ごめんなさいね。お客さんが来ると知っていたなら、もう少しまともなものを用意してたと思うんだけど、うちにはこんなのしかないんです」と笑いました。

「なんせ食事当番をしている僕は目が見えませんからね！」


「…………」冗談のつもりでしょうか。



「もしかしたら普通のきのこと間違えて毒きのこも入れちゃってるかもですね！」


「…………」冗談のつもりなんでしょうか。「あの、滅茶めちゃ苦茶くちゃ食べづらいんですけど」



「あ、ごめんなさい。もしかして火が通ってませんでしたか？　やっぱり目が見えないと火加減も微妙びみょうに間違えるもんですから……」

「いえそういう意味ではなく」

「あ、もしかしてきのこ苦手でした？」

「いえそういう意味でもなく」

「ではどういう意味で」

「笑っていいのか反応に戸惑うんですよ」

　二人の過去を軽く知っているだけに、終始明るい様子の彼に戸惑いを隠せない私でした。「ルイスさんは前からそういう人ですよ」と彼の横からエルフリーデさんの補足が加えられてもやはりそれは変わりません。

　彼はほどなくして、かたん、とスプーンを置いて、

「まあ、こうでもしないと周りの人たちに遠慮させてしまいますからね」

　と答えます。

「べつに僕は目が見えないことに不満を抱いたりはしていないんですよ。今までろくでもない人生を送ってきましたけれど、今の生活を考えれば、決して今までの苦労くろうも無駄むだではなかったとさえ思えます」とも、語りました。

「そうでしょうね」ルイスさんの横で、エルフリーデさんは軽く頷うなずいていました。「いつもルイス様は新しいお薬の研究を楽しそうになさっていますものね」

「そだねぇ」もしゃもしゃとルイスさん。

「……まあなんの研究をしているのかは教えてくれないんですけどね」若干じゃっかん棘のある物言いのエルフリーデさんでした。

「そんなこと言ったらエルフリーデだって今研究している魔法のこと教えてくれないじゃん」

「ルイス様が教えてくれるなら教えます」

「いやエルフリーデが教えてくれたら」

「いえいえルイス様が」

「いやいや」

　などというしょうもない応酬を繰り広げはじめた二人を前に、私は嘆息たんそくを漏らすばかりでした。

　果たしてこんな付き合いたての恋人同士のような甘ったるい空気を終始放っているようなお二人が、本当に国の人々から恐れられた人間であるのかどうにも疑わしくて仕方がありません。

「大体、僕は部屋でいつも薬の調合をしているんだから、そんなに知りたいなら僕の部屋に入って見ればいいじゃん。どうせ分からないだろうけど」

「わたくしの研究内容が知りたいのでしたら、わたくしの資料を調べればいいではないですか。いつもリビングで書類書いてますから、いつでもご覧になれますよ？」

「いや僕目見えないし！」

「わたくしも匂においだけで調合なんてできません！」

　わーわーと言い合う二人。エルフリーデさんは彼の目を見つめ、ルイスさんは彼女の居場所を確かめるように、彼女の手を握っていました。

　投げ合う言葉とは裏腹うらはらに、そこにはただの恋人同士がいるだけのように、私にはどうしても見えてしまいました。

「あの」

　私は二人の痴話ちわ喧嘩げんかを遮ります。

「あ、ごめん。なんです？　イレイナさん」

　にこりとルイスさんがこちらに耳を傾けてくれました。


「…………」



　エルフリーデさんはよそを向きました。うっかり目を合わせないために配慮はいりょしてくれているのでしょう。あるいは単に恥はずかしくなっただけかもしれません。

　私は二人を真っすぐ見つめながら──こほん、と畏かしこまるように咳せき払いを一つしてから、

「あなたたちはどうしてこんな場所に住んでいるんですか？」と。

　すると、ルイスさんは「……ああ」と、別段これといって興味もなさそうに、

「そういえば──イレイナさんにはまだ話していませんでしたね」

　優しそうな笑みを浮かべながら、言いました。

「実は、僕もエルフリーデも、元々は近くの国で暮らしていたんですよ──」

　それは私が既に知り得ていた話でもあり。

　あるいは、当事者たちの口から語られる真相でもありました。







　ルイスさんが目に病を患い、暗闇の中で生きることを余儀よぎなくされたのは幼い頃のことでしたが、その頃には既に魔法使いとしてある程度の能力を持ち合わせていたといいます。

　魔法薬を作製する腕前も。

　匂いで薬を嗅かぎ分ける能力も、それなりに。

　ゆえに彼は目が見えなくなったからといって慌てふためくこともなければ、取り乱すこともなかったそうです。そもそも徐々に視力が落ちていく病で、じきに目が見えなくなることは分かっていたとも彼は語りました。

　ともかく目が見えなくなった彼ですが、しかし一人で生きていく術すべはそれなりに身に付けていたのです。魔法薬を作るのが得意な彼でしたからある程度お金儲けができましたし、魔法も使えますから、不自由はなかったのでしょう。

　目が見えなくなってからは、彼はそうして国の片隅かたすみでずっと薬屋を営いとなんできました。

　そんなある日のことです。

　彼の前に、国の役人が現れ、仕事を依頼してきました。

　内容は端的たんてきに言ってしまえば、

「家畜かちくを安楽死させるための毒を作ってほしい」

　とのことでした。役人によれば、使い物にならなくなった家畜を殺処分さつしょぶんする方法が残忍だとして問題視されているとのことで、その対処法として、毒による安楽死を施行せこうしたいとのことでした。

　そのため無味無臭で、身体に絶対に残らないような、そんな毒を作ってほしい、と頼まれました。

「やだなぁ……気が進まないなぁ……」

　正直に申し上げてルイスさんはそのような依頼に乗り気ではありませんでした。彼は殺生せっしょうを好んではいなかったのです。

　しかし、苦しまずに殺す方法があるとすれば、確かに毒で殺すことが有効であることは認めざるを得ませんでした。

　結局、彼は仕事を受けることにしました。

　薬はすぐに完成し、大量生産してほしいと追加での発注がなされました。

「いやあ！　素晴らしいですよルイス様！　今まで殺処分に対して行われていた反対運動も、ルイス様のおかげで沈静化しております」

「……そうですか。それはよかったです」あまり喜べませんでした。「でも、こんなに大量に必要なんですか？　もう十分作ったような気がしますけれど……」

「いえいえ。近頃、家畜の間で疫病えきびょうが流行はやり出していましてね、いくら毒があっても足りないくらいですよ」


「…………」



　にわかに違和感を覚えながらも、彼は毒を作り続けました。

　そうして作り続けた毒が、家畜になど使われてはいなかったことを知ったのは、それから数年後のことでした。

　彼が作った毒は、周辺諸国の村や国にばら撒かれていたのです。

　人を殺あやめるために。







　エルフリーデさんは魔法使いの家系に生まれましたが、物心ついた頃には、家から勘当かんどうされてしまっていたと言います。

　それはひとえに、彼女の目に宿った力が原因でした。

　一体いつからそのような目になったのか、なぜそのような力が宿ってしまったのか、それに答えることは誰にも──彼女にさえできませんでした。ただ、幼い頃から、彼女の目はそのような力を持っており、それゆえに気味悪がられたのだそうです。

「あんたは我が一族の面つら汚よごしだよ。とっとと出ていきな」

　不可思議な力を持つ彼女を受け入れてくれる人は一族の中には誰もいませんでした。

　それから彼女は一人、裏路地うらろじで生きることになりました。幼いながらにしてホームレスです。物もの乞ごいをしたり、ときには屋台やたいから食べ物をくすねたりもしました。

　けれど目に宿った力を意図して使うことは一度もありませんでした。目の力ゆえに家から追い出されたことを痛いほどよく分かっていたのです。

「もう一度……もう一度、わたくしは家族のもとへ帰りたい……」

　そんな願いを胸に抱きながら、彼女は日々を生きました。治療魔法を学び、目を合わせてしまった際に石化させてしまっても、解けるようになりました。

　治療魔法では生まれつきの体質であるところの石化させる目を治すことはできませんでしたが、それでも対処法くらいは見つけることができました。

　これならば家にも帰れるかもしれない──。そう思っていました。

　けれど魔法使いの一族は彼女を拒絶しました。

「石化を解く方法を得たからなんだという？」「とっくにあなたは勘当された身でしょう？　帰ってこないで」「わたしたちの前に現れないでくれるかしら？　化物ばけもの」

　受け入れるはずもありませんでした。ある程度の魔法が使えるようになったといえど、未だ目を合わせれば石化させられるのです。

　近づけたくないと思うのも当然のことと思えました。

　彼女はそれから、結局一人で生きていくことを余儀なくされました。誰とも目を合わせないようにしながら、静かに生きてきました。けれど未来みらい永劫えいごう、人と目を合わせずに生きていくことなど不可能です。彼女は度々たびたび人と目を合わせては、その度に治療魔法をかけて石化を解きました。

　ついうっかり石化をさせてしまう度に、彼女はひどく拒絶されました。

　やがて誰も彼女に近づかなくなりました。国から出ていけと、罵ののしられるようになりました。そうして孤独こどくな毎日を彼女は送り続けてきました。

「君、目を合わせた相手を石化させる力があるそうじゃないか」

　そんなある日のことです。国の役人が彼女に声を掛けました。「よかったら君に是非ともしてほしい仕事があるのだけれど──どうかね？」

　そして彼女が連れられたのは、戦場でした。

「敵兵を石化させてほしい」

　つまるところ、そういうことで、彼女は戦場の最前線に立たされるにいたりました。

　目の力を使うことに強い抵抗があった彼女は、拒絶しました。

「嫌です！　こんなことのために力を使いたくは──」

　彼女に拒否権はありませんでした。戦場に連れてこられた以上──彼女の目が兵器として有用だと認められた以上、彼女をただで帰すことはありません。

　嫌がる彼女は兵士たちによって縛り上げられ、目を強引に開かされ、敵兵たちの前に、立たされました。泣いても、叫んでも、彼女を助けてくれる人は誰もいませんでした。

　彼女はずっと、戦場の真ん中で一人、苦しみ続けました。

　戦争が終わるその日まで。







　戦争が終わったのちに国王陛下は二人を宮殿まで呼び寄せて、それぞれに大量の金を手渡しました。

「貴殿らにはこの金でよその国へと行ってもらいたい」

　一人は無味無臭の毒によって多くの人を死に至らしめた殺人鬼さつじんき。もう一人は敵兵を容赦ようしゃなく悉ことごとく石に変えて来た魔法使い。

　戦争が終わったあとで待っていたのは、彼らに対する恐怖でした。

　強すぎる力が自分たちに向けられるのではないか、二人はいつか裏切るのではないか。そんな不安が国内では漏れるようになったと言います。

　だから出ていけと、そういう事情だそうです。

　あまりに勝手すぎる都合でした。二人のことなど誰一人として考えてはいなかったのですから。

「つまり僕らはもう用済みだから出ていけということですか」ルイスさんはそのように毒づき、


「…………」エルフリーデさんは、一言も語らず、金を受け取りました。



　結局、二人は国から出ていきました。

　それしか道がなかったのです。

「ねえ、君。北の森はこっちでいいかな」

　ばたん、と閉ざされた国の門の前にて、ルイスさんはエルフリーデさんの肩を軽く叩きました。


「…………」こくりと頷くエルフリーデさん。



「？　ごめん。僕、目が見えないんだ。もしかして今、頷いてくれた？」

「……合っています。その方角で」

「そう。君、名前は？」

「……エルフリーデ」

「そ。ありがと。エルフリーデさん」

　エルフリーデさんのほうを見つめて、にこりと笑いました。それは今まで誰も彼女に向けることのなかった表情でした。

　そして。

　生まれて初めて、面と向き合うことのできた人間でした。

「それじゃ」

　ルイスさんはステッキを振りながら歩き始めます。

　足取りに迷いはありませんでした。北の森は既に人がいなくなった廃村があるだけです。恐らくは森で一人、住むつもりなのでしょう──考えずとも分かりました。


「…………」



　エルフリーデさんは、自然と彼の足取りを追いかけていたと言います。

　彼女は生まれて初めて、目を合わせても石にならない人間を見つけたのです。

　共に暮くらすことができる人間を、見つけたのです。

　しばらく歩みを進めたのちに、ルイスさんはぴたりと立ち止まります。

「エルフリーデさん、もしかして今、僕の後ろにいる？」

　足音で分かったのでしょう。振り向くことなく、彼は問うていました。

　彼女は慌てました。そのときになってようやく、自らの行動がただのストーカーのそれであることにも気づきました。

「……ご、ごめんなさい。あの……」あたふたと身振り手振りを交えて言い訳をしようとしますが、無論、彼にはそんなものは見えません。

　彼女の動揺どうようは彼に伝わることなどなく、ただ至極しごく落ち着きはらった様子で、ルイスさんは振り向きます。

「もしよかったら、一緒に来る？」


「…………！」こくりと彼女は頷き、「い、行き……ます！」地を蹴けって、彼の横に並びました。



「そう。じゃ、行こっか」

　そして彼はまた、歩き出しました。







　その日以来、二人でこの村で過ごしています──と、ルイスさんは語りました。

「今は二人で何不自由なく暮らしていますよ。あの国にいた頃よりもよほど幸せかもしれません」

　他人に利用されることもなければ、悪事に加担させられることもありません。確かに、今までのことを思えば、廃村での暮らしは楽園そのものでしょう。

「ところが近頃は、周辺諸国があの国に攻撃を仕掛けようとしている気配があるんです」ルイスさんは腕を組み、低く唸うなります。

　彼の言葉を引き継いで、エルフリーデさんは俯いたまま、

「数週間前から、あの国に戻るように勧告状かんこくじょうが何度も届いているんです。また戦争が起こるから、わたくしたちの力が必要だと」


「…………」



「無論、無視していますけれど。わたくしたちは今の生活を手放すつもりはないんです」

　固い意思がそこにはあるように見えました。

　けれど、ここから逃げない限り、何度でも勧告状は来ることでしょう。何度でも、国に連れ戻そうとしてくることでしょう。

「……もしも国の人間が直接ここまで来たら──あなたたちの前に現れたら、どうしますか？」

　彼はしばし考えるように首をひねり、「そうですねぇ……」と悩み、そして、

「話の通じる相手なら、話し合いで済ませますね」

「話の通じない相手なら？」

　私の言葉に彼は笑いました。

「さあ──？　その人も巻き込んで三人仲良く毒でも食べて心中しているかもしれませんね」

　冗談か、それとも本気なのかは分かりませんでした。

　けれど、ひとまず今言えることは一つだけでした。

「……滅茶苦茶食べづらいんですけど」

「ほんの冗談ですよ。どうかお気になさらず」

　気には留めていませんでした。

　ただ、彼の横で終始、私と目を合わせないように俯いているエルフリーデさんが気がかりでした。

　彼女の瞳は、私の手元──ただの一度も口をつけていないお皿に注がれていました。




　しばらくして、食事が済んだところで、ルイスさんは「じゃあ僕は薬の研究をしてますので」と私室に引き籠こもってしまいました。

「あ、イレイナさんはゆっくりくつろいでいていいですからね」

　との気配りも欠かしませんでした。

　が。


「…………」




「…………」



　目の前にエルフリーデさんが座っている状況下でゆっくりくつろぐなどという行為ができますでしょうか。できるわけがありません。

　奇妙な沈黙と、重苦しい緊張感が一室を支配しました。のほほんとしたルイスさんの不在だけでここまで空気が重くなるとは思いもしませんでした。

　互いに沈黙を迎えたまま、それから何分かの時間が流れたのち。

　やがて、エルフリーデさんは口を開きます。

「今、わたくしがあなたの目を見れば、あなたは石になって、二度と元に戻ることはできないでしょう」

　それは穏おだやかな口調とはいささか似合わない物騒ぶっそうな台詞せりふでした。

　二度と元に戻ることはない。ということはつまるところ、二度と元に戻すつもりはないということです。

「脅おどしですか？」

「いえ」ゆるりと首を振るエルフリーデさん。「わたくしはただ、一つ質問をしたいだけです」


「…………」



　私はただ黙だまり、彼女の言葉を待ちました。

　エルフリーデさんは、息を吸って、吐いたあとに、

「あなたはあの国から頼まれてわたくしたちを連れ戻しに来た魔法使い。違いますか？」

　と、端的に真実を突きつけました。





○






「人のよいルイスさんを騙だますことができても、わたくしを騙すことはできませんよ、イレイナさん」

　問い詰めるように鋭するどい口調の彼女。


「…………」



　しかし私が彼女に答えることはありませんでした。ただ黙るのみです。

「沈黙は肯定こうていとみなしますよ」

「お好きに」

　べつにどう捉とらえていただいても構いませんでしたから。

　そんな私にエルフリーデさんは、嘆息を一つ漏らしてから語ります。「きっともうすぐ強引にでも連れ戻しに来るだろうとは思っていました。……まさか旅人の魔女を差し向けてくるとは思いもしませんでしたけど」

「……でしょうね」

「イレイナさん。あなたはわたくしたちをここからまたあの国に連れ戻そうとしているのですよね」


「…………」



　私は答えません。

　それでも彼女は語り続けます。

「先ほどさせていただいたお話の通り、わたくしも、ルイス様も、この村での生活を愛しています。ここから出ていくつもりはありません」

　二人の様子を見ていればそれくらい痛いほどに伝わりました。居場所のなかった二人にとって、この村は唯一、安息あんそくできる場所なのです。

「……それでもわたくしたちを連れて帰るよう、あなたが命令されていることも分かっています。あの国王は人道に反したことも平然とやりますから──」

　彼女は、唇くちびるをかみしめました。

　テーブルに置かれた紙切れを、ぎゅっ、と握りしめます。

「でも、けれど──それでも、イレイナさん。あなたにお願いしたいことがあるのです。どうか、どうかお願いします──あと、数日だけ待ってはくれないでしょうか」

「……数日後になにかあるんですか？」

　彼女は頷きながら、くしゃくしゃになった紙切れに視線を落としていました。

「わたくしの研究が完成します」

　ルイスさんに内緒で研究している新しい魔法。

　それができあがるまで待ってほしい、ということでしょう。

「それが完成するとどうなるんですか？」

「ルイス様が魔法を使えなくなります」彼女はきっぱり答えました。「そして目が見えるようになります」


「…………」



　つまり。

「毒物など作れないただの男性になります」

　ということのようです。

　恐らくは勧告状が送られてきたときから──あるいはそれよりももっと前から、彼女はその研究をしていたのかもしれません。

　魔法使いであり、毒物を作ることに長けているルイスさん。彼が国から必要とされているのは、毒を作ることのできる魔法使いだからです。

　つまり魔法さえ使えなくなれば、彼はもうただの無価値な人間ひとりに過ぎなくなる、ということなのでしょう。

　エルフリーデさんは私に深々と頭を下げながら言いました。

「わたくしはどうなっても構いません。またわたくしの目を使いたいというのならば、使っていただいても構いません。甘んじて受け入れます。だから、どうか──お願いします。わたくしの大切な人だけは、どうか、もう、戦争に巻き込まないでください……」

　自らの身はどうなってでも、彼のことだけは助けたいと、そう言いたいのでしょう。

　それはそれは、純粋で素敵な気持ちだと思えました。

　けれど、

「そうですか」

　私は言いました。

「残念ながらあなたの願いを叶えることはできません」





○






「エルフリーデさんってどんな人なんです？」

　廃村を進み、二人の住居に入る直前に私はルイスさんに尋ねました。

　資料で読んでいたのでどのような人なのかはある程度知ってはいたのですけれど、なんとなく、話の流れで、そのように尋ねていました。

「僕がこの世で一番愛している人です」

「いえ、私は彼女の人となりを聞いたつもりだったんですけど……」よくそんな歯が浮うくような言葉をすらすらと語れますね……。

「人となりですか？　あー……性格がよくて、明るくて、優しい人、ですかねぇ……」

「……なんですかその至極アバウトな答え」その特徴だけなら世の中の大半の人間に当てはまりそうな気がするんですけど……。

「まあ僕、目が見えませんからね、外見的特徴に関してはほとんど分からないんですよ」軽く笑いながらルイスさんは言います。「唯一ゆいいつ分かっていることといえば、僕とは違う意味で目を患っていることですかね」

「……それは──」

「見れば分かります」

　曖昧あいまいにはぐらかすルイスさんでした。

　無論、私は資料をあらかじめ読んでいるのでわざわざ改まって説明を受けるまでもなく、エルフリーデさんの目に関しては重々じゅうじゅう承知していたのですけれど。

　そのとき、彼は私に振り返りながら、

「イレイナさん」

　このように言いました。

「あと数日だけ待ってはくれませんか」

「……なんのことですか？」

「あなたはあの国に言われて来た魔女。違いますか？」

　ばればれでした。

　まあ、こんな人里離れた場所にわざわざ旅人が来るだなんてあまりに話としてはできすぎている感じもありますし、恐らくすぐにばれるだろうなとは思っていましたけれど……。

「まあ、おおよそあなたの予想通りです」否定はしませんでした。「私は件くだんの国の王様にあなたたち二人を連れ戻すように頼まれた魔女です。ちなみに私が失敗した場合、強行策に出るそうですよ」

　国王陛下はどうあっても二人を連れ戻したいようでした。

　それほどまでに追い詰められているのでしょう。

　……たった二人の人間がいないだけで危機的状況に陥おちいる国もどうかとは思いますけれど。

「強行策ですか──ああ、きっと兵士たちが大挙たいきょして押し寄せてくるんでしょうね」くすりとルイスさんは冗談めかして笑ってみせました。「それでもあと数日待ってほしいんです、イレイナさん」

「……どうしてですか？」

　私が首をかしげると、彼は言いました。

「僕は今、新しい薬の研究をしています。目の異常を解とく薬です」


「…………」



「あと数日で、僕は彼女の目を治すことができるんです。彼女をただの魔法使いにできる薬が、もうすぐ完成するんです」

　一呼吸置いて、彼は語ります。

「せめて彼女だけは見逃してあげてくれませんか──。僕はどうなっても構いません。だから、どうか──お願いします」

　結局のところ。

　つまりはそういうことでした。

　私は、彼の願いも、彼女の願いも、等しく叶えることができなかったのです。

　相手さえ無事でいれば自分はどうなっても構わないなどという願いを聞き入れるなど、端はなから願い下げだったということです。





○






　私はそこそこせっかちな人間ですので、数日待ってくださいと言われても我慢がまんできませんでした。

「ルイスさん。調合が微妙に間違ってますね。これ、一部材料多いですよ」

　ですからたとえば彼の研究の手助けをしたり、あるいは、

「エルフリーデさん。魔法に使う魔力量が少なすぎます。これでは視力が戻ってもぼんやりとしか見えなくなってしまいますよ」

　彼女の魔法の研究を僭越せんえつながらお手伝いして、数日を一日に短縮したり。

　または、

「……手紙でも書いときますか」

　先んじて、これから起こり得るであろうことを予見して手紙を書いて国に送っておいたりもしました。

　曰く、二人は死んだと、そのように報告しておきました。

　私ができることといえば、所詮しょせんはその程度でしたから。

　そして翌日。

　エルフリーデさんの魔法が完成し、同時にルイスさんの薬が完成したときには、もはや私の役割はなにも残っていませんでした。

「……イレイナさん。もう少し残っていてもらってもいいんですよ？　まだお礼も十分できていませんし……」

　ルイスさんは、私でないどこかを見つめながら、眉まゆを下げました。

　互いの研究が終わり、あとは互いにそれを与えるだけとなったところで、私は二人の家から出ていくことにしたのです。

「お二人の邪魔をしては無粋ぶすいでしょう。私だってそこまで空気が読めない人間ではないですよ」

　それに、二人が初めて顔を合わせるときに私が近くにいたらなにかと不都合が多いことでしょうし。

　何より、目の前でいちゃつかれてしまっては私自身、気まずくて仕方ありません。

「だったらせめてお金くらいは受け取ってほしいのですけれど」若干棘のある物言いで、エルフリーデさんは私に金貨が入った袋を押し付けてきます。

　私は押し返しました。

「いりません」

「なぜですか」

「あなたたち、これからこの森を出て行かないといけないでしょう？　新しい国で新生活を送るための費用を奪うほど野暮やぼな人間でもありませんよ、私」


「…………」



　むー、と頰ほおを膨らませるエルフリーデさん。「ダメです。イレイナさん。わたくしとしてもお金を受け取ってもらえないと気が済みません」

「いえですからいらないですってば……」

「いやいや」

「いえいえ」


「…………」




「…………」



　結局、私と彼女によるお金の押し付け合いの応酬はそれから数分間に渡り繰り広げられ、

「あーもういいです。分かりました。はいはい。受け取ればいいんですよね？　本当は要いりませんけどー」などと若干不貞腐ふてくされながら私が金貨一枚だけ受け取るという折衷案せっちゅうあんにより和解に持ち込みました。

　折角せっかくなのでとことん格好かっこうつけてみようと思ったのですが、最終的には金に目がくらんだ情けない私でした。

「イレイナさんはこれからどうするつもりですか？」

　ルイスさんは私たちの言い争いののちに、のほほんとした様子で一言、尋ねてきました。

　当然の如く、私は答えます。

「決まっているでしょう？　旅に戻ります」

　ですから、

「もしかしたら、あなたたちとも、またどこかでお会いするかもしれませんね──」

　とも。

　これから旅に戻る私と、そしてこれから新しい故郷こきょうを探す旅に出る二人。

　もしも機会があるのならば、二人とまたお会いできたらと、思いを巡らせながら、私は彼女たちの家の扉を開くのでした。

　ルイスさんは、私の背中を見つめながら、別れ際に、笑いました。

「次に会うときが初めましてですよ」




　そして、目を合わせた者すべてを石にする悪い魔法使いも、無味無臭の毒物を作り出す魔法使いも、この世からはいなくなったのです。

　これからの二人は、ただ目には見えないもので結ばれているだけの二人なのですから。
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【炭すみの魔女と灰はいの魔女の場合】




『我が国の象徴しょうちょうである女神像が近頃古くなってきたから修復しゅうふくしてほしい』

　などとの依頼が魔法統括とうかつ協会きょうかいに持ち込まれたのは今より一週間ほど前のことになります。

　万年まんねん金欠きんけつに苛さいなまれているところのぼくは、「え？　ボロい像をぴかぴかに磨みがき上げるだけでお金が貰もらえちゃうんですかぁ？　ちょろいもんですねぇ！　ひゅー！」などと超乗り気でその国に乗り込みました。

　そこは歴史を愛する国などと呼ばれていましたし自称もしている不思議な国でした。

「やあようこそおいでなさいました。魔女様。さ、どうぞこちらへ」

　歴史を愛する国らしく歴史的な民族衣装を着込む風習があるようで、真夏のクソ暑い時期だというのに、ぼくを案内してくれた役人さん（女性）も、街ですれ違った人たちもすべてもれなく長袖ながそで厚着あつぎでした。歴史を愛するのはほどほどにご自愛じあいくださいと願うばかりです。

「我が国では近頃、若者の石膏せっこう像ぞう離れが深刻化していまして……」

　歴史資料館の扉を開きながら、そのように眉まゆをひそめる役人さんも十分まだまだ若者として通用するようにぼくには見えました。まだ『最近の若いモンは』などとぼやくには早すぎるような気がします。ていうか石膏像離れってなに……？

「私が若い頃なんかは石膏像を抱いて寝たり、石膏像と結婚したり、石膏像のかっこよさや可愛かわいさで談義したりしていたのですけど。そういう石膏女子や石膏男子がブームの中心にいたのですけど」

「なんですかこの国。やべー奴の吹ふき溜だまりだったんですか」

「私たちの時代ではそれがグローバルスタンダードだったんです」

「はあ……」

「しかし時代は変わりました……。今や歴史資料館に足を運んでも、わざわざ石膏像コーナーまで訪れる人はほとんどいません……ブームだったときのあの活気かっきを、私たちは取り戻したいのです……。あの頃は本当によかった……」

　過去を懐なつかしむ役人さんの目には、遠く離れた故郷に思いを馳はせる街娘まちむすめのような郷愁きょうしゅうが漂ただよっていました。

「あの頃はとりあえず石膏さえ売っとけばボロ儲もうけできたんですけどねぇ……」


「…………」



　あ違うこれただの金の亡者もうじゃの目です。

　もしかして活気を取り戻したいのではなく金儲けできていた時期に戻りたいだけなのでは？　と察したのは大体このあたりでのことでした。

「石膏バブルのときは『はい！　これが女神像と同じ素材の石膏です！』とかなんとか言っとけばとりあえず他人が買って行ったんですけどね、今はそんなもん全く売れないんですよ」

「石膏バブルてなんすか」

　というかただの石膏が勝手に売れていた時代がおかしいのでは。そんなもんに需要あるんですか。

　この国もしかしてやべー人しかいないのでは。

「ちなみに石膏女子あるいは石膏男子は、今は絵画男子もしくは絵画女子にシフトチェンジしています」

「やベー奴が石膏から絵に鞍替くらがえしただけじゃないですか」

「ええ。けれど絵画ブームも今やほぼ下火になりつつありまして……新しい流行りゅうこうを作り出す必要があるんですよ……」


「…………」



　流行とは食べ物と同じで、常に新しいものを取り入れたがる傾向にあるものです。毎日同じ食事ばかりではいずれ飽あきがきてしまうもの。

　ゆえに、定期的に新しいものに手を出す必要があるというもので、

「大昔の流行を引っ張り出して、この国の新しい流行に仕立て上げたい、ということですか」

「ええ。そのためにも、是非ぜひ魔女様にはご協力願いたいのです。私自身、お金が儲けられるとはいえど、石膏像には無類ぶるいの愛情を注いでいましてね、是非ともかつての栄華えいがを取り戻したいのです」

「まあ……お金のためなので協力はしますけど……」

　などとぼくがぼやいた辺りで、件の石膏像コーナーに到着しました。

「この度、魔女様に治していただきたいのはこちらの像になります」

　国の中でも最もポピュラーな施設と名高い歴史資料館の一角にその石膏像はででんと置かれていました。


「…………」



　それはそれは、恐らくかつては美しい石膏像だったのでしょう。

　今やその美しさは見る影かげもありません。石膏の顔と腕うでにヒビが入っており、かつては美しい白であったはずの色もくすんでしまっています。胴体どうたいと背中に生えた翼つばさはとても美しいままの姿を保っているのですけれど、腕と顔だけまるで別物のよう。

　それはおそらく美しい女性を模もした像であったはずなのでしょうけれど、経年けいねん劣化れっかのせいでお世辞せじにも美しいとは呼べない状態になっていました。主に顔と腕がガサガサになってしまっているせいで、着込んでいる布切れもまるで奴隷どれいが着せられる布切れのように見えてしまいますし、背中から生えた翼も薄汚れて見えます。しまいには手に握っている槍やりもその辺の武器屋のワゴンセールで置いていそうな安っぽい代物しろものに見えてしまう始末しまつですらありました。

　なるほど、これが──。

「我が国の歴史資料館が設立されたときに近隣の国から贈られた女神像です。昔はそれはもうとても美しくて、他国からもこの像を見るためだけに人が沢山集まったくらいなのですけれど……今はもう、誰もこの像には興味を示しません」


「…………」



　ぼくはじっとその像を見つめました。

　それはどこかで見たことのあるお顔をしていました。石膏の色がくすんだ白──灰色に見えているせいでしょうか。灰色の髪かみの、ぼくが敬愛けいあいする魔女さんのように見えてしまいました。

　見れば見るほど顔が似ています。そっくりでした。もしや彼女がモデルなのでは？　と思えるほどです。

　この像が贈られたのは二十年ほど前であると像の解説文にしっかり書かれていますから、恐らくは別人でしょうけれど──。


「…………」



　ぼくは石膏像をまじまじと見つめながら言いました。「しかし、かなりやられていますね……特にお肌はだが酷ひどいですね。ガサガサです」

「いえ石膏像なので肌ではないんですが……」役人さんは若干じゃっかん呆あきれながらぼくに答えます。「ともかく、魔女様にはこの像の修繕しゅうぜんをですね、お願いしたいと思うのです。可能ですか？」

「ふふふ。任せてください。ぼくはこう見えても石膏修繕のマジシャンと呼ばれた女ですよ。よゆーですよ。なにか要望はありますか？　ぼくが完璧かんぺきに再現して差し上げますよ」

　噓うそですけど。

　しかし役人さんは「まあ。それは心強いです」と声を弾はずませ、

「それではお願いします。どうかこの女神の像を生まれたときの姿に──」

「分かりました。キャストオフして全裸ぜんらにすればいいんですね？　任せてください」
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「そういう意味ではないです」

「ではどういう意味で」

「新品の姿に戻してほしいのです」

「なるほどつまりエイジングケアですね！　任せてください」

「エイ……？　えっと、まあ、はい」

　役人さんは若干面倒くさそうにぼくに頷うなずきました。

　なにはともあれ。

　こうしてぼくの石膏修繕物語劇的ビフォーアフターが幕を開けたのです。





○






「……なるほど。事情は分かりました」

　私は数日前に修繕されたらしい石膏像を前に頷きました。

「つまり、以前この国に来た魔女がテキトーに石膏像を弄いじり倒たおした挙句あげくに変なアレンジを加えたせいで困っていると？」

「そういうことになります」

　然しかりと役人さんは頷き、私は石膏像を見つめました。

　残念ながらこの石膏像の以前の姿を私は知らないゆえに、一体なにがどうなってこのような事態に発展したのかというのがよく分からないのですが。

　しかし目の前の石膏像にいらぬ脚色きゃくしょくが加えられているであろうことは想像に難かたくありません。

　まず服装。女神の像だというのになぜかローブを着込んでいました。ついでに三角帽子も装備しています。

　髪は長く、石膏像であるために色までは定かではありませんが、恐らく灰色でしょう。そういう顔をしています。歳の頃は十代後半程度でしょうか。なんだかとってもキュートで一目見ただけで惚ほれこんでしまいそうなほどの外見をしておられました。

　ところでそんな感じに、可愛さの頂点に君臨する石膏像とは誰か。

　そう、私です。


「…………」



　明らかに私の顔見知りの犯行でした。

　具体的な名前を挙げはしませんが恐らく黒のローブと三角帽子を被かぶった黒髪の女子に違いありません。そんな雰囲気ふんいきがします。というかそんな雰囲気しかありません。

「ご覧の通り、石膏像が変わり果ててしまっているのです……これでは展示もままなりません」

　困り果てている役人さんでした。

「そうですね……」私は神妙しんみょうに頷きました。「元の姿に戻るどころか昇天しょうてんしそうなくらい可愛くなっていますね……。これではわた──石膏像を奪いあって戦争が起こるかもしれません……そう言いたいんですね？」

「違います」

「女神というよりこれは天使と呼んだほうが適切ですね。名前は改名しておきましょう」

「だめです」

「……そもそもどうしてこんな風な外見になってしまわれたんです？」

「元々修復をお願いしたはずだったのですが、担当した炭の魔女さんが『なんか石膏像を見てたら滾たぎってきちゃって』などと言っていらぬアレンジを加えましたのでこんな感じに」

「なるほどやべー奴ですね」

「ついでに『ぼくの中では大体こんな外見が女神ですかね』とも供述きょうじゅつしていました」

「どう考えてもやベー奴ですね」

　どうやらこの国はやべー奴を寄せ付ける不幸な国であるようです。ともすると私もやベー奴の仲間ということになってしまうのかもしれませんが。

　役人さんは私に向き直ると、

「どうかお願いします。魔女様。こんな姿では人前に出すことはとても難しいのです。なんとか修復してはいただけないでしょうか」

　などと深々とお辞儀じぎしてきました。


「…………」



　まあ、別に石膏像を元の姿に戻すことくらい魔女ともあれば簡単ですけれど──。

　私はじっと、私によく似た石膏像を見つめました。

「この石膏像は我が国にとってとても大切なものなのです」私の横で役人さんは言いました。「これはこの歴史資料館ができたときに他国から贈られたもので──」

　女神像の前に綴つづられている解説文をそのまま諳そらんじるように、役人さんは滔々とうとうと私に説明してくれました。

「昔はこれで一儲けできたんですよ……。今回もこれで一発当てたいと思うんですけれど、こんな姿じゃあ……ねえ？」


「…………」



　解説文に加えて下卑げびた思惑おもわくが見え隠れしていましたが私はつとめてスルーさせていただきました。

　そして。役人さんが石膏像に対してほとばしる熱い思い（あるいは金に対する執着しゅうちゃく）に対してひとしきり語ったのちに、

「……一つ聞いてもいいですか？」

　気づきました。

　私はくるりと振り返り、役人さんに首を傾かたむけます。「あなたは──いえ、この国で歴史を愛している方々は、石膏像ブームを取り戻したいんですよね？　それでかつてのように石膏像を愛している人で国を埋め尽くしたいと」

「ええ……そうですが」彼女は頷きます。「ついでにお金が手に入れば是非もありません」余計な言葉まで口走っておられました。

　しかし、要は事の発端は石膏像がまるで注目を浴びなくなったことであり、

「あなたたちは、かつての賑にぎわいを取り戻したいんですよね？」

　私は尋たずね、彼女は頷きました。

　ならば。

　だとすれば。

　私は彼女に、言いました。

「だったら、この石膏像を元に戻すよりも手っ取り早い方法がありますよ」







　その日、展示された石膏像の前にさまざまな人が訪れ、罵詈ばり雑言ぞうごんの限りを尽くしました。

「こんな歴史ある石膏像にいたずらをする不届き者がいるとは！」「なんて酷いのかしら！　歴史を蔑ないがしろにしているとしか思えないわ！」「石膏像をこんな姿にした奴は即刻そっこく締しめ上げるべきだ！」

　当然のことといえました。

　以前、興きょうが乗ったか滾たぎったかよく分かりませんが、ともかく調子に乗って炭の魔女さんが作り上げてしまった石膏像を、私たちはそのまま展示することに至ったのです。

　ゆえに歴史資料館の石膏像コーナーは人でごった返しており、色々な新聞社が事態を重く捉えて記事にし、結果的に新聞記事が宣伝せんでんとなり皮肉ひにくにもかつての賑わいを取り戻していきました。

「まったく……！　歴史ある石膏像をこんなふうに弄り倒すだなんて！」「一体どこのどいつだ！　こんな……こんな……」「……あれ？　これちょっと可愛くねえ？」「……逆にこういう趣向しゅこうもアリなのでは？」

　どこぞの旅人が勝手に弄った石膏像を一目見ようと若者は集まり、かつて石膏像ブームとやらに身を置いていた年代の方々は過ぎ去りし日々を懐かしみ嘆きながら石膏像コーナーに集結しました。

　そんな人まみれの石膏像コーナーに役人さんはため息を漏らしました。

「……すごい人ですね……」

　若干引いてすらいました。「まさかこんな風に注目を集めるとは……石膏像をかつて愛した者としては複雑な気分です」

　私は答えます。

「きっかけなんてなんでもいいじゃないですか。この一件を機に興味を持ったとしても、どこから興味を抱いたとしても、触れる文化にかわりはないんです。いつ興味を持っても、どこで興味を持ったとしても、物事に傾ける愛情が偽物にせものになることはないんです」

　少なくともここにいる人々は、皆一様に、かつて注目を浴びていた石膏像がわけの分からない第三者によってめちゃくちゃにされたことを憤慨ふんがいしておられるのです。

　そこに優劣など存在しません。

「しかしあの石膏像、炭の魔女さんが勝手に弄ったとはいえ、本当にいいできですよね……」役人さんはぼーっと人だかりを見つめながら言いました。「アレでグッズ展開したりなんてしたら、結構儲けられるかもしれな──」

「むむっ」なるほどグッズ展開という発想はありませんでしたねよくよく考えてみれば確かにこれだけの人間に注目をされている今ならば新しい石膏像のイラストを模したグッズを作ってしまえば間違いなく新聞各社から袋ふくろ叩だたきに遭あって炎上することでしょうがむしろそのおかげで更に注目を浴びることが可能なのではないでしょうかそうなのではないでしょうかいえそうに違いありませんこれはひょっとしたら結構売れるのではああでもあの石膏像を作ったのはサヤさんですから著作権の絡からみが面倒めんどうくさ……いえしかし訴うったえられたのならばそのときは肖像権しょうぞうけんを盾たてにすれば──。

「魔女様、なにか悪いことを考えていませんか」

「いえ別に」

　つーんとそっぽを向いて見せる私でした。悪事はよくありませんね。頭を過よぎった思惑を振り払う私でした。

　私たちの緩ゆるやかな会話をよそに、歴史資料館は人々のざわめきがいつまでもやかましく響き続けました。

「結局、あの石膏像はもう元に戻せそうにありませんね」人だかりを眺ながめながら諦あきらめたように役人さんは呟つぶやきます。

　私は一度だけ頷き、答えます。

「そのほうがよろしいかと」

　そしてこっそりと、私は役人さんに教えて差し上げるのでした。

「そもそもアレ、以前からあんな感じのモノだったんですよ」

　前から首から下は別人だったんです──と。




【とある師弟の場合】




「女神ってこんな顔かしら」私が整形した石膏像をぺたぺたと触りながら師匠ししょうはふむむ、と唸うなりました。「いえ、もう少し可愛らしいほうがいいかしら……」

「師匠。女神像に可愛らしさは求められていないです」

「ではなにが求められているのかしら」

「神秘的な美しさ……とか？」

「なるほど……つまり私のような感じ、ということね？」

「違います」

「フラン。女神像の顔は私をモデルにして頂戴ちょうだい」

「師匠。修復の邪魔になるんでちょっとよそ行っててもらえますか」







　私の名はフランと言います。

　突然ですがここに私と師匠にまつわる罪つみを記述していきたいと思います。聞き苦しい点も多々ありますが、どうか最後までお付き合いいただければ幸いです。

　その日は確か、晴れた日でした。

　旅人である私と師匠はとある国から荷物を託たくされました。

　それは古くからとある国に置かれていた女神像であるそうですが、ちょうど私たちがその国に赴おもむいた際に、「近隣の国に歴史資料館ができまして、これを寄贈きぞうしたいのです」と頼まれてしまったのです。面倒ごとを押し付けられたともいえます。

「あちらの国は歴史が浅くてね、こういった代物がほとんどないらしいんです。だから今回、歴史資料館を作るにあたって、近隣の国の歴史資料を寄贈してほしいと頼まれまして。まあ、うちの国は生憎あいにくそういったものに興味が薄いから、送ることにしたんですよ」

　歴史が浅いのに歴史資料館を作るとは如何いかに……？　と私は疑問に思いましたが、師匠が「ええもちろんです。ご協力させていただきます」と役人さんと握手を交わしたために、結局私たちで運ぶことになりました。「あ、魔女様。送料のほうは先払いとのことでしたので……」などとこそこそ二人がやり取りをしているのが見えましたが私はできる弟子なので見なかったことにしました。

　とにもかくにも、そういう事情があって私たちはよくわからない石膏像を運ぶにいたったのです。

　そして国の門を出た直後。

　さてこの荷物はどちらが運びましょう？　という話題になったところで私の師匠は「交代で運びましょうか？」と提案ていあんしてきましたため、そういうことになりました。

　ゆえに私たちは国から国へと渡りながら、ほうきに乗り、文字通り交代で運ぶことにしたのですが。

　衝撃の事実が発覚したのは、荷物を運び始めてからしばらくした頃のことでした。

　国と国のあいだに丁度ちょうどいい木陰こかげがあったので、私たちはそこで一休みしようという流れになり、ほうきを下ろしたのです。

　そのとき、何気なにげなく師匠は「そういえば女神像がどんなものか見てなかったわね……」と、荷物に被せてあった布切れをめくりました。

「ああ、そういえば私も見ていませんでした」と私も師匠の後ろにくっついて、女神像のお披露目ひろめに立ち会ったのですが。


「…………」




「…………」



　私たちは布切れを戻しました。

「首がなかったわね……」青ざめる師匠。

「あと両腕もなかったですね……」青ざめる私。

　見間違いでしょうか？　見間違いかもしれません。そうですよね、まさか女神像が破損はそんしていただなんてそんな馬鹿ばかなことあるわけないじゃないですか。

　私は再度布切れをめくってみました。


「…………」




「…………」



「ぶっ壊れてるわね……」

「ぶっ壊れてますね……」

　一体なにゆえに荷物が壊れてしまったのでしょう？　私たちが如何にして荷物をここまで運んできたのかを思い返しながら考えてみましょう。

　以下、回想。

「えい」ポイと荷物を魔法でぶん投げる師匠。

「やー」ポイと荷物を魔法でぶん投げる私。

「とりゃ」ポイと荷物を魔法で以下略。

「おりゃ」ポイと荷物を以下略。

「そいやっ」ポイと以下略。

「せいやっ」以下略。

　以上。

「一体どうして壊れてしまったのでしょう……分からないですね……」遠くを見つめる私でした。

「そうね……見当もつかないわ……」師匠も私と並んで遠くを見つめていました。


「…………」




「…………」



　その場のノリのせいでぶっ壊れた石膏像を前に途方に暮れる旅人が二人おりました。二人とも魔法使いではありますが、魔法が使えるだけでは解決できない問題に直面していたのです。ゆえに二人は沈黙ちんもくするしかありませんでした。残念ながら破損したパーツが見つからなければ女神像はこのまま腕と頭を失ったまま。

　これでは歴史資料館に運ぶことなどままなりません。

　ところで。

　そんなどうしようもない事態に頭を抱える二人とは、一体誰か。

　そう、私たちです。




　結局、私たちはこれまでたどってきた道のりを遡さかのぼり、石膏像の首と腕が落ちていないかを探しました。しかしどういうわけかどこにも部品らしきものは見つからず、結局私たちがどうしたのかといえば。

「師匠！　石膏像の部品買ってきました」

　新しく作ることにしました。

　その際に冒頭のような会話が繰り広げられたわけです。もしかしたら顔が違ってばれたらどうしようなどと不安にもなりましたが、なにか言われたら「え？　これを運べと言われましたが？」とでも言っておけば大丈夫だろうとすら思っていました。

　できあがった石膏像リメイクを見て私たちはため息を漏らしました。

「これは……まごうことなき女神ね……」

「いやただの師匠の顔じゃないですか」

「つまり女神ね」

「頭に石膏でも詰まっているんですか？」

　なにはともあれ破損していた頭と腕を見事な手腕しゅわんで修復してみせた私たちでした。

　今や石膏像にかつての面影おもかげはありません。首から上は美しい女性のものに。破損していた手にはなんとなくその辺の国のワゴンセールで売ってた槍を持たせてそれっぽい感じを演出しました。私も途中までは真面目に女神像を修復していたのですが、師匠が女神像の顔を勝手に自分自身に近づけたあたりで、もうなんかどうでもいいやと思いました。

「多分これなら文句を言われることもないでしょう」

「そうですね完璧だと思います」

「どう？　私に似て綺麗きれいでしょう」

「そうですね完璧だと思います」

　謎の自信に満ちた師匠と死んだ魚の目をした私はその石膏像を歴史資料館を作るという国に持ち込みました。

　しかし。

　しかし、悲しいかな、私たちを迎えてくれた役人さんは女神像を見つめて眉根まゆねを寄せました。

「これが……女神像ですか……？」

　怪訝けげんな表情を浮かべながら役人さんは言います。

「女神像は、首と腕がないものだと聞いていましたが……？」

　衝撃。

　天地を揺ゆるがすほどの衝撃が私たちに舞い降りたといっても過言ではありません。

　後からこっそり聞いた話ですが、どうやら女神像は元々、戦争によって首と両腕が紛失してしまったらしいのです。

　つまり私たちは何食なにくわぬ顔で荷物を運んでいればそれでよかったわけです。

　迂闊うかつにも余計なことをしてしまった私たちは大層慌てました。

「えっと……実は、この国に来る直前に見つかりまして。修復されたのです」慌てた師匠はよく分からないことを口走りました。

　まさかこんなことで騙せるとは到底思えな──。

「それはまことですか！　いやあしかし美しいですねえ」

　あ騙せました。ちょろい。

「そうでしょう。だって女神ですから」ひたすらにしたり顔を浮かべる師匠。

「ありがとうございます。これで我が国の歴史資料館も賑わうことでしょう」

「ふふふ。どういたしまして。私たちは旅人として当然のことをしたまでです」疑われていないと分かるや否やひたすらしたり顔を浮かべ続ける師匠。

　役人さんと師匠の二人を見つめながら、私はひとまず胸を撫なでおろしました。

　しばらくぼうっとしていると、「あ、魔女様。ところで送料のほうは着払いとのことでしたので……」などとこそこそ二人がやり取りし始めましたが、私はできる弟子なので見なかったことにしました。

　ついでに言えば今回の顚末てんまつに関しても、私はできる弟子なので黙だまっておくことにしました。




　余談ですが女神像の腕と頭が修復されたという噂は瞬またたく間に国中に広まり、ついでによその国には「戦争で失ったはずの腕と頭がひとりでに生えてきた」などという奇妙奇天烈きてれつな尾ひれまでつけて噂が広まり、幸か不幸か歴史資料館のあるその国は空前の歴史ブームとなったそうです。

　まあ、よその国から訪れた人の大半が「あ、この首と腕、偽物だ……」と気づいて去っていき、ブームもあっさり萎しぼんでしまったようですけれど。

　むしろ調子に乗って石膏像をあれこれと弄ってしまった二人の旅人の話ばかりがその国の外では有名になったと聞きますが、私は未だにその旅人の一人が私であることを秘匿ひとくしています。

　この件に関しては墓場はかばまで持っていきたい次第です。
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　私がその村を訪れたのは、もう随分ずいぶんと前のことになります。

　まだ私が旅を始めて間もない頃に、私は森をほうきで飛んで、その村にたどり着きました。

　当時の記憶は曖昧あいまいです。正直に申し上げて一体どの地方のどのような場所にその村があったのかも覚えていません。村を取り囲む周囲の情景じょうけいは、それほどまでに平々凡々へいへいぼんぼんとしていて、ただそれだけの森でしかありませんでしたから。

　しかしなにもかも曖昧な記憶の中で、その村に対して唯一ゆいいつ、鮮明せんめいに覚えていることが一つだけあります。

　その村の名前です。

　こう呼ばれていました。

　美人の村と。





○






「ようこそ美人の村へ！」

　安っぽい柵さくでできた門の脇わきには、綺麗きれいな少女が一人、立っていました。歳は私より一つか二つ下といったところでしょう。美人の村などと語るくらいですので随分な自信があるのでしょうけれど、確かにその少女は見るからに美少女そのものでした。

　私が初心うぶな男であったのならば恐おそらく惚ほうけてまともに目も見れなかったのではないでしょうか。

「どうも」会釈えしゃくを返す私です。

「旅人さんですか？」美少女の門番さんはにっこりと首を傾かたむけます。「女性の旅人さんは歓迎しております。どうぞお入りください！」

　さあさあどうぞ、と門番さんに手を引かれ、私はそのままあれよあれよと村の中へと引っ張られていきました。

　いえいえ。

　しかししかし。

「あの……美人の村ってなんなんです？　どういう意味ですか？」

　手を引かれながら私は門番さんを見ました。彼女は「んー？」と跳はねるような浮うかれた足取りのまま私に振り返ると、

「この村に来た人たちは皆みんなして口を揃そろえて、私たちの村のことをそう呼ぶのよ。だからもう村の名前にしちゃおうかって、今の村長さんが言ってね、だからこの村は美人の村っていう名前になったの」

　などとよく分からない理屈りくつを述のべました。まあ随分と自意識過剰ですこと。お恥はずかしくはないのでしょうか。いえ、恥ずかしくないからそういう名前にしているんですよねそうですよね。

　興奮する彼女の後ろで、私は村の中を見渡していました。

　木造の民家が点々と置かれている小さな村でした。

　そのどれもが漏れなく古く、ぼろぼろの廃屋はいおくばかり。随分と昔からこの村はあるのでしょうか。


「…………」



　そんな静かな村の情景の中には、物珍しそうな眼をこちらに向けている村人たちの姿がありました。畑を耕たがやしている最中の若い女性。野菜を詰めた籠かごを背負っている少女。木陰こかげの下で遊んでいる少女たち。道端みちばたで暇ひまつぶし程度に言葉を交わしている女性たち。

　村人の総人口は決して多くはないものの、見る限りは女性ばかりで、そのどれもが漏れなく美人ばかりで、年端としはのいかない少女たちも漏れなく整った顔立ちをしております。

　なるほど確かにここは美人の村のようです。

「ところで旅人さん、お名前は？」

「イレイナです」

「そう。イレイナさんね？　私たちと同じで美人の旅人さんが来るのなんて初めてだわ！　なんだかとっても親近感！」

「はあ……」

　強引に手を引きながらも門番さんはやや興奮しておられました。

「旅人さんってことは、外の世界のことを色々と知っているんでしょう？　色々とお話、聞かせてね？」

「はあ……」

「あ、ここが村長の家よ」

　そして門番さんはぴたりと止まります。今更いまさらですが門番としての仕事はいいんですか。門開けっ放しで放置ですけど。まあこんな森の奥にそうそう簡単に人が来るとも思えませんけれども。

　村長さんの家、と指された家も、そのほかと同じくただ古びているだけのように見えました。村長だからといって、別にこれといって贅沢ぜいたくな暮くらしをしているわけではないようです。

「あらあら。旅人さん？」

　丁度ちょうどそのタイミングで村長さんの家屋かおくから、ひとりの女性が出てきました。

「この人が村長さん」門番さんはどうでしょう美人でしょうと何故なぜだか自慢じまんげに語っておられました。しかし確かに、こちらも漏れなく若い美人でした。村長といえどこれといって歳を食っているわけでもないようです。この村では。

「こんにちは。美人の旅人さんなんて珍しいわねえ」

　うふふ、とお上品な笑みをこぼしながら、村長さんは私に手を差し伸べます。

　つくづく奇妙な村です。私は手をとりながら、村長さんを見やります。

「……この村には女性しかいないのですか？」

　美人の村、などという名前からなんとなく想像はしていましたけれども。

　視界に映り込む人はすべて漏れなく女性ばかり。この村における男女比がどうにもおかしなことになっているような気がしてなりません。

「その通りよ」しかしそのおかしな比率がまるで当然であるかのように村長さんは頷うなずくのです。「見ての通り、この村は美人の村。若くて美しい女性しか住むことが許されない秘境ひきょうなの」

　確かに若くて美人あるいは将来的に美人になりそうな人しかいないようですけれど。

「それでは村が立ち行かなくなるのでは？」

　単純な疑問といえました。男手がなければ村が村として機能することは難しいように思えます。そもそも子供ができないのですから。人口は減る一方といえるでしょう。

　美人の村からやがて老人の村になって最終的には故人こじんの村になることも想像に難かたくありません。

「──おお！　なんだい？　新しい女の子かい？」

　ちょうどそのとき、村長さんの家から声が漏れました。

　扉の陰かげから出てきたのは男性でした。爽さわやかな見かけをした若い男性が、「ほうほうこれはまた……」と品定しなさだめするような視線を私に投げかけます。

　なんですかこの無粋ぶすいを絵にかいたような男は。

「こちらはどなたですか」住み込みの家畜かちくですか。

　村長さんは、にこやかな表情で彼を見やると、

「この村唯一の男性よ」

　と簡単に紹介しました。

　唯一の男性。

　なるほどハーレム状態ですか。

　というか。

「男性も住んでるじゃないですか」

　若くて美しい女性しか住むことが許されないとは一体なんだったのかと問いただしたくなりますね。

　私がそのように尋たずねると、村長さんは、

「ん？　……ああ、べつに、うちに住んでいるわけではないのよ？」

　と、少し奇妙な間を置いてから答え、軽く笑って、再び彼を見つめました。

　その目つきはどことなく妖艶ようえんで、爛々らんらんとしていて、まるで獲物えものを狙ねらう狼おおかみのようにも見えました。

　……肉食系女子かな。





○






「いや、実はねぇ、僕も以前は旅人として色々な国を歩いてきたわけなんだけれど──ここは天国と言っても差し支えないかな。男の夢の村といっても過言かごんじゃない」

「はあ」

　村長さんの家に招待しょうたいされた私は男性から色々な話を聞かされました。

　この男性は以前は旅人として世界中を渡り歩いていたそうですが、ある日、この村出身の女性に「女だけの村に来てみないか」と誘われたそうです。「来てくれるならそこの村の女といくらでも遊んでいい」などと甘い誘惑ゆうわくも付け足しながら。

　最初は彼もなんの冗談かと思ったようですし、体ていのいい言葉を並べた詐欺さぎではないかと疑ったほどだと言います。それもそうです。そんな都合のよい村、普通に考えたらあるわけがありません。

　ところがあったんですよね。びっくりです。

「この村の女性たちは皆、大人になるまで村を出ることがないらしいんだ。だから男とまともに会ったこともないんだとさ。で、深刻な男性不足に悩まされているこの村のための救世主として選ばれたのが僕ってわけさ」

　ふふんと鼻はなを鳴らす男性。「ここでの生活はとてもよい。毎日いろいろな家を行き来できるし、毎日いろいろな女の子と遊べる。さすがに子供を相手にするのは駄目だめだけれどね。唯一のデメリットがあるとするなら、食事と運動が制限されていることくらいかな！　まあでも夜に運動はできるし別に問題は──」

「あー、すみません。ところでこの村って宿泊施設ありますか？」

「おいおい話を遮さえぎらないでほしいんだが」

「すみません興味がなかったもので」

「おや。酷ひどいなぁ」

「で、宿泊施設はあるんですか」ないならもうさっさと出ていこうかなと思っていたくらいです。

　ですが、

「宿泊施設ならないけれど、今夜の一晩くらいなら、貸してあげられる家はいくらかあるわよ──あなた、運がいいわね」

　ぽん、と私の肩かたに手を置いて、そんな提案をしてしまうご親切なお方がおりました。

　村長さんでした。

　彼女は私ににこりとした笑みを向けたまま、

「明日ね、この村の収穫祭が行われるから、今夜はその準備で私の家に大人たちで集まることになっているの。多分みんなそのままうちで寝ることになるだろうから、村中の家ががら空きになるはずよ」

「……収穫祭、ですか？」

　村長さんは頷きました。

「ええ。定期的にやっているのよ。明日は彼が来て半年だもの」

「ああ……もうそんなに経ったのか……寂さびしいなぁ」露骨ろこつに顔をしかめる男性。

　一体どういうことで？　と私が首をかしげていると、村長さんが私の疑問に答えてくれました。

「この村は男性が留とどまれる期間があらかじめ定められているのよ。この村に招まねかれた男性は、半年間私たちと一緒に過ごしたのちに、お別れしないといけないの。そういうしきたりなのよ」

「もうちょっといたいんだけどねぇ……。厄介やっかいなしきたりだ」

　肩をすくめる男性に、村長さんは苦笑しました。

「まったくね──」そして村長さんは私に向き直ります。「まあ、でもともかく、お別れ会も兼ねて収穫祭を行うのがこの村の伝統なのよ」

「収穫祭ではなにをされるんです？」

「皆で料理を食べるだけよ」

　彼女は指折り、

「美味おいしいサラダに、パンに、クッキーに、ケーキに、それと羊肉マトン」

「要するにただの食事会ですか」ラインナップが非常に謎ですが。お菓子とサラダと羊ひつじ肉て。食い合わせが悪すぎませんか。

「どうする？」

「……考えておきます」

　などと答えながらも、私は翌日の朝には出ていこうと決めていました。

　なんとなく、この村は居心地いごこちが悪かったのです。
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「おやおや？　泊まる家がないの？　あらまあ仕方ないなあ。じゃあうちに泊まってく？」

　村長さんの家を出ると、門番さんが「やほー」と呑気のんきに私を迎えてくれました。

　どうやらずっと外で座り込みながら待っていたようで、手を振りながらもお尻しりのあたりを払っていました。

「村長さんの家に入らないのにはなにか理由でもあるんですか？」

「ん、いや、私お仕事中だし。村長さんの家でお茶してたら怒おこられちゃう」

「……そのわりには随分と自由に行動されているようですけど」

「やだなぁイレイナさん。こんな森の奥深くにそうそう人が入ってくるわけないじゃん」

「あなたはご自身の言葉を一度反芻はんすうしたほうが宜よろしいと思います」

「それはさておき、どうなの？　私の家に泊まってく？」


「…………」わざわざこの時点で見知らぬ人に頼みごとをする気にはなれませんでしたし、提案は非常にありがたいものでしたけれど。「あなたの親御おやごさんがよいというのなら、ぜひ」



「あ、大丈夫。私のお母さんもういないから」


「…………」



　屈託くったくのない笑顔で語る言葉じゃないと思います。「ではお父さんは」

「大丈夫だよ。顔も知らないから」

「ぜんぜん大丈夫じゃない……」

　半年で男性が新しい男性と入れ替わるのならば確かに父親の顔も知らないのも当然の道理と言えました。

　辛つらくはないのでしょうか。

「ま、でも父親の顔を知らなかったところで問題なんてまったくないけどね」杞憂きゆうだったようです。「お母さんも私が小さい頃に村から出て行っちゃったけど、この村の皆が家族みたいなものだし、べつに寂さびしさなんてないのよ」

　ゆっくりと、あてもなく歩き始めながらも彼女は淡々たんたんと語りました。

　ただありのままに事実を語るように、つとめて淡々と。

「この村の皆がそうなの。伝統に寄より添そって生きているの。外の世界のことはなんも知らないわ」

　けれどこれはきっと幸せなことなのよ、と彼女は笑いました。

　私にはそのように思える彼女の心がどうしても理解できませんでした。




　それから私たちは村の中を散策さんさくしました。

　特にやることもなく時間が有り余っていたので時間をつぶしたかったのです。

「まあー、といっても別に私たちの村にはこれといって面白い場所なんてないんだけどねー」

　門番さんは自虐じぎゃく的に笑いながら、私を先導してくれましたが、やはり彼女が言った通り確かに面白さを感じるようなものは特にこれといってありませんでした。

「まず、ここが村の託児所たくじしょね」そう言って彼女が指したのはただの民家でした。「生まれて何年かした女の子はここに預けられて、この村の伝統やしきたりを学ぶのよ」

「ははぁ」

　私はぼんやり頷いていました。

「で、ここが養鶏場ようけいじょう」次に訪れたのは横に長いだけの民家でした。「ここでは鶏にわとりを飼育して卵をもらってるの」

「なるほど」卵を、ということはつまり。「お肉はとらないんですね？」

「肉？」そのとき彼女はあまりにも怪訝な表情を浮かべていました。「鶏のお肉を村の外の世界では食べているの……？」

「えっと……はい。わりと普通に食べてますけど……」

「やだ野蛮やばん！　こんなに可愛かわいいのに！」

　やんやんと身体をくねらせながら嫌がる門番さんでした。おおよそ文化の違いがこうした認識の違いを誘発しているのでしょうけれど、鶏って可愛いですか……？　理解できません……。

　どちらかといえば私は羊のほうが可愛いように思えるのですけど……。やっぱり理解できません。

　とはいえ、それからも彼女の案内は続きました。

「ここが武器屋さんね」

「なぜ村に武器屋さんがあるんですか」

「羊を絞しめたり調理するためには武器が必要でしょう？」

　要するにただのキッチン用品屋さんですよね分かります。

「で、ここが農家さんのお家！」

「なるほど見るからにただの農家の家ですね」家の裏手うらてには畑がありました。

「ここで小麦こむぎを貰もらうのが今日の最後のお仕事です」

　なぜか彼女はしたり顔でしたが突っ込むのも面倒でしたのでスルーさせていただきました。

「そしてここは私の家！」

「要するにお家に帰ってきたというわけですね」

「もうお夕飯の時間だしね」

　結局村を見て回っただけで一日が終わってしまいました。

　私たちがこうしてぐだぐだと歩き回っているうちにも、収穫祭の準備は静かに行われており、村を見渡せば村長さんの家へと向かう女性たちの姿が数多く確認できました。

　それは例えば小麦を持参している女性であったり、あるいは採れたての野菜や果物くだものを手に抱えている人であったり、もしくは大きな包丁ほうちょうを抱えた人であったりとさまざまでしたが、彼女らはこれから起こるであろう収穫祭の準備にもれなく心躍おどらせているように見えました。

　まるで恋人に会いに行く少女のように、彼女たちは誰もが浮かれているかのように見えました。

「さあさあイレイナさん！　大人たちのことは放っておいて私たちは私たちでパーティを楽しもうじゃないの」

　村の中へと連れ込んだときのように、ぐいぐいと門番さんは私の袖そでを引っ張り、家の中へと連れ込みました。




　そうして私は彼女のお家にお泊まりすることと相成あいなったのですけれど。

「あー……いいなぁ。今頃みんな収穫祭の準備してるんだろうなぁ」

　などとぼやきながら夕食として彼女が出してくれたのは、簡素かんそなパン。以上。パンのみの夕食です。質素しっそ……。

　パンをかじりながら、私は窓の外を見やります。遠くのほうで村長さんの家に明かりがついているのが見えました。

「準備ってなにをするんです？」もそもそと齧かじりながら私。

「んーと、料理の下ごしらえ」

「下ごしらえ？」

「美味しい料理のためには、色々と手順が必要でしょう？」

　いえ、それは分かるんですけれど……。

　パンもクッキーもケーキも、前日から大人が大勢集まって下ごしらえしなければならないようなものだとは到底思えないのですけれど。

「特にメインディッシュの下ごしらえが大変なの。村長さんが言ってたわ」門番さんは言いました。「羊肉の調理に時間がかかるんだって。マトンは特に大人の羊だから暴れるのよ。ラムなら簡単に絞められるんだけどね」

　ふいに、私はここで引っかかりを感じました。

　昼過ぎから私は確か門番さんと一緒に村の中を散策したはずですけれど。

　この村、羊なんて飼育していましたっけ？

　大人の羊はおろか、子羊すら、ただの一頭もいなかったような気がするのですけれど。

　私が見ていないだけでしょうか……。

「下ごしらえって具体的になにをするんです？」頭に過よぎった疑問を放り投げて私は言いました。

「えっ？　まず絞めて──」

「ああ、すみませんやっぱりなんでもないです」

　そこからですか。お肉を作るところからですか。ははあさぞ大変でしょうね。

　大人数で寄ってたかって夜通し準備をするというのも頷ける話です。

　男手もこういったときにさぞ活躍することでしょうね──。

「村長さん、今回の収穫祭にとても張り切ってるのよ」門番さんはお喋しゃべり好きなようで、パンをかじりながらも言葉を勝手に紡つむぎます。「収穫祭が終わったら、村長さんは村を出ないといけないから」

「……？　どうしてですか？」

　門番さんは「んー」と少々考える素振りを見せてから、

「そういうしきたりになっているから。村長になった人は、その任期の間に収穫祭をしたら、そのあとすぐに村を出ていくの。そうやって村長さんは短い周期で新しい人に代わっているの」

　なるほど村長さんがやけに若いのはそういった事情ゆえですか。

　ある程度の納得はできましたが、しかし同時に不可解な点も増えて、私は自然と首を傾けていました。

「短い周期で村長を代える意味が分からないのですけど……」

「？　でもそうしないと、新しい羊が手に入らないわ」


「…………？」



　羊が手に入らない……？

　根本的な部分で私たちの会話はすれ違っているような気がしました。

「村長さんの仕事は、収穫祭を無事に終えることと、新しい羊を探さがすことなの。だから今の村長も、明日の収穫祭が終わったら、新しく飼育しいくする羊を探すために村をいったん出るのよ」

　彼女の言葉に、私は寒気さむけを感じていました。

　得体のしれないなにかが、朗ほがらかな村の雰囲気の中に紛まぎれていたことに、私はここでようやく気が付いたのです。

「村の外で、美味しそうな羊を探したら、村に連れてきて、新しい村長にその飼育を任せるの。子羊はこの村で生まれたものを調理するの。そうしてこの村では、羊肉を食べる収穫祭を定期的に行っているのよ」

　私は、ようやく気づきました。

　あまりにも遅く、今更、気がついてしまいました。

　羊肉。

　女性しかいない村。男はただ一人。羊。飼育。肉。食事制限。運動制限。──収穫祭。


　…………。



　おぞましい現実に啞然あぜんとして言葉を失う私に、門番の少女は目を輝かせながら、言いました。

「だからね、明日の収穫祭ではとっても美味しい羊肉マトンが出てくると思うわ。だって、村長さんはたっぷり時間をかけて羊を飼育したんだもの」




　結局、私はその日、朝を待つことなく、すぐに村を出ていきました。

　逃げるように。

　恐ろしい現実から目を背そむけるように。





○






　思い出したくもない記憶でした。

　記憶に蓋ふたをして、そのまま永遠に閉じ込めておきたかったくらいです。だから私は旅を続ける中で、今まで思い出すこともなかったのです。

　きっとあの村の女性たちにとっては、あの村こそが世界そのもので、村の外にどんな世界が広がっているかなど知らなかったのでしょう。

　世界広しといえど、あんなにも破たんした風習を見たのはあれが初めてだったように思えます。

　できればアレが最初で最後だと思いたいのですけれど。


「…………」



　あの村から遠く離れた地にて。

　私は街を独り、歩きます。

　できればもう二度と、あんな奇怪きかいな風習には出会いたくないと心から願いながら──。

「……ああ、嬢じょうちゃん。どうだい、肉、食べてかないかい」

　街を歩く最中、声を掛けられました。

　串くし刺ざしにされた肉を売っている露店ろてんでした。黒ずんだ串刺しの肉が並べられた台の向こうでは、老婆ろうばが一人、へらへらと軽薄けいはくな笑みを浮かべながら、こちらを見つめていました。

「どうだい？　ん？」

　老婆は串をこちらに掲かかげてきます。

　そういえば、あの村ではご老人は見かけませんでしたけれど──。


「…………」私は言いました。「それ、なんの肉なんですか」



　老婆はにやりと笑いました。




「羊肉だよ」
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　今より四百年ほど前のある日、この地方における国々の歴史は、大きく変わりました。

　一頭の大きな古竜こりゅうが、突然現あらわれ、人々を襲おそい始めたのです。

　月に照らされた氷のように蒼あおく白い鱗うろこで覆おおわれた巨大な体軀たいくは民家と田畑を踏ふみつぶし。鋭するどく尖とがった牙きばと爪つめは家畜かちくを切り刻み。なによりも大きな翼つばさは広げただけで人々を吹ふき飛ばしました。

　なにが目的なのかは分かりませんでした。ただ暴れているだけのようにも、なにかに怒り狂っているようにも見えました。

　ひとしきり暴れ、ひとつの国を壊滅かいめつにまで追い込むと、満足したように古竜は空の中へと消え、そしてまた、別の国を、襲いました。

　幾いくつもの国が、唐突とうとつに現れたその古竜により、築き上げてきた歴史を壊滅まで追いやられたといいます。

　その時代に生きる誰もが感じました。

　このままでは、誰も住めなくなる──古竜にすべてを奪うばわれると。

　ゆえに国々は互いにいがみ合うのをやめて、侵略も戦争もやめて団結しました。鎖国さこくをやめて他国と情報交換をするようになりました。それでも古竜は国々をまんべんなく襲いました。

　ある国は古竜に対抗たいこうすべく武器を作り、兵をかき集めました。ある国は古竜を倒すべく作物に毒どくを仕込みました。ある国は古竜に壊されないように家々や門、城壁じょうへきを強固にしました。

　それでも強大な力を持つ古竜に太刀たち打うちなどできるはずもなく、やはり国々は古竜に負け続けました。何度も何度も抗あらがって、けれども何度も何度も国を滅茶めちゃ苦茶くちゃにされ続けました。

　人々はやがて、国々が手をとりあったところで古竜を倒すことなどできはしないと気づきました。自分たちの力だけではどうしようもない災害に直面していることを悟さとりました。

　助けを求めるしかないと判断しました。

　その地方に住まう人々には、古竜に唯一ゆいいつ対抗たいこうできるであろう人物に心当たりがあったのです。

　それは国々のはずれにある小さな森の奥にて一人静かに暮くらしていた魔女でした。

　彼女は強大な力を持っていましたが、強大すぎる力ゆえに人との関わり合いを好まず、森の奥でひっそりとした生活を送っていたのです。人々は、もはや彼女の手を借りる以外に古竜を倒す術すべはないと悟り、彼女に助けを乞こいました。

　大挙して押し寄せて来た国々の役人たちに嫌な顔一つせずに魔女はにこりと笑い、

『事情は分かりました。私がなんとかしましょう』

　と立ち上がってくれました。

　そして魔女は、暴れ狂う古竜の前に立ちます。

『古竜よ。なに故ゆえに人の生活を踏みにじるのか』

『アアアアアアアアアアアアア！』

『あっ。言葉通じないタイプの竜なのね。おけー』

　そもそも会話が成り立つのならばわざわざ森の奥から魔女を引っ張り出してくることもないよなと冷静になった魔女でした。

　魔女はそれから古竜を倒すべくありとあらゆる魔法を浴びせました。

　さしもの古竜も、魔女のもつ圧倒的な力を前にしてはなすすべもありませんでした。人を、国を簡単に壊すことができるのが古竜ならば、その古竜を簡単に倒すことができるのが魔女なのです。

『ところで今回の一件が片付いた際さいの謝礼しゃれいですけれど』国々の役人たちを前にして魔女は言いました。『私が一生働かないで生きていられるくらいの大金でお願いします』

『ええー……それは……大金ですね……』渋しぶる役人。

『は？　すべての国を救うためなら安いもんでしょうが』怒おこる魔女。

　金と権力にやや汚きたならしい一面を持ち合わせているのが彼女という者でした。

　結局、魔女によって古竜は倒されました。何度も何度も倒されました。しかし何度やられても死ぬことはありませんでした。魔女の強大な力をもってしても、古竜を殺しきることはできなかったのです。それほどの生命力が古竜にはあったのです。

『どうしても死なないのなら──仕方ありませんね』

　長きにわたる戦いに疲つかれた魔女は、古竜にとある魔法をかけました。

　それは封印ふういん魔法でした。

　彼女は古竜を岩の中に閉じ込めたのです。

　こうして魔女は、この地方を脅かしていた古竜を人々の前から消し去ったのでした。

『四百年』

　魔女は古竜が眠る岩に触れながら、言いました。『私の封印は永遠に続くわけではありません。四百年後、恐らく封印は解かれてしまうことでしょう。その日が訪れたとき、我々は手をとりあって再び古竜と対峙たいじしなければなりません。ですから、我々はこれから先の四百年、各々の方法で国を繁栄はんえいさせていかなければなりません』

　こうして古竜が封印された岩は、その地方の森の奥に置かれました。

　魔女は役目を終えると、人々の前から姿をくらましたと言います。

　今も魔女がかつて住んでいた家のそばには、古竜が封印されている岩がひっそりと置かれているそうです。




　というのがこの地方における古竜の伝説だそうで、先日訪れた国々のすべてでこの寓話ぐうわを目にすることになりました。

　国によって色々と脚色きゃくしょくをされていましたがおおまかな流れはそんなところで、要するに「森の奥に岩あるじゃん？　あれって古竜封印してるらしいぜ」などという噓うそか真まことか疑うたがわしい風説ふうせつをこの寓話では謡うたっているのです。無論それだけでなく、こんな逸話いつわがあるせいか、この地方では子供を叱しかる際に「あまり聞き分けがないと古竜が蘇よみがえるよ」などというなんだか妙みょうにスケールが大きい叱り方をするのが通例なのだそうな。ちなみにそれに対する子供の返しが「いいもん。じゃあ僕が古竜倒すもん」だそうです。この地方は子供もスケールが大きいようです。

　なにはともあれ、そんなふうに古竜の伝説は人々の生活に深く馴染なじんでいるわけですが。

　しかし実際に古竜を封印しているなどという岩は、風説とは異なり、過去に追いやられ、忘れ去られてしまっていました。

　誰も伝説の正体など興味はないのでしょう。四百年も前からそこにただ置かれているだけの岩は、苔こけが生むし、じめったい森の奥にただあるだけでした。魔女がかつて住んでいた家というのも今では姿すら見えません。とうの昔に取り壊されたのでしょう。

　本当に古竜がそこにいるのかなどというのはどうでもよく、ただそういう伝説があるだけのただの岩。そんな風に、この近辺の国の人々には思われているのでしょう。

　たとえ今日がその日であったとしても。

　古竜が復活を遂げる日だったとしても。


「…………」



　伝説とは、寓話とはそういうもので、時代とともに風化していくものなのかもしれません。それが真実かどうかなど、その時代を生きた人間にしか分からないのですから。

　かくいう私も、実際、それを目にするまで、この地方に伝わる伝説を訝いぶかしんでいた側の人間です。

　彼女と会うまでは。

「ふはははは！　久ひさしぶりじゃのう人類！　窮屈きゅうくつな封印より今！　わらわは蘇ったぞ！」

　そのとき、岩をまるで卵のように内側から叩たたき割って、ひとりの少女が現れました。

「古竜ルシェーラ、復活じゃあああああ！」

　彼女は自らを古竜と名乗りました。

　見かけ年齢十八歳程度ですが古竜と名乗りました。

　髪かみは青白く、瞳ひとみは紅べに色。見かけはただの女の子ですが古竜だそうです。言い忘れていましたが彼女はただいま全裸です。

「……きゃー」

　とりあえず服着てほしいなあと密ひそかに思いながら私は目を覆おおって悲鳴ひめいをあげておきました。





○






　くどいようですが改あらためて私の置かれた状況を説明しましょう。

　封印が解けた四百年後の今、森の奥にて古竜が復活しました。が、女の子でした。

　あまりに突然な展開ゆえに私は頭を抱かかえました。もう一度目の前の少女を見てみましょう。

　翼はなく、尻尾しっぽもありません。見かけは本当にただの人間のように見えます。人間との違いを強しいてあげるとするならば頭に小さな角が生えていることくらいでしょうか。あと八重歯やえばがちょっと尖ってるくらいでしょうか。

「あー？　なんじゃおぬし。さっきから変な目でわらわをじろじろ見おって。喧嘩けんか売っとんのかオラぁ。焼くぞ？　いいんか？　おおん？」

　あと性格もちょっと尖ってることくらいでしょうか。とにもかくにも本当にただの人間の姿をしていたのです。そしてどうやら長い間眠っていたせいで頭がまるで回転しておられないようで、古竜さんは自らの姿の異変に気づいていないようです。あと服着てほしいです。

　古竜さんは目の前にいる唯一の人間たる私に顔を近づけ、黄金おうごんの眼で睨にらみつけ、息をふーっ、と吹きかけながら「お？　びびったか？　今ちょっと火を吹かれると思ったんじゃないか？」などとじゃれたり、「んあー」と口を大きく開けて、「ふはは。今わらわに食われるかと思ったろ？　ふはは。冗談じゃ。おぬしのような小娘こむすめは肉もついとらんし不味まずそうじゃ」などと勝ち誇った顔を浮かべたり、人類にはおおよそ理解し得ない方法で何故なぜか挑発をしてきました。

　古竜さんの頭の回転の悪さはもしかしたら元々のものなのかもしれないと私が察さっしたのもこの辺りでのことです。

「しかしおぬし無口よのう。なんじゃ？　もしかして古竜を見るのは初めてか？　もしかしてわらわの格好かっこうよさに見惚みとれておるんか？　んん？」面倒くさくなったのでこの辺りで私は彼女に手鏡てかがみを向けました。「しかし種族の垣根かきねを越えて見惚れるのも無理はないのう。だってわらわこんなにあああああああああああああああああああ！」

「うるさいです」

「こ、ここここここここここここ……これ……え？　わらわ？　これわらわ？」がたがたと震えるルシェーラさんこと古竜さん。「マジ？　わらわがこれ？　え？　翼は？　尻尾は？　鱗は？」

　私は静かに首を振りました。

　この地に伝わる伝承からの引用になりますが、

「貴女を封印した魔女曰いわく『古竜が目覚めたときにまた暴れないように人間の姿で復活するように岩に呪のろいを仕込んでおいた』だそうです」

「なんじゃとぉー！」お怒り古竜さん。「ぐううう……おぬし！　今すぐあやつのところにわらわを連れていけ！　今すぐだ！　あやつはどこにおる！　こっちか！」

　そして古竜さんは私を放って森の道を歩き出しました。目覚めたばかりの古竜さんは寝起きとは思えぬほどアクティブで強引な方でした。どうでもいいですが連れていけと言いながら勝手に進むのは如何いかがなものかと思います。

　というか四百年も経たっていることに気づいておられないのでしょうか。

「あの──」

　と私が彼女に手を伸のばしたときでした。


「なにをしておるおぬし！　わらわはどっちに行けばよ……」突然、壊こわれた人形のようにこてん、と転んで動かなくなるルシェーラさんこと古竜さん。「…………おなかへった」



　数百年ぶんの空腹くうふくが一気に押し寄せたのでしょうか。彼女は震ふるえた声でかすかにそのように言葉を漏もらしていました。


「…………」私は逡巡しゅんじゅんののちに。「とりあえずごはん、食べます？」




「…………」彼女はむくりと起き上がり。「今すぐわらわを美味おいしい飯屋めしやに連れていけぇ！」泣きました。



「その前に服、着てくれます？」

「……うん」ぐすん、と涙を拭ふくルシェーラさんでした。

　突然のことでなんだかよく分かりませんが、彼女はこの地を脅かしていた古竜さんだそうですが、そのように自称じしょうしておられますが、見かけ上は服も着ないで倒れている年端としはも行かない少女であるために放っておくわけにも参りませんでしたので、私はひとまず彼女に服を着せてから近場の国へと赴おもむくことにしました。

「どこがいいです？　私、この辺りの国は一通り回ったのである程度は詳しいですよ」

　私も唐突とうとつすぎる展開に頭の整理がついていなかったようで、このときの私はノリノリで彼女をほうきの後ろに乗せていましたし、彼女も「マジでか」などとノリノリで私のほうきに腰こしを下ろしていました。

　なにはともあれ、私と彼女の数日間にわたる旅は、こうして幕を開けたのです。





○






　自称封印されし古竜ことルシェーラさん。

「あなた本当に古竜なんですよね」

「そうじゃが」

「にわかには信じられませんけど……」

「まあ信じられんのも無理はないのう。わらわとて目が覚めたらこんなちんちくりんな身体になっているとは思いもせんかったからの。まあ信じろと言うほかないのう」

　とはいえ確かに岩から出てきたのですから、彼女はまごうことなき古竜なのでしょう。とりあえず頭の中でそのように処理しておかないと整理できませんでした。

　しかし彼女が本物の古竜だというのならば。


「…………」



　ならばあわよくば彼女に媚こびを売っておけば、この地方に伝わる伝承を古竜ご本人による視点から聞くことができるというわけですよね。

　要は真に迫った描写びょうしゃを添そえて伝承に新解釈を持ち込めるということでもありますね。

　……唐突にお金の匂においがしてきました。

「どうしたのじゃおぬし。いやらしい顔をしておるな」

「生まれつきです」

「え……きも……」

「失敬しっけいな」

　彼女が見事復活を遂とげたその日。

　私は森から一番近くにある国へと訪れました。私の服に身を包んだ彼女に、「なにか食べたいものありますか？」と尋たずねたところ「美味おいしいもの！」と返してきましたゆえ、とりあえず程度にテキトーなレストランに足を運んだ次第です。

「おぬし！　わらわは美味しいものが食べたいと言ったのじゃぞ！　テキトーにレストランを選ぶとは何事じゃ！　なめとるんか！」

　席について私がテキトーに注文するなりバンバンとテーブルを叩きながらぎゃーぎゃーと喚わめき散らす自称古竜さん。私は彼女にやれやれと肩かたをすくめるしかありませんでした。

「この国の料理は大体美味しいんですよ」

「あ？　したり顔でなに言っとるんじゃおぬし」


「…………」




「…………」



　ほどなくして料理が来ました。

　私はテキトーに頼んだ料理たちをテーブルにざっと並べると、この国のリピーターらしく料理のご説明を彼女にして差し上げました。無論したり顔で。

「これはこの国特製のピッツァ。辛からいソースがかかってます」

「なるほど。なんか全体的に赤いのう」

「それとこちらはこの国特製のパン。辛いソースがかかってます」

「なるほど。真まっ赤かじゃの」

「こちらはこの国特製のスープ。無論辛いソースが入っています」

「この国には辛いやつしかないんか」

「この国らしい料理といえばこれなんですよ」料理のマメ知識を披露ひろうする際にもしたり顔は欠かせません。「ところで、あなたが古竜というのなら──大昔にあなたと戦うために食べ物に毒を盛った国があったの、覚えてます？」

「む？　覚えておるようなないような……曖昧あいまいじゃ」

「それがここです」

「なんと」

「料理にかかっている赤いソースはこの国の人たちが古竜に与えてた毒を改良したものなんですよ」

　ちなみにこの国における古竜の伝承は『古竜は美食家びしょくかゆえに色々な国で食べ物を食べ漁あさっていた。そんな中、古竜が唯一口から火を吹くほどの味をもたらしたのが我が国の料理である』という風に改定されています。恐らくは大人の事情でしょう。

「じゃあなんじゃ。この国の連中は毒を食ったのか。あほなのか」

「まあ当時は食べ物に困っていたのでしょう」そして私はテーブルの向かいに座る彼女をじっと見つめ、「あなたが本物の古竜なら、この程度の料理、食べられますよね？」と首をかしげます。

「ふはははは！　笑止しょうし！」どうやら挑発されているととったようで、「わらわがかつて食らった毒ならば、とうの昔にわらわの舌が克服しておるわ！」そして彼女は勢いよく料理に手をつけ。

　食べました。

　泣きました。

「ふええええええええええええええええっ」目から大粒の涙を流すルシェーラさん。「お、おぬし悪魔か……！　こんな料理をわらわに食わせるなんて……！」

　かつて人々を苦しめた古竜に言われたくはないですけど……。

　察するにどうやら人間の外見へと成り変わったことで、かつての古竜らしさはほとんど失われてしまったようです。ともするとかつてのような力など今は搾しぼりかす程度にしか残っていないのかもしれません。


「…………」



　私はお腹なかは減っていませんでしたので、涙を流し顔を真っ赤にしながら豪快ごうかいに食事をとる彼女と向かい合いながら、ごく普通のパンと添え物のチーズを食しょくしました。この国独自の辛い食べ物は嗜たしなむ程度に留めました。

　対してルシェーラさんは、汗をぬぐいながらもぐもぐばくばくと食事を続けます。それから彼女は辛いものにとどまらず何度も色々な料理を注文しては空いた皿と残骸ざんがいを生んでいきました。

　やがてひとしきり料理を食べ終えたあとで、彼女は胸元を手であおぎながら、


「しかしこの服ちとキツイのう。特に胸むね──」がしゃん！　とそのときテーブルに拳こぶしが叩きつけられます。「ひぇっ……なんじゃおぬし。おっかないのう……」



　誰の拳かと思ったら私のものでした。

「ふふ……べつになんでもありませんよ」

　とりあえず料理も食べたことですし、次は彼女の服を買うことにしました。

　見ず知らずどころかついさっき会ったばかりの人とただのデートをしているみたいな感じになっていることにこのあたりでふと気づきましたが、私は現実から目を逸らしながらレストランの代金を支払いました。


「…………」



　嗜たしなむ程度に食べた辛いものによって軽く火照ほてった身体から、一気に血の気が引くほどの金額が私を待ち受けていました。




「ふっ……どうじゃ？　わらわ可愛かわいいじゃろ？」

　ブティックにて。

　試着室のカーテンの向こうからシャーッと現れたのはまごうことなき美少女でした。角を隠すために黒いベレー帽ぼうを装着した彼女。服もオフショルダーとスカートというそれなりにシンプルかつ身軽な装いに変身。私の服の残骸はその辺に脱ぎ捨てられていました。胸元もきつくないようで、自慢げに胸を張っておいでです。はっ倒したかったです。

「まあ！　お客様お似合いですわ！」店員は惜おしみないお世辞せじを贈りました。

「えへへ」お世辞が見事直撃したルシェーラさんはだらしなく顔をほころばせました。「おぬしー。わらわこれ買うー」

「はいはい」

　買いました。彼女のわがままに主張する身体に私の服が負けて伸びてしまうのは忍しのびなかったゆえ、仕方ない出費です。

　それから何軒かブティックを回り、彼女に最低限の着替えと下着を用意した私は、

「それじゃあ、宿屋を探しましょうか」

　とルシェーラさんを連れて歩きました。こんなときでもこの国のリピーターたる私はしたり顔を欠かしません。「この国は今は衣食住いしょくじゅうの国と呼ばれていましてね、料理も、服も、宿屋も、あらゆるものが最先端さいせんたんなんです。まさに旅人向けの国と言っても差さし支つかえないでしょう」

「ほほう……」

　荷物を両手に抱えながら、彼女は街並みを一望いちぼうします。「……わらわも前にこの国には来たことがあるはずなんじゃが、あまり見覚えがないのう」

「……でしょうね」

　随分と時間が経っていますし──なにより、四百年前に完膚かんぷなきまで壊滅状態に追いやられていますから。

　以前とは別の国と言っても差し支えないかもしれません。

　彼女が古竜として生きていた時代の面影おもかげは、この国にはほとんど残っていないのです。

「……わらわは一体どれ位の年月眠っておったのじゃ？」

　見覚えのない街並みをほんの少し寂さびしそうに眺ながめながら、彼女は呟つぶやきました。

　あまりに長い間眠っていたせいで、街を覚えていないのだと思ったのでしょう。

　眠りから醒さめて訪れた街への違和感が、彼女の中で、時代に置いて行かれたことへの不安に移り変わり、燻くすぶってゆくのを私は感じました。

「……この街に見覚えがないのは、あなたが寝ている間に随分な時間が経ってしまったから、という理由でもあるかもしれませんけれど」私は彼女から目を逸そらし、街を見上げます。「けれど、単に見えている景色が違うからでもあると思います」
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　大昔は古竜としてこの街のすべてを見下ろしていたことでしょう。遠くからただ眺めるだけだったことでしょう。足の踏み場もなく、きっと窮屈きゅうくつな思いばかり強いられていたことでしょう。街にいるなんて実感が湧わくことはなかったのではないでしょうか。

　けれど、

「今のあなたなら、昔よりもずっと街の中にいることを実感できているはずですから」

　それこそ大昔よりはよほど地に足をつけて街を歩けるはずです。




　その日、宿屋に着いた彼女は「わらわシャワーってやつを浴びてみたい！」などとぬかし、部屋に入るなり服を脱ぎ捨てシャワールームに飛び込みました。中から「あああああああ！　気持ちいいのじゃあああああ」などという断末魔だんまつまに似た叫び声が聞こえたのはその直後のことでした。近隣の部屋からの苦情が来ないかと終始ひやひやしながら私は彼女が出てくるのを待ちました。

　この地域に伝わる伝承を読みながら待ちました。


「…………」



　国によって、あるいは出版社によってそれぞれ大人の事情かなにかで脚色されているがゆえに、伝承は物語の展開の仕方が微妙びみょうに変わっているのです。

　たとえばある出版社の伝承では古竜は最後、殺されてしまっていますし、別の出版社のものでは古竜と魔女の同士どうし討うち。古竜が突然やって来て、人を苦しめて、魔女がそれをこらしめるという構図は変わらないものの、時代の変化と人の変化が、物語に多様性を生んでいました。

　その結果真実が分からなくなりましたが。

「おぬしー。シャワー終わったぞ」ルシェーラさんが出てきたのは私が伝承の本をあらかた読み終わった頃のことでした。

　長い髪が水に濡ぬれてびちゃびちゃになりながら彼女は出てきました。


「…………」元来が古竜であるせいで人間らしい生活に不慣れなのでしょう。「シャワーを浴びたらタオルで髪を拭ふかないと駄目だめですよ」私は彼女の髪にタオルをあてがいました。



　はて私はいつから彼女の使用人になったのでしょうか……？

　私の疑問をよそに彼女は「んー」と気持ちよさそうに目を細め、そのあとで、「このもふもふとした布はなんじゃ？」と、視線を傾けます。

　私が今しがた座っていたベッドがそこにはありました。

「これはお布団ふとんですね」

「オフトゥン」

「違います。お布団」

「オフトゥン」


「…………」



　髪を拭き終えました。

「せいやっ！」直後に彼女は私のもとから勝手に飛び出しベッドにダイブ。ぐるんと布団にくるまり芋虫いもむしと化しました。

「はああああああ……気持ちいいのじゃあ……」ほわほわと表情をだらしなく緩ゆるめてゆくルシェーラさん。安宿のものといえど、衣食住の国のお布団には抗いがたい魔力が秘められているのです。

　ベッドの上で丸くなる彼女は、それから「ふわあああ……」などと大きな欠伸あくびを漏もらし、ともするとそのまま眠りの中へといざなわれてしまいそうな雰囲気を醸かもしはじめましたが、布団の上に重ねられていた私の本たちがばさばさと布団の上から滑すべり落ちたことで、彼女の意識は現実へと引き戻されました。

「な、ななななんじゃ！　敵襲てきしゅうか！」

　きわめて俊敏しゅんびんな動きでお布団の魔力から逃れるルシェーラさん。

　私は「ああ、すみません……私の本です」と床に落ちた本たちを拾ひろいました。

「……ほう」彼女の手が、私と同じ方向へと伸びました。「わらわではないか」

　彼女が拾い上げたのはこの地方で買った寓話の一つ。表紙に巨大な古竜が建物を踏みつぶすさまをあしらったものでした。


「…………」



　私が静観するなかで、思いっきり悪人面をした古竜が描かれた本の表紙を、彼女は指先で優しくなぞります。

「懐かしいのう」

　過ぎ去った日々を懐かしむように、幼い頃に綴つづった日記を読み返すように、彼女は本をめくり、ぽつりと呟くのでした。「昔は眠ることもままならんかった。いつどこで休もうとしても、わらわには居場所がなくてな、どこにいてもわらわは邪魔者じゃった」

　本の中でも、わらわは邪魔者のようじゃな──と、手にした本を読み切ることなく、途中でぱたんと閉じて、彼女はそれを私に寄越よこします。

「……どうも」私は彼女の手から受け取った本を、そのままベッドサイドテーブルに置きました。

「のうおぬし。わらわは一体何年眠っておったのじゃ？」


「…………」



「昼間は上手うまいことはぐらかしておったが、どれだけの時が流れていようとわらわはショックを受けたりなどせんぞ。遠慮えんりょは不要じゃ。答えよ」


「…………」そこまで言うのでしたら。「四百年です」



「……そうか」

　随分と長いこと眠っておったもんじゃのう──と彼女は細く呟きます。

「わらわが街に来た当時のことを覚えておる者なんて誰も残っておらんのじゃろうな」

　とも。

　それでも彼女のことを忘れずに悪者の烙印らくいんを押し続ける今の時代に、複雑な気持ちを抱いているのかもしれません。

　彼女は少し、寂しそうな顔をしていましたから。

「過去のあなた、その資料のどこかにいますか？」私は首をかしげます。

「おぬしはわらわの研究でもしておるのか？」私と同時に、彼女も同様に首を傾けました。「昼間わらわに飯めしを奢おごってくれたり、いろいろなところに連れまわしてくれたのは有難かったが──おぬしは一体なにが目的なんじゃ？」

　単純に疑問であったのでしょう。訝しげに目を細めるルシェーラさんでした。


「…………」私は逡巡ののち。「この地方の国々に伝わる伝承は、それが真実と謳うたいながら、国によって、地域によって語られる内容には大きな差異があります。私はそれらの発祥はっしょうに興味があるんですよ。色々な説が唱えられすぎていて実際、過去になにがあってどうなったのかを正確に把握している人間はこの四百年後の時代にはほとんどいないことでしょうし」



　故にあわよくばそれをネタに金儲けでもできるかなとさえ思っているのですが、それはさておき。

　まあ、要するに。

「私はあなたに興味があるんです」

　というほかありません。

　私の言葉に、ルシェーラさんはほんの少しだけ表情を緩め、

「……おぬしはわらわが今まで出会った人間の中で一番まともな性格をしておるの」と言いました。

「そですか。ろくな人生を歩んでこなかったんですね」

　彼女は鼻を鳴らしました。

「本読んどりゃ分かるじゃろ」





●






　ずっと昔。

　大昔。

　生まれてきた彼女を目にして、故郷こきょうの人々は不気味に思いました。

「なにこの子……？」「気味が悪いわ……」「……忌いみ子だ」

　誰もが同じような外見をするなかで、彼女だけがとても同じ種族とは思えない色をしていたのです。彼女は、故郷の中でも彼女しか持ち合わせていない色をもって生まれたのです。

　誰もが彼女を忌み嫌いました。

　不吉だと思われたのでしょう。

　彼女がそのような特別な特徴をもって生まれてしまったのは、ひとえに、彼女の母親が他種族との間の火遊びののちに生まれて来たのが彼女だったから──ただそれだけの理由でしたが、彼女が故郷の人々から忌み嫌われるには十分すぎる理由でもありました。

　彼女の故郷では他種族との交わりを禁止していたのです。種を絶やさないために、同じ種族でのみ子供をつくるようにしていたのです。

　掟おきてを破った彼女の母親は、故郷にいられなくなりました。

　ゆえに故郷から出ていきました。消えてしまいました。

　ただし、彼女を置き去りにして。

　母親は、逃げたのです。生まれて来た彼女に対してのすべての責任からも、故郷からも。

　生まれたばかりの子どもを殺すわけにもいかず、以来、彼女は親族のもとを転々てんてんとして、たらい回しにされながら嫌々ながらに育てられました。

　誰もが彼女を愛しませんでした。

　一人だけ外見の違う彼女が一人だけ悪い意味で特別な扱あつかいを受けてしまったのも当然のことだったのかもしれません。

　閉鎖へいさ的な環境は彼女が成長しても変わることはありませんでした。

「ケモノだ。気味が悪い」彼らは彼女をケモノと呼びました。

「まあ……どこかへ行ってくれないかしら」彼らの中に、彼女と親しくなろうとした者はいませんでした。

「こっち見るなよケモノのくせに！」暴力を振るわれもしました。

「ああなんて無様ぶざまなのかしら！　ケモノにはお似合にあいの姿ね」彼らはときに楽しそうに彼女をいたぶりました。

　外を歩けば殴られ、蹴られ、袋叩きに遭いました。

　毎日のように彼女は傷だらけになって家路につきました。

　故郷の者たちは誰も彼女の味方にはなってくれませんでした。

　彼女はずっと故郷で一人、虐しいたげられました。

「……どうして？」

　どうして自分だけがこんな目に遭わなければならないのか。どうして痛みに耐えなければならないのか。毎日のようにボロボロになりながら、毎日のように傷だらけになりながら、彼女は一人、泣きました。

　恥はじを忍しのんで、親族に助けを求めたこともありました。

　けれど。

「すまんのう……おぬしと一緒におると儂わしまで拒絶されるのだよ」

　救ってくれませんでした。

「分かるでしょう？　あなたは邪魔なの。もう私の前に来ないで」

　手を差し伸べてくれませんでした。

「お前の顔なんてもう二度と見たくないんだよ。分かったらとっとと消えな」

　誰もが彼女を拒みました。

　誰も助けてくれない毎日を送り続けて、何年経った頃のことでしょうか。

　彼女は辛つらい現実に耐えきれなくなり、故郷を出ました。

　居場所を求めて、故郷を去ったのです。
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「赤い鱗の竜ばかりの故郷の中で、青白い鱗の竜なんぞはわらわ以外にはおらんかったからな、気味が悪かったんじゃろう」

　衣食住の国からほうきで飛びながら、私の後ろで彼女はおとぎ話のように、過去の自分自身に起こった出来事を終始どうでもよさそうに語っておられました。「故郷の者にとってはわらわは異分子でしかなかったということじゃ。だからわらわは故郷を後にして放浪の旅に出た。もう随分と前──それこそわらわがこの辺りに来るよりも前の話じゃがの」

　突然この地に訪れた古竜。

　というのがこの地に伝わる伝承の端緒たんしょではありますけれど、当然ながら寓話に刻まれていない部分にも古竜は生きていて、この地に来ることになった要因はあるだろうとは思っていました。ひねくれた物の考え方ですが、私はおとぎ話に出てくる悪役の方々にもそれぞれそういった過去や思惑おもわくがあるだろうと考えています。

　悪役は単に悪役なのではなく、ただ一つの立場から見て悪役に見えたに過ぎないのですから。

「のうおぬし」ほうきの上、どこか遠くを眺めながらルシェーラさんは独り言のように囁ささやきました。「わらわはのう、わらわが安心して暮らせる居場所がほしいのじゃ」

　私はただ進むべき先だけを見つめて、答えます。

「と言われましても……。なにか希望はないですか？」

「わらわ的には平和で、人が優しくて、わらわを受け入れてくれるようなところがよいな」うむうむ、と一人納得して頷うなずくルシェーラさん。「そしてなにより、安心して眠れるようなところがベストじゃ！」とも。

「じゃあ今朝までいた衣食住の国はどうですか？」

　彼女が鼻で笑う気配がしました。「ありゃ駄目じゃ。あんな場所におったらわらわは駄目になる。特に舌が」

「辛い食べ物はお気に召さなかったんですね……」

　などと私は言いながら、ふと思い出しました。

　昨日の夜、私は随分と遅くまで起きていましたが、それでも私は眠気と疲れに負けて彼女よりも先に寝てしまっていました。

　私が朝、目を醒ましたときには既に彼女も起きていましたから、もしかしたらルシェーラさんは、昨日の晩、まともに寝ていないのかもしれません──。

「次の国なんかはどうじゃ？」

　首をかしげるルシェーラさん。

　私は首を振りました。

「多分、こちらのほうもお気に召さないと思います」

　平和で安心して眠れるような国が所望しょもうとあらば、特に。

　そこはこのように呼ばれているのですから。

　武器と魔法の国と。
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　かつて古竜と対峙した魔女の名はナターシャと言いますが、この国においては『英雄えいゆうの魔女ナターシャ様』が彼女のことを指す正式名称であり、これ以外の名称で彼女を呼んだ場合白い目で見られること必至ひっし、とのこと。それほどまでに、武器と魔法に類たぐいまれなる愛情を注いでいるこの国では魔女ナターシャは崇拝すうはいされており、もはや彼女はただのおとぎ話の存在ではなく信仰すべき存在であるとこの国の人々は考えておられるようで。

　ゆえに街のいたるところに英雄の魔女ナターシャ様の像だとか本だとか関連グッズが置かれておりました。

『英雄の魔女ナターシャ様が愛した』と名を冠する喫茶店は大通りの中で数えられるだけでも数十軒。同じような感じの謳い文句で客引きをしている宿屋や露店、それから服屋や武器屋や魔法道具屋や道具屋などなど。数え切れないほどの店に英雄ナターシャの名が刻まれていました。一体魔女ナターシャはどれほどのお店に愛を配り歩けば気が済むのか。これではもはやいたるところに愛を配り歩く新手のテロではないのか。そもそもいくらなんでも尻軽しりがるが過ぎるのではないか。などとまっとうな意見を口にする者はこの国にはいないようで、英雄ナターシャはこの国におけるシンボル的な扱いになっているようでした。

　そんな有様ありさまに古竜ことルシェーラさんは、


「ひぇっ……なんじゃこの国……引くわぁ……」



　引いておられました。

　ドン引きもいいところでした。

　そんな彼女におかまいなしに、終始したり顔で説明する魔女が真横にはおりました。

　それは誰か。

　そう、私です。

「この国の歴史は古く、大昔、古竜であるあなたがこの地方で暴れだした頃、あなたに対してどこよりも早く反発した国でもあります。日に日に武器や魔法を強化してあなたに立ち向かってきた国があったこと、覚えていませんか？」

「いや全然」

　私の横を歩きながら、ルシェーラさんはあっさり首を振りました。「そもそもあの魔女に会うまでわらわは攻撃らしい攻撃を受けたと思ったことはないのう。歓迎されていない雰囲気だけはあったがの」

　要するに微塵みじんたりとも効いてはいなかったようです。

「当時のこの国の人たちが聞いたら泣き叫びそうな話ですね……」


「…………」と、ここでルシェーラさんはぴたりと立ち止まります。「まあこの国の連中もわらわのことをあまりよく覚えておらんようだからお互い様じゃろ」



　彼女の目の前には本屋がありました。

　そこに並べられていたのは魔女ナターシャの伝承の数々。……に間違いありませんでしたが、なんとも数があまりに豊富過ぎました。

　児童向けのポップな絵柄えがらで書かれた魔女ナターシャと古竜であったり、大人向けの劇画タッチのものであったりさまざま。なによりも異様だったのが、並べられているどの本に描かれている古竜も統一性がなく、白銀の鱗であったり赤だったり黒だったり、サイズも外見もなにもかもばらばらだったのです。

「あやつのことは──あの魔女のことは、この国の連中はしっかり覚えておるんじゃな」本の表紙を軽くなぞりながら、ルシェーラさんは目を細めます。

　魔女ナターシャの外見は記号化でもされているように統一されていました。

　黒のローブ。黒い三角帽子ぼうし。髪は橙だいだい色。

「あらいらっしゃいませ。観光客の方かしら」店先で立ち止まっている私たちが目に入ったのか、店員さんが店内からひょいと顔を出しました。「うふふ。うちの本屋に目をつけるとはお目が高いわ。あなたたち、さてはナターシャ様のファンね？　ああいいの！　言わなくても分かるわ！　見れば分かるから！　あなたたちからはまだファンになったばかりの初々ういういしい雰囲気で溢あふれているもの！」


「…………」まあ多分ファンでもなければこんな国には来ないのでしょうね。「……なにかおすすめの本とかありますか」



「うふふ。変なことを聞くのね。私の店にはおすすめの本しか置いていないわ！」


「…………」妙なテンションの店員に対して私がやや鬱陶うっとうしさを覚えたあたりでルシェーラさんが口を開きました。「のう、おぬし。わらわはこの女のことが知りたい。そういう本はないか？」



「うふふ。だったらこれがおすすめよ。ナターシャ様のことを深く知るにはこれが一番」

　そのように語りながら店員さんが差し出してきた本がこちら。

『ノーマネーだった私が秒速びょうそくで億万長者おくまんちょうじゃになった方法～ナターシャ奮闘記～』

　ルシェーラさんは本を叩き落としました。

「金の亡者もうじゃか！」

「あら。ごめんなさい。こっちの本は上級者向けだったものね……」

「上級者向けってなんじゃ……」「たぶん突っ込んだら負けな部類の物だと思います」顔をしかめる私たちでした。

　一方でマイペースな店員さんは、

「初心者にはこっちの本がおすすめよ」

　こほん、とわざとらしい咳せきばらいをしたのちにまたしても本を差し出してきました。

　それがこちら。

『古竜殺人事件～真実はいつも一つ～』

　ルシェーラさんは本を叩き落としました。

「なんであの魔女が探偵たんていやっとるんじゃ！」

「いえ、実は古竜を倒したあとに消息を絶ったから……多分探偵でもやっていたんだろうと専もっぱらの噂うわさで……」

　本を拾いながら、うふふ、と笑う店員さん。

　彼女曰く、ナターシャさんが姿をくらましたことにより、彼女の熱狂的なファンたちが妄想もうそうを膨ふくらませる幅を与えてしまったことで、どうやら近年においてはナターシャさんが大分酷使こくしされているとのことです。

「こっちの作品ではナターシャ様が現代にやって来て最強の魔法で無双するわ。現代の魔法使いは当時の魔法使いよりかなり劣おとっている……ということになっているので」

「要するにあやつが程度の低いところで胡坐あぐらかいてる穀潰ごくつぶしになる作品ということじゃな」なるほどー、と頷くルシェーラさん。

「こちらの作品では逆にナターシャ様の時代に主人公がタイムスリップして現代の料理を食べて貰もらったり現代の知識や技術を生かして無双します」

「それもうこやつがテーマでなくてよくない？」

「ナターシャ様を出すと売れるから……」

「この国の連中はほんとにあやつのことを愛しておるのか……？」


「…………」マイペースな店員さんはふいに遠い目をしました。「人気がありすぎると何百年経っても酷使されるものなんですよ……」



　要するにもはやこの国の人々に大人気なナターシャ様とやらはもはやこの国の創作物において好き放題に扱われる著作権フリーな存在になっているようでした。

　人気すぎるのも考えものです。

「どうなっとるんじゃ……。あやつがどんな人間だったか知りたいのに、これじゃあ皆目かいもく見当つかんぞ……」頭を抱えるルシェーラさんでした。「理解できん……どうしてこの時代の連中は大昔の人間をこぞって玩具おもちゃにして遊ぶのじゃ……」

　実際に大昔に生きて、彼女と対峙したことのあるルシェーラさんにとっては現在のナターシャさんの扱いは確かに異様に感じられるのでしょう。

　あまりに真実とかけ離れていることに違和感しかないのでしょう。

　けれど。

「大昔の出来事の本当の真実なんて、この時代を生きる人間の大半にとってはどうでもよいことなんです」私は彼女の肩に手を置きながら言いました。「ただ目の前の出来事が真実になるだけなんです」

　本来のナターシャさんがどうであれ、面白ければそれでよいということです。

　そこに真相しんそうの有無は介在かいざいしないのでしょう。

　だから好き放題できるともいえます。

「結局、あやつはどんな魔女だったんじゃろうな」書店をあとにして、宿屋を探す私の横で彼女はぼやきました。

「今のあなたにはどんな風に見えますか」

　私が顔を向けると、彼女は「んー」と短く唸ってから、

「タイムスリップしたり未来人を相手にしたり性転換せいてんかんしたり異世界に飛ばされたり探偵したりなんやかんや色々なことをやらされる苦労人」

「改めて聞かされると本当に酷いくらいに改変されまくってますね……」

「そーじゃのう……」ルシェーラさんは一呼吸、間を置いてから言いました。「じゃが、わらわの扱いはどれも同じじゃったな」

　諦あきらめたような口調で、あるいはなにもかも分かっていたように、言いました。

「わらわはどの本でも悪者じゃったな」

　とてもとても、寂しそうに。




　その日も、彼女はまともに眠ることはありませんでした。

　私がどれだけ言っても、

「仮眠かみんさえできれば十分じゃ」

　などと笑うばかりで、ずっと彼女は魔女ナターシャの本を読みふけっていました。

　安心して眠れる場所を探している彼女にとって、この国はやはりそうではなかったのでしょう。本来の姿の古竜であったかつてとは違い、脆弱ぜいじゃくな人間の身体となっている今の彼女では単純な眠気にすら敵かなわず、しきりに目を細めては大きな欠伸あくびを漏らしていましたが、それでも布団に入ることはありませんでした。

　結局、何度言っても彼女がベッドの中で横になることはなく、私はやがて諦めました。

「……きっと次の国は気に入ると思いますよ」

　気休め程度の言葉を投げかけ、私は眠りの中に落ちます。

「……だとよいがのう」

　まどろみに溶け込む中で、諦めたようなその声は微かすかに響いていました。





○






　翌日。

　私たちが訪れた国は壁かべの国と呼ばれていました。

　大昔、まだこの地に古竜ことルシェーラさんが現れるより前は、大きな壁を隔へだてて隣国りんごくとの外交の一切を絶っていたゆえにそのような名で呼ばれたようですが、今は見る影もありません。

　来る者を拒こばむように威圧いあつしていた大きな壁はその身を削けずり、ただの門と同程度の背丈せたけにまで縮みました。ずっと閉ざしていた門は今やずっと開けっ放しです。

　この地方において、大昔と比べ、最も姿を変えたのがこの国だと言われています。

　かつてはエルフと呼ばれる種族だけがこの国を支配していました。まあまあ排他的はいたてきでそこそこ閉鎖的な国でした。魔法を使うことができない種族ゆえに、外敵から身を守る術すべがそれしかなかったのでしょう。

　しかし今となってはそれも過去の話です。

　今、この街ではたくさんの種族が通りを行き交っていました。人がいて、エルフがいて、魔法使いがいて、獣人じゅうじんがいて、魔族の姿も見えます。今やあらゆる種族が、あらゆる人が暮らすのがこの国で、そこに種族の壁など存在しなくなっているのです。

　端的たんてきに申し上げるならば。

　それはとても、素敵すてきな国でした。

　再び訪れた私でも、芸がないくらい同じ感想を抱いてしまうくらいには。

「ようこそ旅人さん！　これ、どうぞ！」街を歩いていた私たちに、耳が長く金色の髪の小さい女の子の二人組──エルフが駆け寄ってきて、焼きたてのクッキーを差し出してきました。「うちのお店で焼いたの！　美味しかったらうちに買いに来てね！」

　そしてエルフさんたちは嵐あらしのように去っていきました。

「う、うむ……？」突然押し付けられたクッキーにルシェーラさんは戸惑いながら、「おぬし、これ実はめっちゃ辛いとかないよな……？」と私を見やります。

「ただのクッキーですよ」私は早速さっそくとばかりにもぐもぐしながら彼女をつつきます。「単に宣伝用にアルバイトが配り歩いてるだけです。お気になさらず」

　平然とした私に対して、しかし終始ルシェーラさんは訝しげでした。

「アルバイトって……、いまの十歳くらいじゃったぞ。この国ではあんな小さな子供たちに仕事をさせておるのか」

「私この前もあの子たちに会ったんですけど、あの二人とっくに成人してますよ」

「は？」

「エルフは成長が遅いんです。成人するのが大体五十年。それから数百年は余裕で生きると言われています。長寿ちょうじゅのエルフにいたっては千年生きているのもいるのだとか」


「…………」目を白黒とさせるルシェーラさんでした。「じゃあ一体いくつなんじゃ。あの二人は」



「三十歳だそうです」

「十歳の振りをする三十歳か……業ごうが深いな……」

　ただひたすら遠い目をするルシェーラさんでした。

　彼女たちも十八歳の振りをする数百歳の古竜には言われたくないだろうなとは思いましたが面倒くさかったので黙だまっておきました。

「じゃが、長寿の種族のわりに数が少ないのう。この国の大半がよその種族ではないか」

　街を見渡す限り、毛がふさふさな獣人や、魔法使いなどのただの人間、それにあからさまな翼や牙を生やした魔族ばかりで、もともとエルフだけの国だったというわりに、先住民の姿はほとんど見かけません。

　しかしそれもそのはずです。

「壁が壊されてから、恐怖におののいたエルフの大半はこの国から逃げ出してしまったんです。彼らは魔法も使えませんし、だから壁の中で生きていたのに、それが壊されてしまっては逃げるしかなくなりますからね──今この国にいるのはその当時にこの国に残ることを選んだ奇特きとくな方と、その子孫しそんでしょう」

「……そうか」

「少なくなった民を補塡ほてんするような形で、この国は色々な種族の拠より処どころのような形になりました。今はこんな風に栄えてはいますけれど、今日にいたるまでは色々と揉もめ事ごとも多かったそうですよ」

　まあ私も話を聞き齧かじった程度なのでよく分からないのですけれど。

「ではわらわを恨うらんでおる人間もこの国には多いということか」嘆息をひとつ漏らして、ルシェーラさんは言いました。「結局どこに行っても同じじゃのう。居場所を求めてさまよっているはずが、国々を渡って分かるのはわらわに居場所なんてないという現実ばかりじゃ」


「…………」



　その言葉は、『きっと次の国は気に入ると思いますよ』などと軽々しく言い放った私に対する糾弾きゅうだんのようにも聞こえました。

「わらわにとって人の世界ほど眩まぶしい場所はなかった」目を細め、ルシェーラさんは人々の日常を眺めていました。「故郷を追い出されてから、わらわはずっと一人で旅をしておった。この辺りの国々を訪れたのもそれが原因じゃ」

　そして。

　そこで彼女が懐かしそうに語り出したのは、ここにいたるまでの物語でした。

「わらわはただ、人と仲良くなりたかったのじゃ」
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　故郷で誰にも愛されることのなかった彼女は、居場所を求めて故郷を出たはずでした。

　けれど、結論から申し上げて、彼女が自分自身の居場所を見つけることは叶いませんでした。

　それは単に彼女を受け入れられるほどの度量のある国がなかったということでもありますし、それ以前に彼女自身が歓迎されていないことを察していたからでもありました。

　彼女は居場所を求め、いろいろな国を渡りましたが、どこに行っても、誰に会っても、種族や姿の違いから、彼女に近づこうとする者は誰一人としていなかったのです。

　それどころか、どこでも彼女は拒まれてしまいました。

「出ていけこのバケモノ！」ときに人は石を投げ、罵声ばせいを浴びせ。

「これ以上私たちの国に足を踏み入れないで！」あるいは武器を差し向け、魔法を放ちました。

　やはり彼女はただ一人、孤独なケモノでした。

　彼女が歓迎されることはありませんでした。居場所がありませんでした。結局のところ外の世界も、彼女の故郷となんら変わりがなかったのです。

　ずっと彼女は苦しみながら、自分自身を受け入れてくれる場所を探しました。

　けれど、終ついぞ見つかることはありませんでした。

　永ながらく放浪して分かったことは、彼女がどうあがいても孤独に生きるしか方法がないという現実だけでした。その時代は、そこに住まう人々は、彼女を受け入れることがどうしてもできなかったのです。

　ゆえに誰も彼女を愛することはなく。

　同時に、彼女も誰も愛することができなかったのです。

　彼女はきっと、生まれるのが早すぎたのでしょう。

　彼女はやがて、すべてを諦めました。

　それからは誰もがご存じの通り。

　伝承の通り。

　森の中。

　ただずっと、一人孤独に佇たたずむことしかできなかったのです。





○






「わらわは何度も人と仲良くなろうとした。じゃが、言葉も通じん間柄あいだがらでそんなことをしようとしても無駄むだじゃったのう」

　乾かわいた笑いが私の横から漏れました。

　彼女が何度もこの辺りの国に足を踏み入れていたのは単に人と仲良くなりたかっただけだからで、ただ単にそれだけだったのです。街に足繁あししげく通い詰めたのも、人を理解しようと努力していただけに過ぎなかったのです。

　ただ、彼女が人を理解できなかったように、人も彼女を理解することができなかったのです。

　人から見れば彼女はただの化け物でしかなく。

　彼女から見れば人は、ただ恐怖に憑とりつかれた目で武器を向けて来るだけの存在でしかなかったのです。

「あやつだけが、わらわを違った目で見ているように思えた」

　魔女ナターシャさん。

　彼女だけが、ルシェーラさんを畏おそれず正々堂々と立ち向かっていました。彼女の目は、もしかしたらルシェーラさんには、対等の立場に立つ人間のように想えたのかもしれません。

「結局あやつがなにを考えておったのかも分からず仕舞じまいじゃったのう。昨日行った国でも、結局あやつの事はなんも分からんかった」

　それは単に彼女に関するさまざまな出来事が妙に改変されていたからだと思いますけれど……。

「ナターシャさんのことを知ってどうするつもりだったんですか？」

「おぬしはわらわのことを知ってどうするつもりだったのじゃ？」

「えっ。……えっとー、いえ、別にどうとかではないですけど、興味があっただけです」お金の匂いがしたからなどとは口が裂けても言えませんね……。

「わらわもじゃ。わらわも、あの魔女に興味があっただけじゃよ」


「…………」



　そして彼女は、沈黙ちんもくを返す私に、微かに笑いました。

「もしもあやつもわらわと同じように、仲良くなりたいと思っていてくれたらと、ほんの少し期待しておっただけじゃ──」

　けれどルシェーラさんとナターシャさんが迎えた結末は、結局のところ四百年にも渡る沈黙でした。

「今やあやつがなにを考えておったのかなど分かりはせんがな」

　ナターシャさんに一方的に置いて行かれたような気分なのでしょうか。時間に取り残された気持ちを抱いているのでしょうか。

　大昔の出来事がどうであれ、彼女の真意はつまるところ、人と仲良くしたいだけの寂しがりでしかなく。昔の姿はどうであれ、今の彼女は、そんな寂しがりの一人の少女でしかなかったのです。

「おぬしには世話になったのう」と。

　そこで、ルシェーラさんはぴたりと立ち止まりました。「もう十分じゃ。どうやら世界は四百年経った今でも、わらわは一人で生きたほうがよいと言っているらしい──ここまで共に旅をしてくれたこと、礼を言うぞ。じゃが、もう十分じゃ」


「…………」



「おぬしには迷惑をかけたのう。なにか礼をしたいところじゃが──生憎あいにく、わらわはなにも持っておらん。見ての通りの無一文むいちもんじゃ。まあ、ここに来るまで何度か話してやった昔話を土産みやげ代わりにしてくれ。わらわの体験談を本にでもすれば少しは金になるじゃろう？」

「そうですねぇ……」私はぼんやりと返します。「でもあなたに買ってあげた衣類とか食事代とか、宿代を考えると、その……ねえ……？」

「えっ。なにおぬし。もしかして足りないとかぬかしとるんか？　なにも持たぬわらわからこれ以上奪うつもりか！」

「いえいえ。そんなつもりはありませんよ？　ただ、このままお別れするんでしたら……ねえ？　なんかちょっと足りないかなーって思っただけです」

　うふふ、と笑みを漏らす私。ひょっとすると彼女からすればそこそこに悪い表情をしているように見えるかもしれません。

「はー？　じゃあなんじゃ？　おぬしはなにがほしいんじゃ？」

　とてもとても投げやりに彼女は私に問うてきます。

　だから私は答えました。

「ほしいものはありません」

　端的に。

「でも、その代わりに、お別れをする前に、最後にもう一度お買い物に付き合ってくれません？」

　そうして私は、彼女の手を引いて、歩き出しました。

　数日間旅を共にしてきた相手と道の真ん中でお別れだなんて、風情ふぜいがありませんから。







「……なんじゃ。おぬしどんだけ本が好きなんじゃ」

　やや強引に私がルシェーラさんの手を引きながらたどり着いたのは、街の片隅かたすみにある本屋さんでした。老舗しにせというよりは単に古いだけのその本屋さんには、あまり新しいとは言い難い本が棚たなにずらりと並んでいます。

　極めて地味じみで、悪く言えば印象に残りづらい、そんな本屋さんでした。

　先日訪れた本屋さんのまるで対極に位置しているお店とも言えました。

「あなたとお別れをするならここが相応ふさわしいと思ったんです」私は粛々しゅくしゅくと答えます。

「風情がないのう……」呆あきれながら、店内に足を踏み入れるルシェーラさんでした。「こんなところに来ても、あの魔女のことが分かるわけでもあるまいに」

　その物言いはどこか投げやりで、魔女ナターシャさんのことを諦めているように聞こえました。

　あるいは、この国で生きることを──人の世界に生きることも諦めているようにも。


「…………」私はただ黙ってルシェーラさんの後ろに並んで、本棚たちが肩身かたみを寄せるように狭せま苦くるしく並んでいる本屋の中を、進みました。



　古くさい資料本の数々が並んでいました。先日訪れた本屋のように暇ひまつぶしにおあつらえ向きの小説の類たぐいは一切置いてはおらず、本屋の中は堅苦しい文字で埋め尽くされていました。

　ただの観光客ならば絶対に入らないような萎しなびた本屋とも言えました。

　けれど地元の人間にすら興味を持たれないほどに──忘れ去られてしまうほどに退屈なお店とも言えました。

　居心地が悪いわけではありません。けれど、きっと、ふらりと立ち寄った客ならばそのままふらりと出て行ってしまいそうなほどに存在感のないお店でした。


「…………」



　そんなお店の中で、私の前を歩いていたルシェーラさんは、ぴたりと歩みを止めました。

　立ち止まって、店の奥──そこから出てきた一人の店主に、視線を奪われていました。

「あらいらっしゃい」

　店主の老婆は、にっこりと人のよさそうな笑みを浮かべると、「あなた、よそから来た子ね？」と見透かしたように語りました。

　分かるのですか？　と私が尋ねることはありませんでした。言わずとも彼女には分かるのでしょう。

　私がよそから来た人間であることも。

　私の前にいる彼女が、どこのどなたであるのかも。

「……おぬしは……」

　そしてルシェーラさんも、同様に、目の前の彼女がどこのどなたなのかを理解したのでしょう。

　色は抜け落ち、真っ白になった髪。かつての面影をほんの僅わずかにしか残していない皺しわだらけの顔。かつての厳格げんかくさなど微塵も残っていない衣装。

　そこに立っていたのはただの老婆で、それ以上でもそれ以下でもありません。

　けれどルシェーラさんは、ひと目見たその瞬間に、それが誰であるのかを理解したのです。理屈りくつを度外視どがいしして、直感ちょっかんで感じ取ったのです。

　目の前にいる老婆が誰であるのかを。

「私は昨日、言ったはずですよ」

　きっと次の国は気に入ると思いますよ──と。

　その言葉に噓偽いつわりはありません。私が語った言葉は、紛まぎれもない本心です。

　この国には、魔女ナターシャさんが未だ生きておられるのですから。
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　私がこの国に初めて来たときのことでした。

　不思議なご老人が、私の前で不思議な話をしてくれました。

　古竜がこの辺りの国々で暴れて。

　魔女がそれを退治した、古くから伝わる伝承の物語。

　おばあさんは私が読んでいた資料よりもやけに詳しく、まるで見て来たように当時の出来事を語ってくれました。本に書いてある出来事よりもよほど生々なまなましく、それらの伝承を教えてくれました。

「……どうしてそんなに詳しいんですか？」

　と私が首をかしげると、おばあさんは軽く笑って、

「私がナターシャだからに決まっているでしょう？」

　と言いました。

　まるで当然であるように言いました。

　古竜を封印したのち、魔女ナターシャはしばらく放浪の旅に出ました。行方ゆくえをくらまして、一人の時間を過ごしました。広い世界を見て、さまざまな文化に触れました。

　そして、ほどなくして、壁の国に住むようになったのだそうです。

　魔女であることを辞やめて、ただの一人の女性になったのです。そうしてこの国でひっそりと暮らしていたのです。

　とはいえ古竜との激しい戦闘と、大半の住民が出て行ってしまったせいで、ルシェーラさんを封印した直後にいたってはこの国はほぼ壊滅状態であったと言います。

　彼女は国を再建することに尽力じんりょくしました。

　同時に、いろいろな種族が住めるように、この国の壁を壊し、種族による垣根を取っ払ったと言います。

　彼女自身は身を隠したつもりはないそうですが、しかし色々な種族が入り乱れるようになったこの国の中で彼女の存在は紛れ、よその国の者たちからは彼女が失踪しっそうしたように見えたのでしょう。

　ナターシャさんがこの国を新しく作り変えたのには理由がありました。

「私はね、当時のことを思い出すたびに、心が痛むのよ」

　彼女は思い出話の最中に、このように語っていました。「あの当時、私は古竜と対峙して、封印することしかできなかった。世の中の風向きが、そうでもしない限り古竜を許さなかったから。そうでもしない限り騒動そうどうにおさまりがつきそうにもなかったから」

　けれど──と彼女は言葉を紡ぎます。「私は、あの古竜が悪い存在だとはどうしても思えなかったの。あの古竜はひょっとしたら、私たちと仲良くなろうとしているんじゃないかと思ったの。私たちと一緒にただ過ごしたいだけなんじゃないかってね」

　だからこそナターシャさんは古竜を殺すのではなく、封印したのだと言います。

　それと同時に、岩から出てきたときには、もう二度と街を踏みつぶすようなことがないように、二度と古竜の姿にならないように魔法をかけたのだと言います。

　身体の構造を根本から作り変えるような大規模な魔法が定着するのには大幅な時間がかかったと言います。

　それこそ四百年ほど。

「あの古竜がそうなることを望んだかどうかは分からないけれど──これは単なる私の希望でしかないけれど──あの古竜は、人になることを望んでいるような、そんな気がする」

　言葉を交わしたわけでもなければ、ただずっといがみ合っていただけなのに。

　けれど、どこかで二人の心が通っていたのでしょう。

「旅人の魔女さん。どうか、あの古竜の真意を聞き出してきては貰えないかしら」

　結局のところナターシャさんが私に「昔話を聞かせてあげる」などと店の奥に連れ込んだのは、これをお願いするためだったのでしょう。知らない人にほいほいついていってしまう私の詰つめの甘さよ。

「報酬ならある程度あげるわよ。私、死ぬまでお金に困らない程度には安定した貯蓄ちょちくがあるから」

　などと甘い言葉でナターシャさんは私を誘惑します。

「……古竜はどこにいるんです？」

　そして誘惑に簡単に負けてしまう私の情けなさよ。

　けれど、私はここで一つ、疑問を抱きました。

「古竜に随分と固執こしつしていますけれど──どうしてですか？　伝承を聞く限りではまごうことなきただ人に迷惑をかけるだけの厄介やっかいな存在にしか思えませんけれども」

「そうねえ……」

　私の言葉にナターシャさんは、端的に返しました。

　このように。

「あの古竜が私と同じ目をしていたから、かしらねぇ」

　ナターシャさんは、そして私にもう一つの昔話を語りました。

　それは一人のケモノが故郷で虐げられた話でもあり、追い出され、故郷を求めて色々な国を放浪した話でもあり。

　最後には結局、森の中でただ一人で過ごすことしかできなくなってしまった悲しい物語でした。

　結局のところ。

　彼女たちは最初から最後まで、なにからなにまで同じだったのです。

　ケモノとは、とどのつまり。

　ナターシャさんのことでもあり。

　そしてルシェーラさんのことでもあったというだけのことなのです。





○






「私は元々この国の生まれでね──今はもうすっかり髪も年とって色も抜け落ちちゃったけれど、昔は綺麗きれいな橙色の髪をしていたのよ」

　ナターシャさんは自らの耳にかかった髪を指で持ち上げました。

　エルフの特徴たる長い耳が露わになります。エルフの国に生まれた彼女は、しかし人間とのあいだに生まれたことにより、同族から忌み嫌われ、恐れられてきました。

　なにより、エルフでも人でもない中途半端な外見は、この国でも、よその国でも受け入れられなかったのです。

　ゆえに彼女は、長い間、一人で生きてきました。

　そんな彼女に転機が訪れたのは四百年前のことでした。森に大挙して現れた国々の役人たちが、彼女に必死に頭を下げて、古竜を退治してほしいと頼んできたのです。

　ナターシャさんは当時、チャンスだと思いました。ここで恩を売れば、きっと人とも仲良くなれるだろうと思ったのです。

　けれど。

「あなたの目を見たときに、私は思ったの」ナターシャさんは、ルシェーラさんの頭にぽん、と手を置いて、言いました。「私と同じように、きっとこの古竜も一人で苦しんでいるのだと。あなたは、そんな目をしていたから」

　孤独に苦しんでいる目をしていたから──と。

　ゆえにナターシャさんは、古竜を封印したのちに、生まれ故郷のこの国を四百年かけて作り変えたのです。

　どのような種族でも受け入れる、不思議な国へと。

　たとえ人々の記憶の中から、ナターシャさんの存在が薄れていったとしても。

　古竜がただの伝承として忘れ去られたとしても、彼女だけは忘れることなく、四百年の時を待ち続けたのです。

「おぬし、本当に大馬鹿者じゃのう……」

　ルシェーラさんは、自らの頭の上へと手を伸ばし──皺だらけになったナターシャさんの手をとり、頰ほおに添えました。

　その感触を、人間の肌で確かめるように。

「わらわ一人のためだけに、こんな無茶をやらかしたのか。わらわを待ち続けて、こんなに皺だらけになり果てたのか」

　大馬鹿者め──と。

　そんな彼女に、ナターシャさんは笑いながら首を振りました。

「あなたのためだけにやったわけではないわよ」

　そして彼女は、優しく語り掛けるのです。

「全部私のためにしたことよ」

　自分自身と鏡かがみ合わせの、ルシェーラさんに向けて、そのように。





○






「うーんイマイチかなぁ……」

　とある出版社にて。

　私がその日持ち込み用にと差し出した原稿用紙をひとしきり読み終えた編集者は、渋しぶい顔で唸り、テーブルに原稿を放り投げたのちに、胸の前で両手をせわしなく動かしながら、

「いや、まずね？　四百年後の世界で古竜が復活するっていう展開は面白いよ？　いいと思う。でもねぇ……なんで美少女なの？　これ男でもいいよね？　あと魔女ナターシャ様がただの老婆になってるけど、これもリアリティないね。全然ない。だってもうとっくに死んでるでしょ。あと主人公が魔女の女の子っていうのもなぁ……」

「はあ……」

「うちの出版社で出したいならまず古竜は美少女じゃなくて昔のままの姿で出して、それと、ナターシャ様は過去から現代にタイムスリップさせよう。主人公は女の子じゃなくてイケメンの男の子ね。それとヒロインの女の子を最低でも三人用意してね。全員主人公に対する好感度マックスで」

「いえ、でもそれだとリアリティが……」

「おいおい君が今僕ぼくに読ませた原稿だって随分リアリティに欠けてるよ？」


「…………」



「魔女ナターシャを扱った小説なんて今まで腐るほど出尽くしてるからさぁ……今は斬新な設定が好まれるんだよねぇ……」


「…………」



　事実は小説より奇なりとは言いますが、実際のところ奇あやしさも過ぎればただお粗末そまつなだけの虚構きょこうとなんら変わらないようで、何軒かの出版社を回って、今回の顚末てんまつをまとめたモノを小説として読ませてみましたが、誰一人としてこの物語に共感する者はいませんでした。

　この物語は、きっとたった二人しか分かち合うことのできない、奇特な物語なのです。

「そうだ。いっそのこと主人公は魔女ナターシャの生まれ変わりということにしよう。それで最初から古竜を圧倒できるくらいの力を持っているんだ。これどう？　斬新じゃない？」

「いえむしろボロ雑巾ぞうきんと同レベルで使い尽くされていると思います」

　私はテキトーに礼を一つしたのちに、原稿用紙をまとめて出版社をあとにしました。







　ルシェーラさんとお別れしてから数日が経ちました。

　相変らず人種の垣根を忘れた壁の国では慌ただしく時間が過ぎ去っていきます。人がいて、エルフがいて、魔法使いがいて、獣人がいて、魔族の姿も見えるこの街では、なにもかもが新しく、なにもかもが懐かしく感じられました。


「…………」



　一人旅へと戻るために門へと向かっていた最中、ふと私は立ち止まりました。

　小さな本屋さんが目に入ったのです。

　それは物見ものみ遊山ゆさんの旅人の多くが興味を示さないようなこぢんまりとした本屋であり、あるいはこの国に住まう人々すら忘れていそうなほどに存在感の薄いお店でした。

　私は、その店に足を踏み入れます。

　懐かしい匂いが漂いました。

　店の奥では、優しげな表情を浮かべた老婆が「あらいらっしゃい」と笑みを湛たたえて待っていました。お行儀ぎょうぎよく正座せいざをしながら、待っていました。

　あなた、よそから来た子ね？　と知った風な口をきかれるよりも先に、私は、

「これ、どうぞ」

　と原稿用紙の束を押し付けます。


「…………？」受け取りながら、彼女は、「これは？」と首をかしげてきましたので、



「どうやら娯楽向きではなかったようですので、このお店に寄贈きぞうすることにします」

　と端的にお答えしました。小説としては面白くはないですが、しかし堅苦しい本ばかり置いているこの本屋にはそこそこ合うのではないでしょうか。

　彼女は原稿用紙に目を通して、すぐに顔を上げました。

「……これを売れと？」

「いえ、お好きにしてください。棄すてていただいても構いませんし、売っていただいても構いませんし、お任せします」

　ただ、私は忘れてほしくないだけなのです。

　街の人々が忘れてしまっていても、この地方の人々の中にただの伝承として語り継がれるようになったとしても、この街に生きている二人を確かに覚えている人間がいることを。

　たとえどちらかの寿命じゅみょうが尽きるようなことがあっても、それでも孤独に戻るわけではないということを。

　……などと。

　そんな恩着せがましい思いは胸の奥に留めながら、

「まああなたの謝礼があまりにも多すぎたから少し見返りをしたくなっただけですよ」

　と冗談めかして、私は言うのでした。

「……そう」

　ナターシャさんは、私の原稿用紙を大事そうに抱えながら、答えます。「だったら、これは捨てられないわね」と。

　ところで。

「……ルシェーラさんはどちらに？」

　私は視線を左右に振ってみましたが、肝心のもう一人──古竜ルシェーラさんの姿がどこにも見当たりませんでした。

　私とお別れをしたのちに、ルシェーラさんはナターシャさんのお店で働くことになったと聞いたのですけれど……。

　いませんね。

「彼女ならここよ」

　ナターシャさんは、人差し指を自らのお膝元ひざもとに向けました。


「…………」



　そこにはルシェーラさんの姿が確かにありました。

　ナターシャさんの膝に頭を預け、瞳を閉じて、心地よさそうに彼女はぐっすりと眠っていました。

「……気持ちよさそうですね」自然と私の声が小さくまとまってしまうくらい。

「……ええ」彼女は、ルシェーラさんの髪を撫なでながら静かに頷きます。

　髪に触れられ、「……んん」とルシェーラさんは小さく呻うめき、仰あお向むけになりましたが、それでも起きることはありませんでした。

　きっとしばらくはずっとこのまま起きないことでしょう。

　今、安心して眠れる場所にいる彼女は。

　まるで親からの読み聞かせを受けて眠りに落ちてしまった子供のように、静かで、安らかでしたから。
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　かねてからわたしには魔法使いに対する強い憧あこがれがありました。

　それは小さい頃に読み聞かされた本に出てきた魔法使いが強くて格好かっこうよかっただとか、なんか便利そうだとか、魔法使いが実際どんな者なのかよく分からないけどなんかステキだとか、そういった夢見がちな乙女おとめが陥おちいりがちな安直な憧れによるものでしたが、わたしは丁度ちょうど八歳の誕生日を境さかいに、この単なる憧れによる夢を一つの目標として据とらえるようになりました。

　わたしの人生を一変させる出来事があったのです。出会いがあったのです。

　わたしが魔法使いになりたいと言い出したとき、父は、

「あぎゃんこつがあったちゅうとに、なんば言いよるったい！（方言ほうげん）」

　と猛反発したものですし、母にいたっては、

「え……？　どうしたと？　あた病気？（方言）」

　などとわたしの頭の中身を心配する始末しまつですらありました。しかしそれもそのはずで、わたしが魔法使いを目指すようになった要因というのは、田舎いなか者であるところの我が一家が、わたしの八歳の誕生日祝いに都会へと旅行に連れていってくれた出来事に起因きいんするのです。

　はー？　一人娘の誕生日に都会旅行をプレゼントってなに……？　とも当時は思いましたが、観光自体はそこそこ楽しゅうございました。

　初めて見る都会の街並みは、背の高い建物がずらりと並んでいました。普通は平屋、よくて二階建ての建物がデフォルトの我が故郷ふるさとを基準とするならばここは大金持ちセレブの集落であるのではと見紛みまがうほどですらありました。凄すごいなあこんなに背の高い建物に住んで崩れたりしないのかなぁ、などとそわそわしながら両親に手を引かれて歩くわたしがそこにはおりました。

「ほうら、アルテ、ご覧なさい。あれが都会の金持ちのハウスですよ（田舎者であることを周囲に悟さとられないために敬語）」

　とその辺の建物を指差すマイダディ。

　直後にその辺の建物一帯が吹っ飛びました。


「…………」



「……パパ、魔法使えると？（方言）」わたしはお父さんを訝いぶかしげに見たものですが、当然ながらそんなはずはありませんでした。

　あとから聞かされたことではありますが。

　その日、わたしたちが訪れた都会、ラトリタ共和国では、どうやら魔族が暴れていたそうなのです。

　ですから、たとえば遠くの方から氷柱ひょうちゅうが飛んできたり、建物が崩れて吹っ飛ばされて瓦礫がれきとなって降ったり、街のいたるところで爆発が起こったりしましたが、これも都会の日常風景というわけではなく、すべての元凶げんきょうは悪さを働く魔族さんにあったようです。

　わたしと両親といえば、建物が吹っ飛ばされたことを境に「ひええ都会おっかない！」などと叫び、慌あわてて逃げ出しました。それはもう大慌てで逃げ出しました。炎や氷、瓦礫や矢が飛び交う街の恐ろしさといったら筆舌ひつぜつに尽しがたいものがありましたから。怖くて怖くて仕方ありませんでした。

　両親はわたしの手を握り、わたしも両親を強く握り返して、逃げました。人ごみに紛まぎれて、とにかく走りました。

　けれど。

「──きゃあ！」

　必死ひっしに逃げ惑う人々の群れは、わたしたち家族を引き離しました。なんともベタなことに、わたしは逃げる最中に転んでしまったのです。

　わたしの名前を呼ぶ父と母の声が随分と遠くに聞こえました。足には鋭するどく痛みが走っていて、力を込めるだけで痛くて仕方ありませんでした。ああこれでは走れそうもありません。

　けれどわたしに降りかかった不幸はそれだけに留まりませんでした。

　瓦礫が降り注いでいたのです。

　魔族と魔女の戦闘の弊害へいがいでしょうか。ぼろぼろに崩れた建物の成れの果てが、わたしの真上にあったのです。

　死を覚悟かくごする余裕もなく、逃げる努力も起こらず、わたしはただその場で、迫りくる瓦礫を見つめながら、ただ茫然ぼうぜんとすることしかできませんでした。身体がまるで言うことを聞いてくれなかったのです。

　そして、瓦礫がわたしの視界を覆おおった直後。

　──ばつん、と鋭い音が響きました。

「え……？」

　そのときに見た光景は今でも忘れられません。

　ひとり、魔法使いが立っていました。

　魔法で瓦礫を切り裂いたのでしょうか。彼女の傍かたわらには真っ二つになった塊かたまりが転がっていました。

　魔法使いの彼女は、そしてわたしを振り返りました。

　命の恩人ともいえるその人の顔も、髪型もよく思い出せません。


「────」



　そのとき彼女がわたしになんと言葉を投げかけてくれたのかさえ、わたしの記憶の中には残っていません。

　顔も髪かみも、背せ格好すらあやふやな記憶の中にしかいない彼女に、しかしわたしは強く憧れました。

　かっこいいと、心の底から思ったのです。

　こんな人になりたいと思ったのです。

　魔法使いに憧れたのです。

　彼女は、そして、ただただ惚ほうけることしかできなかったわたしに手を伸ばし、頭に触れて、優しく撫なでてくれました。

　わたしはもしかしたら、そのとき、魔法使いというものに恋をしたのかもしれません。




　思い立ったが吉日きちじつという言葉があります。猪突ちょとつ猛進もうしんガールに分類されるわたしはこの日を境に、魔法使いになるべく勉強を始めました。

　旅行から帰った直後に、村に一つしかない図書館に毎日のように籠こもりました。聞くところによると、わたしが両親とともに訪れたラトリタ共和国には魔法学校があるらしく、そこでは魔法を学べるそうなのです。

　というわけでわたしは、その学校に通うためにとにかく特訓に特訓を重ねました。教えてくれる人は誰もいませんでしたが、それでも練習して、最低限の魔法が使えるようにはなりました。わたしには意外なことに少なからず、魔法の素養そようはあったようです。

　両親には「魔法使い？　やめとけって」と反対されましたが、それでも勉強しました。都会での事件に巻き込まれて以来、「やっぱり田舎が一番だよね」という考え方を強固きょうこにした両親を説得するのはとても骨でしたが、学費を自腹でなんとかするという条件を叩きつけることで、なんとか納得してもらいました。心配する両親を前にして、

「まあ、見とって。ウチ、立派な魔法使いになるけん（方言）」

　ふふん、と栗くり色の髪をふぁさー、となびかせながら、わたしは断言しました。

　それが今からちょうど半年前の出来事。




「あなた、このままだと退学ですよ」

　そしてこれが今日の話。

　人気ひとけがなくなった校舎の中。外の景色けしきは茜あかね色。普段数十人の生徒がぎゅうぎゅうに押し込められて魔法を学ぶ教室には、わたしのほかに一人の生徒と、一人の教師だけ。

　数日前に行われたテストで全教科赤点などという意味不明な功績を残したわたしに呆あきれるように大きく息を吐はきながら、先生はそのように言いました。

「え、退学って……。まじですか……？」

　そのときのわたしの反応がこちら。ぽかーんと、口を開けながら、確かにそのように言いました。

「いくらなんでもこの成績では……」肩かたをすくめる先生。もはや手の施ほどこしようがありませんと匙さじを投げそうな勢いですらありました。

「そんなにひどいですか……」

「特に一般科目の成績は壊滅かいめつ的と言っても差さし支つかえないです」

「くうう……」涙目なみだめのわたしでした。

　しかしながらわたしがこんなにも成績が悪いことにはれっきとした理由があるのです。

　此度こたび受けたテストで実施された科目のうち専門科目は四科目。それに対して一般教科が全部で八科目。ラトリタ国立学園はなぜだか一般科目のレパートリーがやけに豊富なのです。生徒が多かった昔は一般課程と専門課程が分かれていたようで、一般科目がやけに多いのもその名残だそうで。

「専門科目だけだったらオール赤点なんて成績にはならなかったのにぃ……一般教科が多すぎるのが悪いんです……」恨うらみごとの一つでも吐いてやりたい気分でした。完全に不貞ふて腐くされていました。「大体、一般科目を勉強する理由がよく分からないですよ……。数学なんて将来の役に立たなそうな計算と公式を覚えさせられるだけですし、哲学てつがくなんて頭のお堅かたい大人が考えなくてもわかるようなことをこねくり回して変な言い回しにして頭いい風を装よそおってるだけですし、歴史の授業なんてこの国の歴史をただ延々えんえんと呪文じゅもんみたいに羅列られつされてるだけじゃないですか。モチベーション上がらないですよぉ……」

　要約すれば、わたしは立派な魔法使いになりたいんですー！　一般教科なんて興味ねーですよ！　ということでした。

　先生はそんな風にただひたすら屁理屈へりくつをごねるわたしに眉まゆをひそめながら、

「ここで学んだことは必ず将来どこかで役に立ちます。無駄むだだと思うから無駄になるんです」とため息をこぼしました。「いいですか？　学校をただ勉強するだけの場所だと心得ているからよくないのです。学校は勉強に留まらず、ありとあらゆる物事を学ぶ場所でもあります。ここで色々な分野を学ぶのは、勉強の仕方を勉強しているからでもあるのです」

「勉強の仕方ですか……？」いまいちよく分かりませんでした。首をかしげてしまいます。

　物分かりの悪いわたしに、先生は人差し指ひとつ立てて、

「教科によって勉強の仕方は違うものでしょう？　数学は公式を理解しながら問題集を読み解きますし、歴史は物語を追いかけます。哲学は哲学者の言葉や考え、意味を咀嚼そしゃくする必要がありますよね。教科によって、生徒は努力の方法を自然と変えているはずです。確かに勉強した知識は将来的には役に立たないかもしれません。けれど、努力の方法は培つちかわれるのです。学生時代に机に向かった経験は、大人になったときに新しい知識に手を伸ばすための呼び水になります。つまり勉強とは将来を切り拓ひらくための武器なのです」

　そして先生は言いました。

「勉強が必要かと問われれば私は間違いなくあると答えます──学園生活で無駄なことなんて一つもありませんよ、アルテさん」

　要するに「一般教科もできないようなあなたはこのままでは灰はい色のしみったれた人生が待ち受けていますよ」と言いたいようです。

　とてもフラットな声色こわいろで先生は淡々たんたんと語るものですから、わたしはびくりと慄おののきました。わたしが怯おびえたのが分かったのか、先生はその直後に柔やわらかく笑って、

「あと学校は人間関係を学ぶ場でもありますね」と言いました。「あなた友達はいますか？」とも。

「えっ。突然なんです？」

「勉強だけやっているだけでは将来が安泰あんたいというわけではないということです……」

　先生は軽く笑みを浮かべ続けながらも遠い目をしてそのように言いました。なんだかよく分かりませんでしたが、「よい成績に胡坐あぐらかいていると周りから疎うとまれるんです……人間社会を生き抜くには愛嬌あいきょうを振りまき他者に媚こびへつらうことも必要ですよ……勉強しかできなかった人間は社会に出たあと苦労するんです……」とぼやきました。過去にどうやらなにかあったようです。深くは聞けませんでした。

　たぶんこれは先生の暗部あんぶです。

「あ、そういえば今までの半年で結構長いこと補習をしていますけれど、補習仲間なんてできたりしていませんか？　だったら補習仲間同士で教え合ったりするのもいい勉強に──」

　おやなにを仰おっしゃるのやら。

「先生。そもそも補習仲間なんていないです」わたしは先生の言葉を遮さえぎりながら言いました。

　本日の補習は放課後の教室を利用して行われているとはいえ、実際、この場において先生に勉強を教えて貰もらっているのはわたし一人です。

　普段は放課後の補習は学校併設の図書館でやるのが通例になっているのですが、先日、夜中の図書館に何者かが忍び込んで持ち出し禁止の本を盗んだせいで、学校側は図書館を一時的に閉鎖へいさするにいたったのです。図書館には有益な資料本がいくつも収蔵されているために、一時閉鎖の憂うき目に遭あって迷惑を被こうむっている生徒は多いことでしょう。かくいうわたしもそうです。

　ともかく、つまりは同じ教室にいるとはいえど、もう一人の生徒はわたしと同じように補習を受けているわけではないということです。

　もう一人の生徒。

　ちらりとわたしは振り返ります。


「…………」紫むらさきの髪を頭の後ろ一つで結んでいる女子生徒が、机に向かい、静かに勉強していました。凛りんとした蒼あおの瞳は、わたしの視線に気づくことなく、微動びどうだにしていません。



　そこにいたのは、有名な生徒でした。

　名前はリナリア。

　わたしが全教科落とすにいたった此度のテストで全教科ほぼ満点をとった、優等生さんです。テスト終了後日に廊下に張り出される成績表ではいつもわたしとは正反対の位置でぼうっと眺ながめているのが彼女です。

　つまり頭脳ずのう明晰めいせき成績優秀。ついでにイイところのお嬢様。そして才色さいしょく兼備けんびという、完璧としか言いようのない女子生徒であり、要するにわたしとはもっとも縁遠い女子であり。

　つまるところ、高嶺たかねの花です。


「…………」



　格の違いを見せつけられたみたいで勝手に落ち込むわたしでした。

「アルテさん」

　先生はそんなわたしの肩かたに触れて、優しく言いました。

「ところで話は変わるんですけど、補習が終わったらゴミ捨すてをやってもらえますか？　実はほかの先生から押し付けられてまして……」


「…………」



　もしかして励はげましてくれるのかもと一瞬いっしゅん期待した私が愚おろかでした。落ち込むわたしに容赦ようしゃなく追い打ちをかけるのが先生という人でした。なんとなく先生が過去に勉強しかしてこなかったことを悔くやんでいる所以ゆえんが垣間かいま見えた気がしました。

　というか、

「あの、先生それただサボりたいだけなんじゃ──」

「ま、これも勉強だと思ってください」

「いやただサボりたいだけじゃ──」

「いいですか？　学園生活に無駄なことなんてなに一つとしてないんですよ……」


「…………」



　その台詞せりふ吐いてればとりあえず許されると思ってません……？

　結局、先生による「代わってくれたら補習を早めに切り上げて差し上げるのもやぶさかではありません」という誘惑に屈くっしたわたしは、先生のサボタージュに加担かたんするにいたりました。
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　この学園におけるゴミ捨てとは、学校中にあるゴミ箱の中身を回収して、校舎裏にある焼却しょうきゃく炉ろに突っ込むだけの簡単なお仕事。魔法を使ってゴミを一気に大量に運んだりできるとはいえど、面倒なことに代わりはありません。ゆえに先生も生徒も基本的にはやりたがらないのです。

「そう……勉強の仕方を勉強していると思うのです……」自分自身にそのように言い聞かせながら杖つえを振るい、集めたゴミを焼却炉にスローインするわたしでした。

　吸い込まれたゴミは次から次へと炎に包まれます。魔法の炎が勝手にゴミを消けし炭ずみにしてくれるのです。どこから魔力を供給しているのかは不思議ですが、この学園の敷地内にはこういった奇妙な施設が幾いくつも存在しています。

　ポイポイと放り込まれるゴミ。ごうごうと燃え盛るゴミ。そんな様子をただ眺めるゴミのような成績のわたし。突然虚むなしさがわたしを襲いました。

「わたしは一体こんな場所でなにをしているんでしょうね……」

　ため息交じりに焼却炉に語り掛けるわたしでした。生ぬるい吐息といきは炉の中で火をほんの少し揺ゆらしただけで消えました。

　大おお見得みえきって田舎から飛び出して、わざわざ都会の学校に通って、魔法を勉強しているというのに、いつの間にやら退学寸前にまで追いやられる始末。わたしは都会の学校の授業にすっかり置いて行かれていたのです。

　こんな体たらくでは、立派な魔法使いになどなれるわけもありません。いつか命を救ってくれた魔法使いさんのようになるなど遠い遠い夢物語でしかないのではないでしょうか。

　現実はそうそう上手うまくいくものではありませんでした。

　ただただ、ため息がこぼれるばかり。

　不甲斐ふがいない自分を憂うれうように、わたしは暗くなった空を見上げます。

「これからどうすればいいのでしょう──」情けない言葉が自然と零こぼれました。

　そのときでした。

　こつーん！　とわりと激しめの音とともに、わたしの額ひたいになにかが直撃。

「いったああああああああっ！」


　鋭するどい痛みに頭を貫つらぬかれ、目尻めじりに涙が浮かび、しゃがみ、俯うつむき、「くううううっ……！」と両手で額を覆うわたし。直後にわたしの足元になにかが転がります。



　涙でぼやけた視界に入ったのは、銀ぎん色の懐中かいちゅう時計どけいでした。

　既すでにどん底だったわたしに追い打ちをかけたのはこの懐中時計だったようです。忌々いまいましい！

「もおおお！　誰やああ！　こげん嫌がらせばしてくる奴は！」

　懐中時計を拾い上げながら立ち上がり、わたしは声を張り上げて校舎のほうを睨にらみました。しかし怒おこる田舎者に対し声を返す人など現れはしません。

　そもそも校舎はほぼ無人ですし。


「…………」虚むなしさが再び舞い戻りました。



　握りしめた懐中時計はとてもとても古めかしいデザインの代物でした。アンティークものと呼んでしまうのが相応ふさわしい程度には。


　…………。



　売ったらそれなりの値になりそうですね……。

「アルテさん」そのとき薄うすくにやけるわたしを背後から突き刺す声がありました。「ゴミ捨て、ご苦労くろう様です。ありがとうございます」先生でした。

「あ、なんだ先生ですか……」

「？　今、なにかポケットに入れませんでした？」

「え？　入れてませんが？」噓うそです。懐中時計は我がポケットの中に収められてます。反射的に突っ込んでしまったのです。

「……？　そう、ですか……まあいいですけど……」瑠璃るり色の瞳でじっと私を見つめる先生でした。
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「ところで、アルテさん。今から暇ひまですか？」

「えっ。まだなにかあるんですか……？」

　身構えるわたし。しかし先生は、「ああ、別に仕事を頼みたいわけではないですよ」と首を振ります。

「実はですね、明日から図書館が再開することが決まったんです。それで今日、掃除そうじのために図書館を開放しているんですよ」

　わたしがゴミ捨てをしている間に先生は図書館を綺麗きれいにしていたようです。ただ単にサボりたかったわけではなかったんですね……。

「で、今ちょうど掃除が一段落いちだんらくしたところなんですけど──どうです？　もしよければ、幾つか本、借りますか？　今なら、図書館はほぼ無人ですし、なんでも好きに借りられると思いますよ。もちろん、持ち出し禁止の本も今なら読み放題です」

「まじですかー！」申し出はありがたいことこの上ありません。けれど、「でも、いいんですか……？　わたしだけ特別扱あつかいみたいなことを受けたりして……」

　若干じゃっかんの罪悪感も否いなめませんでした。というか掃除の名目で図書館を利用するって普通にルール違反では？

「ま、ゴミ捨てを代わってくれたお礼ですよ」

　先生は軽く笑い、言いました。

「無駄なことなんてなに一つとしてないと言ったでしょう？」
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「では今から一時間後の午後八時にここは閉めますから、借りたい本があるならそれまでに私の元に持ってくるように。ちなみに今日のことは他の先生には内緒ないしょでお願いしますね？」

　人差し指を唇くちびるに添そえてくすりと笑ったのち、図書貸出の受付カウンターに座り、先生は読書を始めてしまいました。

「では各自自由行動でお願いします」

　とのテキトーな言葉も添えながら。

　各自、というのはつまるところ、このあまりよろしくない秘密を共有しているのがわたし以外にもいる、ということでもありました。

「分かりました」簡潔かんけつ明瞭めいりょうかつ淡泊たんぱくな返事だけをしてさっさと書架しょかへと向かうリナリアさん。実にクールな対応でした。かっこよい。

　先ほど教室の後ろのほうで勉強していた彼女もどうやらわたしと同様に放課後のお仕事に巻き込まれたようです。

　見上げるほど──ほうきでも使わなければ到底届かないほどに背の高い本棚が規則正しく並んでいる図書館の中、彼女の姿はすぐに見えなくなりました。

　わたしも「了解です！」と先生に敬礼けいれいを一つしたのち、踵きびすを返しました。

　本棚の間をずっと奥まで進むと、鍵かぎのかかった部屋が幾つか見えます。古びた図書館の中でも一層カビくささを放っているそこにはそれなりに大げさな内容を記しるしている魔導書や、あるいは学校創設時代から今にいたるまでのありとあらゆる資料が入っていたり、もしくはわりと危険な部類の魔法薬の作り方を記した書物が収められています。

　わたしはその中のひとつ、『史料室』と看板かんばんがかけられた扉を開き、入りました──過去に実施されたテストの問題や傾向は、学校に関する歴史資料と一緒にここに保管されているのです。

　こういった資料は大概たいがいが貸出禁止なうえ、普段から他の生徒が先に読んでしまっているためになかなかお目にかかれないのです。こんな機会でもなければ尚更なおさら。

　わたしは小部屋の四隅よすみぎっしりと並んだ本の背表紙をなぞりながら、お目当ての本を探しました。

『先日封印した魔族に関しての報告書』あ、これじゃない。

『ラトリタ国立学園の魔力供給システムに関して』ちょっと気になりますけどこれでもない。

『過去問（数学）』あ、このへんの本ですね。

　すぐさま本棚から過去問と名のつく背表紙の本を片かたっ端ぱしから抜き取り、小部屋の真ん中にあるデスクに置きました。


「…………？」見ると、去年のぶん──最新の過去問が二冊だけありませんでした。まだ用意されていないのでしょうか……？



　とにかく今ある分の資料を読んで、読んで、書き取りました。次回のテストからは赤点などとれないのです。せめて予習は入念にやらなければなりません。

　だからわたしは時間の許す限り書き続けました。

　そして途中でふと気づきました。

「……あれ、そういえばここ、時計ないですね……」

　辺りを見渡しても時計の音はありません。一時間後にここを閉めるとのことでしたし、ある程度は時間を調整しながら資料を読みたいのですけれど──。

　困こまりましたね……。

「……あ」と。そこで、わたしは自らの額をさすりました。「……そういえばさっき拾ったやつがありましたね……」うへへ、と微かすかに笑みを漏らしながらわたしはポケットに手を突っ込みました。

　アンティークものの懐中時計がポケットの中からこんにちは。

　まさか拾い物がこんなに早くに役に立つとは……。

　先生の言葉を借りるならば、やはり無駄なことはなに一つとしてないようです。


「…………」ところが懐中時計の蓋ふたを開いたその瞬間、わたしは自らの認識を改めるにいたります。



「よ……読めぬ……」

　アンティーク調の時計はそもそも文字盤の読み方がよく分かりませんでした。文字盤も、針の数もやたらと多いのです。おかしいですね……わたしの知っている時計は文字盤一つで針が二つしかないはずなんですけど……。

　それに、見れば側面には妙みょうなボタンやらゼンマイが付いている始末。一応、動いてはいるみたいですが、どの文字盤が現在時刻を示しているのかさっぱりわけわかんねー感じでした。制作者のエゴとナルシズムがこれでもかという程に感じられる懐中時計でした。


「えっと……？　えー……？　分かんない……なんですかこれぇ……」



　あわあわとしながら、わたしは懐中時計を透かして見たり、振ってみたり、睨んでみたり色々としましたが、それでもやっぱり時計の見方は分かりませんでした。

　そして。

「えっと……？」扱いに困り果ててわたしの目尻に涙がじわりと滲にじみ始めたとき。「……あっ」と。

　わたしは側面のボタンをぽちっと、押していました。


　──キィィィィ。と音をたてて、そのとき、懐中時計の文字盤の一つが青白く光を放ちました。






「わ、あわわわわわ」わたしは突然の出来事にあわてて、光放つ懐中時計をポイと手放していました。青白く光りながら、ころころとテーブルに転がる懐中時計。

　爆発？　爆発でもするんですか？　とわたしは大慌てで部屋の隅っこに逃げて、ついでに本棚から史料を抜き取って顔をガードしたりしたのですが、別段これといってなにかが起こるわけでもありませんでした。

　けれど、身構えるわたしをよそに。

　──しゅん。と、ただ単純に、青白い光は失われて、小部屋は暗闇に包まれました。


「…………」もしかして今わたしが押したボタンはただのライトだったのでは？　と思いいたったのはこのときでした。



　ふっ……驚かせやがって……びっくりしたじゃないですか。

　などと心の中で毒どくづくわたし。

　しかしこの一瞬を境に、わたしの身の回りにおかしな出来事が頻発ひんぱつしました。

「……あれ？」わたしが盾たてにしていた本が去年のぶんの過去問だったのです。「……さっきまではなかったはずなのに……」とテーブルに置こうとしたとき、またしても違和感。

　そこにあったはずの過去問の山がなくなっていたのです。「一体、どういう……」振り返ってみれば、今わたしが持っている二冊を除いて、本棚にはきっちりすべての本が収められていました。

　それに。

　そもそも。

　わたしのいる小部屋が暗くなっていますし。

　図書館自体が暗闇に包まれてしまっています。

　なにもかもが奇妙でした。

　一時間したら閉めますので──と、先生の言葉を思い出しました。わたしの体感的にはまだ三十分も経っていないはずなのですけれど……。

「なにがどうなってるんですか……！」わたしは懐中時計をポケットに再び突っ込み、急いで史料室から飛び出しました。暗闇の中、わたしを見下ろす本棚たちの間をぬけて、図書館の出入り口までたどり着きました。

　けれど、やっぱり。

　扉は既に閉ざされ、そこには誰もいませんでした。先生も、リナリアさんも、誰も。まるで最初から、ここにいるのはわたし一人であったかのように。

　わたしはなにもかも理解できないまま、ただただ、そこに立ち尽くすことしかできませんでした。

　そして。

　そのとき、ポケットの中で、懐中時計が、がしゃん、と音をたてたのを、確かに感じました。




「アルテさん。……扉の前でなにをしてるんですか？」

　瞬まばたきの間に、図書館に明かりが戻りました。出入り口の傍そばにあるカウンターには、眉をひそめる先生の姿。

　暗闇の図書館の記憶は夢だったのでしょうか。幻まぼろしだったのでしょうか。

「えっと……あの……先生」

　到底理解しえない怪奇かいき現象げんしょうに戸惑とまどいながら、わたしは先生を見つめました。助けを求めるように。

「……？」先生は依然いぜんとして怪訝けげんな表情のままわたしを見つめ、「ああ」と手をぽんと叩くと、

「それ、借りたいんですか？」

　とわたしの手を指差しました。

　先ほど盾に使った本が、そのままわたしの手にありました。……慌てていて気づきませんでしたが、わたしはどうやら本をそのまま握りしめたままここまで来てしまっていたようです。

「あ、いえ……そういうわけでは……ないんですけど……」

　未いまだ頭の整理がつかないままあわあわと言葉をこぼすわたしでした。

「……あら」先生は、そんなわたしに鋭く目を細めながら、言いました。「……アルテさん。それ、貸し出し禁止の本ですね。ダメですよー、持ち出したら私が怒られちゃいますから」

　依然としてその目はわたしの手元に注がれています。

「あ、ああ。すみません……慌ててたもので……べつに借りたいわけじゃないんです……」


「…………」



　先生は特にわたしを咎とがめることもなく、しかし、ただ本の表紙を眺めながら、「これ、どこで見つけたんですか？」と、首をかしげます。

「え？　普通に史料室にありましたけど……」

　無我むが夢中むちゅうになって本を引き抜いただけです。どこで見つけたと言われても困るものがあります。

「その本がなにか？」

　先生と同じくわたしも首をかしげてしまいました。

　すると先生は、「んー」と人差し指を口に添えて考え込んだのちに、淡々たんたんと言いました。

「いえ、実は──」
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　午後八時を迎え、わたしたちは解散と相成あいなりました。

「それでは二人とも、気を付けて帰ってくださいね」

　すっかり暗闇に包まれた外。先生は手を振って、わたしとリナリアさんを見送ってくれました。

　わたしたちは先生に礼をしながら、家路いえじにつきます。


「…………」



　ちなみに余談よだんですが我が校には学生寮りょうがあります。遠方えんぽう出身の生徒にとって家に帰るということは、つまり、学園の敷地外の寮まで、街を歩くということです。

　わたしも彼女も遠方出身のようで、言い換かえるならばわたしもリナリアさんも帰る場所は同じであるということであり。


「…………」



　要するに滅茶めちゃ苦茶くちゃに気まずい沈黙ちんもくがわたしたちに降りかかったということです。リナリアさんとは話したこともなければ目を合わせたことすらありませんし、そもそも彼女の隣となりを歩くこと自体、小心者のわたしにとっては緊張して仕方がないのです。

　わたしにとってリナリアさんはそれほどまでに遠い存在なのですから。

　もはやこのまま声を掛けられたりしたらそのまま死んでしまいそうですらあります。

「ねえ、あなた、お名前は？」

「ひゃっ」早速さっそく死に掛けました。唐突とうとつに漏もれた変な声を誤魔化ごまかすように咳せきばらいをしながら、わたしは、「あ、えと……ア、アルテです」と答えました。

「そう。私はリナリア」

　わたしは彼女のことを知っていましたが、彼女にとってはそうではなかったようです。多分そうだろうとは思っていましたけれども。

「よろしく」彼女は歩きながら軽く首こうべを垂たれました。

「あ、はい……よろしくです」緊張しながらわたしも彼女に倣ならいます。

　学園に通い始めて約半年。今までアルバイトと勉強の両立に苦心する毎日を送ってきたがゆえに、親しい間柄あいだがらと呼べる人間は未だゼロ。このままでは卒業後に「学園生活の思い出はなんですか？」と聞かれたら真っ先に「そうですねぇ……ゴミ捨て……ですかねぇ……」と答える羽目はめになりそうです。そんな自分自身を愛せる自信はわたしにはありません。

　しかし、ならば、これはもしかするとチャンスなのでは？　と、ふいにわたしは思いいたりました。

　これを機に、ちょっとお喋しゃべりでもして彼女と親しくなるのもよいのでは？　だって隣にいる彼女は学園一の優等生でしょう？　お友達作りと勉強仲間がいっぺんにできちゃいますよ？　一石いっせき二鳥にちょうですよ！　とわたしの頭の中でもう一人のわたしが囁ささやきました。

「えっと……」わたしは逡巡しゅんじゅんののち、彼女を見やりました。「り、リナリアさんはいつもこんな遅くまで残っ──」

「あ、私ちょっと買い物するから。ここでお別れね」

　すたすたと去ってしまうリナリアさん。そのあからさますぎるクールな対応は言外げんがいに「私、あなたとは仲良くするつもりないから」と語っているようにも見えました。

「……ふええ」

　彼女の背中を眺めながら一人泣くわたし。

　拝啓はいけい。

　お父さん、お母さん。

　都会でお友達を作るのはとっても大変です……。




　学生寮へと帰ったわたしは、そのまますぐに部屋へと直行して、ベッドに鞄かばんをぽいと放り投げたのちに、鍵かぎを閉めました。ベッド脇わきに掛けられた日めくりカレンダーが軽く揺れて、なびきました。鍵などせずともお友達レスなわたしの部屋を訪れる人間などいるはずもないのですが、念ねんには念を入れなければなりません。


「…………」



　わたしは扉に背を預けながら、ポケットから懐中時計を取り出します。銀色のアンティークものの懐中時計を開けば、未だよくわからないたくさんの文字盤の中で、静かに時間を刻きざんでいました。

　今日、額に突然降ってきたよくわからないこの代物を見つめながら、わたしは図書館でのことを、思い出していました。

『いえ、実は──』

　先生は、わたしが手にしていた二冊の本を訝いぶかしげに見つめながら、言っていました。

『この二冊、この前、図書館から突然消えた本なんですよ。これが盗まれたと騒ぎになったから、図書館は一時閉鎖する羽目になっていたんです』

　先生曰いわく、持ち出し禁止の本はすべて、一日経てば学園内における不思議な魔法パワーにより強制的に棚へと戻ってくるようになっているそうなのですが、その二冊だけは戻ってこなかったそうなのです。持ち出し禁止なのに毎日誰かが持ち出しているのかと騒ぎになり、ゆえに図書館を閉鎖して、戻ってくるのを待っていたのですが、それでもずっと、帰ってこなかったのだとか。

　まるで世界から消えてしまったかのように。

『結局、この二冊は諦あきらめて図書館を再開する手筈てはずになったのですけど──変なこともあるんですね』

　肩をすくめながら笑って、そして先生は本を棚へと戻しました。


「…………」



　もしかして、とわたしは、このとき思いました。

　仮定の話をしましょう。もしも、懐中時計のボタンを押したときに体験した奇妙な出来事が夢でも幻でもなく、単なる現実だったとしたら。

　暗闇の図書館が、本物だったのならば。

　それはつまり、一つの結論を導き出すのではないでしょうか。

『アルテさん。もう一度聞きますけど、この二冊、どこで見つけたんです？』本に触れ、先生はそのとき、冗談じょうだんめかして言いました。

　曰く。

『もしかして過去の図書館にでも行ってきたんですか？』




　いやいやまさか過去に戻るだなんてそんな。

　あるわけないじゃないですかぁ。うふふ。先生ったらなにを言っているのかしら。そんな便利な道具があったらわたしは時間巻き戻しまくって超優秀なスーパーエリート魔法使いへの道へとまっしぐらですよ！

　なんて心中で笑い飛ばし、わたしは、扉に背を預けたまま、懐中時計を見やります。

　相変わらずわけのわからない文字盤たちの中で、針が止まることなく回っています。

　確か、図書館の中で、わたしは横のボタンを押したはずです。

「……まさか」

　半信半疑の浮ついた気持ちを抱えたまま、わたしはとりあえず、そのボタンを再び押しました。

　その直後です。


　──キィィィィ。と、またしても青白い光が懐中時計から放たれました。




「…………」



　そして懐中時計から光が消えたとき。

　わたしは、またしても奇妙な光景を目にしたのです。

　ベッドに放り投げたはずの鞄が、消えてなくなっていました。かわりにベッドの中では、心地よさそうに、眠りこけている一人の生徒の姿。

「……へへ……、なんしよっとー？　もー……へへ……」

　意味不明な寝言ねごと（方言）を口走りながら口元をもごもごとさせるあほ面づらの生徒の姿がそこにはありました。

　どこからどう見てもただのわたしでした。

「……いやいやいや」そんな馬鹿ばかな。幻では？　と頭の中のわたしが狼狽ろうばいしていました。試しにわたしはわたしの頰ほおをつねってみました。

「へへ……いひゃいよぉ……」ただしベッドで寝ているほうのわたしの頰ですけど。

　夢や幻の類たぐいではないようで、しっかりわたしの手には、生温かい感覚が伝わります。

「……まじですか？」

　つまりこれは、現実なのです。

　わたしが拾ったこの懐中時計は、過去へと飛ぶことのできる懐中時計だったということです。そうとしか考えられない出来事が起こり、そうとしか思えない光景が、目の前には広がっています。

「まじですな……」

　それでも半信半疑だったわたしの背中を押すように。

　ベッドの脇では、数日前の日付を示した日めくりカレンダーが、静かに佇たたずんでいました。
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　世にも奇妙な便利グッズを偶然ぐうぜんにも手に入れてしまった一般人が陥おちいる展開はおおよそ二つに一つです。

　まず一つ目。その道具の有用性や特性をある程度確かめたところで、「やだ！　こんな恐ろしいものは使えないわ！」と捨ててしまうパターン。大体真面目まじめで賢明けんめいな人間に多いです。

　二つ目。「こんな便利な道具があるなんて！　ヤッター！　好き放題使っちゃおう！」と調子に乗るパターン。大体馬鹿な人間に多いです。

　では不思議な懐中時計を拾ったわたしがどちらだったのかと言えば。

「えいっ！」

　翌日の朝。学校に着くなりボタンを押すわたしがそこにはいました。圧倒的に悲しいまでにわたしは後者の側の人間でした。

　大体こういった便利グッズに手を染そめるような愚おろかな人間は後々のちのちに痛い目を見るのがお決まりの展開だったりはしますが、今はそんな悠長ゆうちょうなことを考える余裕などないのです。

　わたしはそもそも全教科赤点取るような人間であることを忘れてはなりません。追い詰められているのです。藁わらにもすがりたい勢いなのです。時計を使って過去に戻れるというのならば押せるだけ押すに決まってます。

　その日を境にわたしの学園生活は薔薇ばら色になったと言っても過言ではありません。

　この学校では、時間割を生徒個人で決めて、教師の待つ教室へと足を運ぶことになっています。

　懐中時計を使って過去に戻っている間は現在の時計の針はほとんど進まないようで、たとえば授業直前に懐中時計を押してみれば、過去の教室に飛び、そこから戻ってきてもまだ授業は始まっていません。要は、体感的に一日を引き延のばせるということです。便利！

　調子に乗ったわたしは時計を色々と弄いじり始めました。

　どこまで戻れるのか、どれほどの間過去に滞在できるのか。便利な道具の便利さを確かめるように色々と弄りました。




「──はい。それではここ、分かる人いますか？　前回の授業でやったところなんですけど」

　歴史の授業中、先生が黒板を杖でぺちぺちと叩きました。

　七年前のこの国を訪れた魔族の名称と特徴、この国を襲った理由とはなにか、と綴つづられています。周りの生徒の何人かがぺらぺらとノートをめくるなか、わたしはいの一番に手を挙あげました。

「ゴーレムです！　身体中から湧わき出る魔力を使って魔法を放つ厄介やっかいな感じの魔族です！　この国を襲った理由は不明ですが、暴走したためにあのような悲劇が起こったとされています！」

　どやぁ、と頰を緩ゆるめるわたしでした。

「正解です」粛々しゅくしゅくと頷うなずく先生。「前回の授業の内容、きっちり頭の中に入っているみたいですね」

　まあついさっき受けてきましたからね！

　ふふん、とあからさまなほどに得意げな表情を浮かべるわたしでした。

「彼女の言う通り、ゴーレムは未だ謎に包まれている部分が多く、しかしそれのせいで起きた被害は甚大じんだい。死者が出なかったことが不思議なくらいで──」

　授業が恙つつがなく進行するなかで、わたしはそれからしばらくその表情を解くことはありませんでした。




　あるいは、たとえばこんなときにも懐中時計の力は役に立ちました。

「さすがに一日を何倍にも延ばしているとちょっと疲れますねぇ……」肩をとんとんと叩くわたし。一日のうちに何度も過去に戻っていますから体感的には数日を一気に過ごした気分でした。しかしまだ一日は終わりません。これから近所のパン屋（喫食きっしょくスペース付き）でアルバイトしなければならないのです。

　しかしこのままでは疲れていて仕事になりません。

　でも大丈夫！

「えいっ！」

　わたしは懐中時計を押して過去に戻り、過去の街の中で一休みしてから、アルバイトへと向かいました。懐中時計にはこのような使い道もあるのです。

　その日はいつもよりもてきぱきと仕事をこなせました。

「あらあらアルテちゃん。今日は随分と調子がいいのね」と店長に褒ほめられる程度には。

「えへへ。でしょう？」だって寝起きですもの！

　いつもとまったく違う俊敏しゅんびんな動きでぐるぐると店内を回り、お客さんの注文をさばいてゆくわたし。疲労感と永遠の別れを告げた今のわたしにもはや死角しかくはありませんでした。

　ところでその日は見知った顔の来客もありました。

「こんにちは。アルテさん」からん、からん、と鈴すずを鳴らして開かれた出入り口には、見知った顔の生徒の姿がありました。

　リナリアさんでした。

「あ、いらっしゃいませー！」もはや過去に遡さかのぼることのできる今のわたしにとって劣等れっとう感とはもっとも縁遠えんどおい感情となっていました。「リナリアさんは今帰りですかぁ？」ゆえに屈託くったくのない営業スマイルを浮かべるわたしでした。以前のわたしならばこうはならないことと思います。

　彼女はこくりと頷くと、

「たまにはパン屋で勉強しようと思って」

　と答えます。席に案内すると、彼女は手慣れた様子でメニュー表を開き、「ブレンドコーヒー一つ」とわたしを見ました。

　ご注文は以上のようです。

「かしこまりましたー」営業スマイルを浮かべ続けるわたし。

　彼女とは別段、これといってそれ以上に会話はありませんでしたが、それでもわたしにとっては大きな一歩を踏み出せたような気がしました。




　それからというもの、わたしはいくら遊び呆ほうけてもなにをしても過去の世界だから別にいいや程度に思いながら行動できました。

　なんでもできる気分でした。わたしは日がな一日、懐中時計を弄り続けました。

　過去に受けられなかった授業を受けるためにボタンを押し、一休みしたくなればボタンを押し、図書館で勉強したくなればボタンを押しました。

　リューズを弄って針を動かしたりしたところ、戻る日数ないし年数や、過去に滞在していられる時間さえ操作できることが分かりました。幾つもの文字盤があったのはこれらの時間を指定するためであったようです。

　ここまで判明するともはやわたしは無敵に近かったです。

「はい。それでは問題です。この倒したゴーレムは一体どうなったでしょう？」

　歴史の授業中。先生が黒板をぺちぺちと叩たたきます。ほかの生徒たちの頭の上に「？」が浮かぶなかでやはりわたしはいの一番に手を挙げました。

「砂になりました！　今から三年前までは街の郊外にゴーレムの残骸ざんがいでできた砂場があり、ゴーレム砂丘さきゅうなどと言って親しまれていましたが、観光客がお土産みやげとして持って帰り続けたせいで今ではただの更地さらちになっています！」

「正解です」先生は然しかりと頷きました。「三年前にこの砂に商品価値を見出した人間がいたようで、瓶びんにつめて売り始めた人間がいるんですよ。そのせいでこの国から観光地がひとつなくなったとされています」

　不届ふとどき者ですねぇ──と先生は嘆息たんそくを漏らしました。

　先生の言う通り、三年前のこの国に戻ってみると、ゴーレムの砂を瓶に集めて『超レア！　ゴーレムの砂！』との看板を出して屋台やたいを開いている人間の姿があります。

「らっしゃーせー！　有名なゴーレムの砂いかがですかー！」

　まあわたしなんですけどね！　授業中に即答できるのも当たり前というものです。だって当事者ですもの！

　このあたりで判明したのですが、どうやら遡る年数が長ければ長いほど、戻ってきたときに時間が経ってしまうようです。三年遡った結果、何時間滞在していようと戻ってきたときには三十分ほど時間が経っていました。さすがに万能とはいかないようです。

　まあ、とはいえこの程度は誤差の範囲内ですけれどね！




「アルテさん。知ってる？　ゴーレムの砂には特殊な魔力が宿っているらしいわよ」

「まじですか？」

　リナリアさんはよくパン屋に顔を出すようになりました。どうやらお店の雰囲気ふんいきが気に入ったらしく、「勉強するには丁度ちょうどいいのよ」だそうです。

　閉店間際まぎわまで彼女はいるため、こうしてお喋りに花を咲かせることもしばしば。

「この前、図書館の文献ぶんけんを調べていたのだけれど、三年前まであったゴーレム砂丘のあたりだけ妙に魔法使いたちの力が高まることがあったそうなの」

「ほほー……」

「三年前に観光客たちがこぞって買って行ってしまったから、恐らくもう二度と確かめることはできないでしょうけどね」

　残念だわ、と彼女は肩をすくめました。

「随分とゴーレムに関して詳しいんですね」そこまで興味を惹ひかれるようなものなのでしょうか？

「残念ながら詳しくはないわよ」彼女はゆるりと首を振りました。「いくら調べても調べても、このゴーレムに関しては分からないことがあまりにも多いの。七年前の事件だって、未だにどこからゴーレムが現れたのかすら分かっていないんだもの。突然現れて、突然暴れたとしか分かっていないの。もしかしたら再び現れる可能性すらあるの」

「そいつは危険ですな」うんうんと頷くわたし。

　お父さん、お母さん、わたし今、都会で女子っぽいトークできてますよ！　しかも学園一の優等生さんと！　すごい！

「そ。だから調べてるの」

　一人で勝手に感激するわたしに反し、リナリアさんはとてもフラットな声色を保ったまま、言いました。

「私、分からないことが嫌きらいなのよ」

　彼女はやはり基本的にいつもクールでした。




　懐中時計を弄り続けて判明したことは多岐たきにわたります。

　まず、戻れる年数は、たった三年どころか、もっと長く、何十年でも、何百年でも戻れるということ。過去への滞在時間は最長で十時間程度。それ以上はさすがに難しいようです。

　一日に一度、三日前に戻って十時間滞在すると、体感的には一日が三十四時間程になります。とはいえ懐中時計の使用には制限がありませんので、三十四時間どころか数百時間にもできるわけですが。

　戻る年数を伸ばしすぎると未来に帰ってくるまでの誤差が広がってしまいますので、できるだけ直近の日にちに戻るほうが賢かしこいかと思います。

　そのほかにも色々とルールがあるようでした。

　わたしが初めてこの懐中時計を使ったときのように、過去に行った際に手に入れたものは、未来にも持ち込めるのです。初めて使ったあの日は、過去に行ったことに気づかずわたしが未来へと本を持ち出してしまい、結果として図書館は一時閉鎖となる事態に陥っていたようです。

　なるほどなるほど。つまり現在は販売されていないようなものも、その気になれば手に入れることができるということですね？　頭の中のわたしがにやりと笑う気配がありました。

「らっしゃーせー！　有名なゴーレムの砂いかがですかー！」

　というわけで三年前からゴーレムの残骸を回収するわたしでした。

　滅茶苦茶売れました。もはやアルバイトしなくてもいいのでは？　と思ったほどです。

　こうしてお金の問題と時間の問題を一気に解決したわたしでした。

「アルテさん、なんだか最近随分と調子がいいですね」

　残念ながら何度過去に戻ろうとも前回テストで取った酷ひどい成績は変えられませんので、懐中時計を手に入れてからも大人しく補習を受けるわたしでしたが、先生からのわたしに対する印象は百八十度変わって見えました。「近頃は随分と熱心に勉強しているようで。他の先生方からも聞きましたよ？　なんだか人が変わったみたいに生き生きとしているって」

「えぇ、そうですかぁ？　えへへ……」

「あなた、確かアルバイトをしながら学校に通っているのでしょう？　大丈夫なんですか？」

「よゆーですよ。今のわたしはなんでもできるくらいの勢いですらあります」えへんと胸を張ります。

　先生はそんなわたしに表情を変えることなく、ちらりとわたしの手元に視線を注ぎました。

「ところでその砂、なんですか？」

　レアもののゴーレムの砂を入れた小瓶がわたしの手にはありました。三年前から回収してきたものです。

「え？　実はですねえ……」しかし事実をありのままに述べたところで信じてもらえるわけもありませんし、色々と不味まずい事情が出てきますので、「友達から貰もらったんです。この砂、魔力が宿っているそうですよ」とはぐらかしました。

「ふうん──もしもこれが本当に本物ならば凄いことだとは思いますけれど……」先生はわたしの手からそれを拾い上げると、「ここ最近、ゴーレムの砂を売り歩いて金儲もうけをしているよからぬ人間が出没しているそうですよ。アルテさんも注意してくださいね」と言いました。

「わたしはもう持ってるのでご心配なく」

　というかわたしがその張本人ちょうほんにんです……とはさすがに口が裂けても言えませんでした。




　翌日、パン屋にリナリアさんが訪れました。もはやここ最近の彼女はほぼ毎日のようにわたしと顔を合わせている気がします。

「いらっしゃいませ！」いつものように彼女にぺこりと首を垂れるわたし。彼女も席につくなり、「いつものでお願い」と答えます。

　わたしはブレンドコーヒーを淹いれて、彼女のもとへと戻ります。

「いつも勉強ばかりしていて疲れません？」ことん、とテーブルにコーヒーカップが置かれます。

　彼女はわたしを見上げながら、

「あなたはいつもアルバイトばかりしていて疲れないの？」

　と質問を質問で返してきました。

「んー……」わたしは逡巡ののち、答えました。「疲れはしますけど、でも、楽しくもありますから、べつに苦ではないですね」

　ゴーレムの砂を売ってお金儲けができるようになった今、アルバイトをする必要性は皆無かいむに等しいのですが、それでも未だわたしはパン屋でウェイトレスをやっていました。

　時間がなかったときにはきつくてだるくて仕方がなかったものですが、時間に余裕がある今、こうして身体を動かすことに一種の充実感を覚えているのかもしれません。

　それに、ここならば、彼女とお喋りができますから。

　わたしは、もっと彼女と仲良くなりたいのです。

「そう。私も同じよ」リナリアさんはくすりと笑いました。

　私、分からないことが嫌なのよ──と彼女が以前、語っていた言葉を思い出しました。リナリアさんにとっては勉強することも、知識欲を満たすことも、すべからく充実感を覚える物事だということなのでしょう。


「…………」もしもそんな彼女の手助けができるのならば、彼女ともっと仲良くなれるのではないでしょうか？　と頭の中のわたしが囁いたような気がしました。



「あの、リナリアさん。これ──」

　わたしは、ことん、とテーブルに小瓶を置きました。

　ゴーレムの砂です。

「前にリナリアさんが話していたの、覚えてますか？　実は偶然手に入りまして──」

　よかったら、どうぞ。

　とわたしは、うやうやしく、彼女にそれを差し上げました。

　彼女は「あら」と目をほんの少し見開いてから、「随分と珍しいものを偶然手に入れたのね」と言ったのち。

「ところで、ひとつ聞いてもいいかしら」

　と蒼い瞳でわたしを覗のぞき込みます。

「？　なんです？」彼女の視線にどきりとしながら、わたしは首を傾けました。

　そして。

「これで何回目？」

　リナリアさんは、真っ直ぐにわたしを見つめながら。

　言いました。

「何回過去に戻ったの？」
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　喫食きっしょくスペース付きのパン屋というよく分からないコンセプトの空間でひとり、私はぼんやりと佇たたずんでいました。

　仕事帰りの休息のためにこのお店をよく利用しているのです。

　焼きたての美味おいしいパンが食べられるうえにコーヒーまで飲める。よいお店です。

　この学園で教鞭きょうべんをとるようになってからかれこれ半年ほどの時間が経たちますが、暇ひまさえあれば通っております。よもや私はこの店の虜とりこであり常連じょうれんでした。


「…………」



　しかし本日の私はこの素敵すてき空間に仕事を持ち込み、頭を抱かかえているのでした。

　私は基本的に自堕落じだらくな人間ゆえ仕事は持ち帰らないという考え方を持ち合わせているのですが、目下もっか、私の頭を悩ませている問題は、残念ながら教師としての本職とは離れた場所にあるのです。

　ゆえに職場の外でも頭を抱えておりました。

「……どういうことなんでしょうねぇ」

　と、私は小瓶びんに入れられた砂を見つめます。

　ここ最近、巷ちまたで急に流行はやりだしたゴーレムの砂。

　物事の流行に理由を求めるものではないとは思いますが、ここ数日で突然、降って湧わいたように流通を始めるというのはやはりいささか妙みょうで、不信感を抱くには十分すぎるほどでした。

「見かけはどこからどう見てもただの砂ですけれど……」

　ラトリタ国立学園の生徒たちにもこれを購入した生徒は幾いくらかいるようでしたので、お金を渡して譲ゆずり受けたのですが、いくら眺ながめても、指にとってみても、やはりただの砂でした。

　これが本当にいわくつきの砂なのでしょうか……？　ただの偽物にせものという可能性もあるのでは？

「先生。砂集める趣味しゅみなんてあったの？」

　ことん、と私の席にコーヒーを置きながら、パン屋の店長さんが首をかしげました。

「趣味しゅみでこんなものを眺めているとお思いですか、エリザベスさん。仕事ですよ仕事」

「砂を眺める仕事ってなに……？」

　パン屋の店長さん改めエリザベスさんは首をかしげたまま怪訝けげんな表情を浮かべました。

　私は言い訳のように手を振り、

「ここ最近、これが流行ってるんですよ。で、怪あやしいので調査してるんです。調査しろと上からの命令がありましてね」

「ふうん」さして興味もなさそうなエリザベスさん。「うちでバイトしてる子もこれ持ってたけど、最近の学生って砂を眺めるのが楽しいの……？　現代っ子の考えが理解できないわ……」

　ジェネレーションギャップかしらねぇ──と言う彼女でした。

「べつに最近の子も砂を眺めるのが楽しくてこれを持っているわけではないと思いますけどね……」ところで。「ここでバイトしている子ってアルテさんのことですか？」

「あら。お知り合い？」

「教え子です」

「あらあら」エリザベスさんは言いました。「そうね、アルテちゃんよ。その砂、お友達にあげてたわよ」

「ふうむ……？」

　おやおや？

　彼女、確かあの砂は友達から貰もらったと言っていたはずですけれど……。友達から貰ったものをそのまま友達にプレゼントするとは一体どういうことで？

「ちなみにそのお友達、誰だか分かりますか？」

　私にエリザベスさんは「えっと……」と宙ちゅうを仰あおいでから、

「ごめんなさい。名前までは分からないんだけど──ここ最近よく来るようになった子ね。紫むらさき色の髪を後ろ一つに束ねている、けっこうクールな感じの子なんだけど」

　たったそれだけの特徴ですが、しかしそれが誰なのかはすぐに分かりました。

　恐らくは、リナリアさんでしょう。

　いつも一人で勉強ばかりしていて、特別誰かと会話をしたりすることのない一匹いっぴき狼おおかみタイプの少女です。つい最近、図書館の清掃せいそうを手伝ってもらったのでよく覚えています。

　しかし、ならばアルバイトばかりしていてお友達と呼べる人間もいないと悩んでいたアルテさんと、彼女がここ最近は二人で会っているということでしょうか。


「…………」



　やはり妙だと私は思いました。

　ここ数日──ちょうどアルテさんの成績が急に上がり始めた頃から、まるで見えないなにかが糸を引いているように、変な出来事が立て続けに起こっているように思えます。

　この一連の出来事はどこに向かっているのでしょうか。

　現段階では情報が多いとは到底とうてい言いい難がたく、残念ながら私は首をかしげることしかできませんでした。

　まあでも。

　多分なんとかなるでしょう──などという楽観ののち、私はコーヒーカップを手に取り、一口。

「でも変ねえ……」

　エリザベスさんは、私の横で首をかしげました。

「アルテちゃん、仕事中なのにどこに行ったのかしら？　さっきまで、紫色の髪の子と一緒にいたのだけれど──」

　彼女がぼんやり見つめる席には。

　生徒一人ぶんの荷物と、懐中かいちゅう時計どけいと、淹いれたてのコーヒーが湯気をたてて、置いてありました。

　まるで突然消えてしまったかのように、二人の姿はどこにも見当たりませんでした。





●






「……過去に戻る？　え、えっと……なんの、こと……？」

　心臓しんぞうが高鳴っていました。

　初めてリナリアさんと一緒に歩いたときのように、けれど、まったく違う鼓動こどうを刻んでいました。たらりと頰ほおを冷や汗がつたい、わたしの背筋がぞわりとしました。

「とぼけても無駄むだ」リナリアさんは冷徹れいてつに告げました。「全部分かっているのよ。どこから手に入れたかは知らないけれど──あなた、懐中時計を持っているでしょう。銀ぎん色のアンティーク調の」


「……っ！」



「噓うそが下手へたなのね。それとも身体が馬鹿ばか正直なのかしら」彼女はちらりと視線を下ろし、わたしの身体を眺めました。「大方、今も持っているのでしょう？　どこにあるの？　ポケットの中かしら」


「……っ！」



「分かりやすい子ね」

　席についている彼女。その傍そばで立たされているわたし。

　なんだか学校でお説教を食らっているような構図でした。同い年とは到底思えないような貫録を彼女が持ち合わせているからでしょうか。

「これは今までずっと秘密にしていたのだけれど──一ついいことを教えてあげるわ」

　大体こういったニュアンスで語られるいいこととは往々おうおうにしていいことではないことだけは明らかです。

「その懐中時計、もともとは私のものなの。いえ、私も持っているといったほうが正しいかしら」

　ごそごそと自らのポケットを探り、彼女はテーブルに懐中時計を置きます。わたしが手にしているそれと全く同じデザインの代物を。

　わたしのポケットにも、確かに懐中時計がある感触があります。つまりはこの場には時間を戻せる便利すぎる道具が二つも存在しているということで、いえそもそも元々の持ち主は彼女ということは……ええ？　一体なにがどうなってるんです？

　わたし自身の理解力の乏とぼしさが遺憾いかんなく発揮されてしまっていました。

「……なんでわたしが懐中時計を持っているって分かったんですか……？」

「これ、逆転時計というのだけれどね、この時計はあなたが知っての通り、過去に戻る力を秘めているわ。一日前でも、十年前でも、その気になれば百年より前まで戻ることだって可能だわ」

　それは確かにわたしも試したことでしたので、頷うなずくほかありませんでした。

　彼女はわたしが手渡したゴーレムの砂の小瓶を軽く撫なでながら、

「そして逆転時計は物を過去から未来へと運ぶことができる。同時に、未来から過去へと物を運ぶこともできるの。逆転時計自身も含めてね」

　曰いわく。

　逆転時計の特性は、側面のボタンを押した瞬間のみ作用するようで、押した人間を過去に戻らせ、一定時間が経過したのちに未来に戻るよう魔法がかかるようなのです。つまりざっくり言えば、過去に行って逆転時計を捨てても、一定時間経てば勝手に未来へと戻れるということであり。

「未来からなんらかの理由であなたに逆転時計が手渡されたということなのでしょうね」

　とのことでした。

　いや落ちて来ただけなんですけど。

「ここ最近、あなたのことは陰ながら観察させてもらったわ。逆転時計をなんらかの手段で手に入れたことくらいすぐに分かった。突然成績が上がったり、授業中に目立つようになったり、果はてはゴーレムの砂なんて手に入れたり──ね。あまりにも不自然だもの」

　言われてはっとしました。わたしが逆転時計を手に入れてから、突然わたしのアルバイト先に来るようになった彼女。

　彼女は単に勉強するためだけに来ていたわけではないのでしょう。いつからかは分かりません。けれどわたしを訝いぶかしんでいたのです。


　…………。



　陰かげながら観察していたというわりにはかなり堂々とお店に通っていたような気がしますけどまあこの際それは置いとくとしましょう。

　お友達ができるかも、なんて舞い上がっていた自分自身が恥はずかしくなりました。

「そういうわけで、それは元々私のものなの。逆転時計、返してくれるかしら」こちらに手を伸ばすリナリアさんでした。

　けれど。

「……やです」わたしは一歩後ずさりました。「どうしてですか？　逆転時計が二つあるなら、わたしも、リナリアさんも、二人とも過去に戻れるということじゃないですか。返す理由がないじゃないですか」

　しかしリナリアさんは、わたしのわずかな反論に大きくため息をもらし、首を振りました。

「そういうわけにもいかないのよ」彼女は自らの逆転時計を開き、そして側面のボタンをわたしの目の前で押して見せました。

　しかしなにも起こりはしませんでした。

　ただ、かしゃん、と虚むなしい音が響ひびいただけです。

「ご覧らんの通りよ。逆転時計はどうやらその場所に二つ存在していると、未来から送られて来たものだけが使えるようになるみたい。つまり複製することは不可能なの」

　だから、返して頂戴ちょうだい──と、彼女はまた言いました。


「…………」



　けれどやはり、手渡す気にはなれませんでした。手放すなんてできませんでした。折角せっかく楽しくなってきたところなのです。折角、学校に馴染なじめそうになってきたところなのです。

　みすみす捨てるなんて、できるわけもありませんでした。

　たとえ彼女が相手であったとしても。

「そ。返す気がないのね──まあいいわ」と、その直後。

　ぐい、と彼女はわたしの腕を引っ張り、「だったら強引に奪うわ」と、身体を寄せてから、そのままわたしの服のポケットを探り始めました。


「ちょっ……！　やめてください！　なにするんですか！」彼女の腕をつかんで抵抗するわたし。



　ポケットからこぼれ落ちた逆転時計がわたしと彼女の手に摑つかまれたままわたしたちの間を右往うおう左往さおうしました。

「あなたの使い方は正しくないのよ。だから私に預けなさい」

「やです！　大体ずるいですよ！　リナリアさんだって逆転時計を使って成績を維持してたんでしょう？　こんな便利な道具を独り占めしようとするだなんて！」

「私はあなたのように無茶な使い方はしていないわ。わたしのほうがそれを有効活用できる」

「それでもやーでーすー！」

　それからというもの。リナリアさんとわたしは「寄越よこしなさい」「やです！」と言い合い、逆転時計を互いに握りながら取り合いました。

　こんなにも強引なやり取りをしていると、大概よくないことが起こるものです。

　わたしたちが互いに引かないばかりに、逆転時計はがちゃがちゃとよくない音をたてました。

　そして。


　──キィィィィ。



　恐らくは、わたしか、彼女のどちらかが、ついうっかりボタンを押してしまったのでしょう。気が付けば青白い光が懐中時計から放たれ。

「……え？」と呆ほうけるわたし。

「……あっ」と眉まゆをひそめるリナリアさん。

　やがて、わたしたちの意思をよそに、時間は勝手に巻き戻されました。





○






　お店が閉店時間を迎えても、忽然こつぜんと姿を消した二人の生徒は戻ってくることはありませんでした。

「ど、どうしよう……もしかして誘拐ゆうかい……？」と店主のエリザベスさんは慌あわてふためいていましたが、このような店内で堂々とラトリタ国立学園に通う女生徒二人を誘拐できるような人間がいるなどとは考え難がたいものです。

「大方、二人でサボタージュに勤いそしんでいるのではありませんか」

　置き去りにされた荷物を開きながら私は言いましたが、エリザベスさんは首を振りました。

「アルテちゃんはそんなことをする子じゃないわよ。それに、今日来ていた生徒だって、真面目まじめそうな子だったし……」

「……そのようですね」

　バッグの中にはリナリアさんの荷物が丸ごと入っていました。勉強道具はおろか、財布さいふも、杖つえも、なにもかも。

　望んでこの場から姿をくらましたと推理するのはあまりに強引と言えました。

　少なからずなんらかの厄介やっかいごとに巻き込まれていることだけは確実なようです。

「ひとまず、この件は私に任せてください」私はリナリアさんの荷物をまとめながら言いました。「この近所を回って二人を探してみます。それでも見つからなかった場合は、別の手を考えましょう」

　テーブルに置いてあった砂の小瓶、勉強道具、そして懐中時計をバッグに納めます。

「お願いね……」

　よほど心配なようで、眉をひそめるエリザベスさんでした。

　私は答えます。

「お任せください」

　せめて少しでも彼女が安心できるように、笑いかけながら。

「生徒を守るのも教師の務つとめです」





●






　わたしたちが遡さかのぼったのがたったの数日でも、数年でもないことは、目の前の光景こうけいを見ればすぐに分かりました。


「…………」




「…………」



　見渡す限りの景色がすべて変わりきっていました。

　わたしたちは更地さらちのど真ん中に立っていました。喫食スペース付きのパン屋など微塵みじんもなく、あるのは雑草ざっそうと砂程度。

　それに、街の姿も妙みょうでした。

　ラトリタ共和国は背が高い建物が延々えんえんと軒のきを連つらねていたはずです。それなのに、今、わたしたちを囲んでいるのは、お世辞せじにも都会とは思えないほど粗末そまつな造りの木造住宅ばかり。

　なんだか懐なつかしさを覚えるほどの光景でした。

　要はのどかなだけの田舎いなかだったのです。

「……噓うそ」目を見開いて、リナリアさんはわたしを放って駆けだしました。見たことのない景色に取り囲まれて、彼女といえど混乱こんらんに頭を支配されていたようです。

「何年前なの……？」リナリアさんは、街を見渡しながら、わたしに言いました。「今、ここは──何年前のラトリタなの？」

　わたしは、彼女に促うながされるままに、逆転時計を見ました。設定された時間を見ました。

　ふたりで取り合っているときに、誤ってリューズを弄いじってしまったのでしょう。

　時計を眺め、わたしも愕然がくぜんとしました。

「……よ」

　そこに示されていたのは、とてつもなく、気が遠くなるほどの時間でした。

「……四百年前です」


「…………」




「…………」



　しばし見つめ合うわたしたちでした。

「ちなみに滞在時間はどれくらいなの」


「…………」わたしはとてもとても重たくなった口を、ゆっくり開きました。「十時間です……」









　これはひどいと言わざるを得ません。

　四百年も前に遡ってしまったということは、要は未来に戻ったときに一年あたり十分の誤差が生じるわけですから、単純計算で、戻ったときには四千分、つまり約六十七時間経過していることになります。密ひそかに狙ねらっていた皆勤賞かいきんしょうは諦あきらめざるをえません。

　恐らく優等生であるところのリナリアさんも同じでしょう。

　わたしは彼女がさぞお怒いかりになっていることだろうと思いながら、彼女をちらりと見やりました。びくびくしながら、顔色かおいろを窺うかがいました。

「四百年……？　四百年前ですって……？」

　そのうえ、こんな場所に十時間も滞在しなければならないのです。

　きっと怒っているだろうとわたしは思いまし──。

「よんひゃくねんまえ……！」

　思いましたが彼女の表情を見たとたんにわたしの心の底に湧わいた後悔こうかいの念ねんやら反省の気持ちなどの一切いっさいが消えていきました。


「…………」



　なんかよだれを流しそうな勢いで目を輝かせながら周りの街を眺める彼女がおりました。

　そこに普段の彼女らしさというか、クールで容姿ようし端麗たんれいで頭がよすぎる女子生徒というものはおらず、ただ観光に来てテンションが上がっている女の子が一人いるだけでした。

「あの、リナリアさん……？」


「四百年前といえばこの国に図書館ができた時代ね……！　うふ、ふふふ……！　まだこの時代には来たことがなかったけれど……、そう、こんな雰囲気ふんいきの国だったのね……！　この時代から四百年の時を経へて沢山の人が訪れる観光大国になるなんて……ああっ……！　時代の重さを感じるわ！」



　そのように独り言を語りながら彼女はその辺の民家の壁かべに抱き着きました。民家のおばさまがとても怪訝けげんな表情を浮かべておられました。

「あたたかい……これが……四百年前のお家の壁なのね……」

　いやただの壁ですが。

「すき……」

　誰だろこの人。

　わたしの中でリナリアさんのイメージががらがらと音をたてて崩くずれていくのを感じました。もはやここにはただの歴史オタクがいるだけでした。

　それから先は筆舌ひつぜつしがたいほどに彼女のキャラ崩壊ほうかいぶりを見せつけられました。

「あら……？　ここは確か未来では学生寮りょうがある場所ね……」わたしを放って街のあちこちをふらつく彼女。「なるほど……今の時代はただの畑だったのね……ああ……素敵すてき……」
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　なにが素敵なのか見当もつきませんでしたがめんどくさいのでスルーしました。


「なるほど……この時代でも露店でパンを売っているのね……すさまじい歴史だわ……」街角にあったパン屋に立ち止まる彼女。しかし直後に膝ひざを屈くっしました。「くっ……！　なんてことなの……！　財布を未来に置いていくなんて！」



　どうやらわたしと揉もめた際に手ぶらだったが故ゆえに彼女はなにも持ち合わせてはいなかったようです。

「あの」ちなみに守銭奴しゅせんどであるところのわたしはアルバイト中であっても財布は常にポケットにインしておりました。「よかったらお金、貸しましょうか……？」

「！」とたんに彼女は目を輝かせてわたしを見上げます。「……いいの？」

「あとで返してもらえれば別に……」

　すると彼女は、ぱあっと表情を緩めて、

「ありがとう」

　と無邪気むじゃきに笑いました。その後、「うふふ」と笑いながら彼女はパンをかじりました。

　とてつもなく過去に戻ると弊害へいがいとして精神年齢まで後退してしまうのでしょうか……。

　彼女のついでにわたしもひとつ買いましたが、長時間野ざらしにされていたパンは普通に堅くて、美味しいものというよりはただ空腹くうふくを満たすためだけに存在しているように感じました。

「まったく……あなたのせいでとんでもない時代に来てしまったじゃない……どうしてくれるの？　私は皆勤賞を狙っていたのに。どう責任をとってくれるのかしら」

「すみませんその前にパン置いてもらっていいっすか」

「ふふふ。それは無理な相談ね。分からない？　これが歴史の味」

「クソ不味まずいですね」

「とにかく、私たちはこれから十時間もこの大昔の時代にいないといけないの。困ったわね」

「たぶんわたしとリナリアさんでは別の種類の悩なやみだと思います」

　気分が見るからに高揚こうようしまくりのリナリアさんに反してわたしの気分は冷めゆく一方でした。はて彼女ったらこんな感じの人でしたっけ？

「ところであなた、これから予定は？」

　あるわけがありませんでした。素直に首を振るわたしです。

　すると彼女は、

「そう。だったら今から学校に行きましょう」と、突然わたしの手をとりました。

　強引にわたしを引き連れて歩き出す彼女。のどかな街並みの向こうには、ほんの少し大きな建物がありました。今の学校の姿からは想像もできないほどちっぽけで、おおよそ学校と呼ぶにはあまりにも頼りない姿をしています。

「……学校行ってどうするんです？」

　と冷淡れいたんに首をかしげるわたしでした。十時間の暇つぶしをしなければならないので、彼女の提案を拒こばむつもりは微塵もありませんけれど。

「ふふふ。知ってる？　私たちが通っているラトリタ国立学園はかつてただの図書館だったの。今見えているのは恐らく当時の図書館の姿だわ。あれが時代を経て学校へと姿を変えていったのよ。もしかしたら今から図書館の中を見学することも可能だわ！」

「滅茶めちゃ苦茶くちゃ早口ですね」

「さあ行きましょう！」

　どうやらこの時代に偶然ぐうぜん来てしまったことを後悔している雰囲気はないようで。

　四百年前といえばほぼ三日間浪費しなければたどり着くことのできない時代です。いつも勉強ばかりしていた真面目な彼女ですから、大方、この時代に来たくても、学校の都合で来れなかったのでしょう。

　きっとこんな風に強引にでも来なければ、おおよそ、ずっと彼女はこの時代の風景を目にすることはなかったことでしょうし。

　わたしも、こんなに無邪気にはしゃぐ彼女を目にすることはなかったことでしょう。

　それはなんだかとても、わたしたち二人だけの秘密を共有してしまったかのようで、ほんの少しだけ、嬉うれしくもありました。

　わたしが笑った気配を感じたのか、彼女は「あら」とわたしを振り返り、

「あなたも楽しくなってきたようね」

「いやそれはないです」





○






　結論から申し上げるとリナリアさんもアルテさんも、共に、まるでこの世界から消えてしまったかのように、どこを探しても見つかることはありませんでした。

　まるで図書館から消えてなくなった二冊の本のように、忽然こつぜんと彼女たちは姿を消してしまったのです。

　学校一の優等生と、その友人──とされているアルテさんが消息不明になったとの報しらせはすぐに学園中、そして街中に広まりました。正確には私が広めたのですけれど。

「あの二人をどこかで見ませんでしたか？」

　授業が始まる前や、休み時間に生徒たちに聞いて回ったところで、しかし現実が変わることはなく、誰もが一様に首を振るか、「昨日きのう、学校で見た」とか、「パン屋でバイトしているところを見かけた」など、行方を絶たつ直前の動向どうこうを補足するような情報しか得られませんでした。

「せんせー」学園に起こっているおかしな出来事は二人の失踪しっそうだけにとどまらなかったようで、生徒の何人かは私に奇妙な相談を持ち掛ける者もいました。「見てください。これ、この前買ったゴーレムの砂がなくなっちゃったんです」

　リナリアさんとアルテさんがゴーレムの砂を持っていた、という噂うわさを耳にしたのでしょう。もしかしたら二人の件に関係あるかもしれません──と、同様の相談を持ち掛けてくる生徒が何人かいました。失踪との関連性は分かりませんでしたが、私は「情報ありがとうございます」と頷いておきました。

　けれど結局のところ。どれだけ聞き込みをしたところで。

　彼女たちがどこに消えたのか。

　その疑問に答え得る人物はどこにもいませんでした。

　途方とほうに暮くれる私でした。失踪──特に誘拐事件において時間の経過は被害者の生存率を著いちじるしく低下させるばかりです。急がないと、なにかしらの手を打たなければ手遅れに──。

「……あ」

　机に向かい、悩む私は、そのとき、ふと思いました。

　彼女たちの所有物に事情じじょう聴取ちょうしゅすればいいのでは？

　なぜもっと早くに思いつかなかったのか。普段から暇つぶしに自分の物と会話しているくせにこういうときに限ってそのようなことをいち早く思いつくことができない自分自身の不甲斐ふがいなさに嫌気いやけを覚えながら、私は杖を手に取り、誰もいない教室で、パン屋から持ち出した二人の荷物を並べました。


「…………」



　杖。勉強道具。生徒手帳。財布。学生鞄。教科書の類たぐい。推理小説。恋愛小説。歴史小説。ゴーレムの砂。それと──懐中時計。

　恐らくはこの中でもっとも彼女──リナリアさんと同じ時間を共にしているのは、これでしょう。

　私はすぐに、杖を懐中時計に差し向け、魔法を放ちました。人の姿に変える必要はありません。声だけ聞ければ十分でしょう──私は魔法を、目の前の懐中時計に振りかけました。

『こんにちは。灰はいの魔女イレイナ様』

　懐中時計は、すぐに口を開きました。いえ口はないのですけど。

「こんにちは。懐中時計さん。少しお話が──」

　と私がその声に答えると、神妙しんみょうな口ぶりで、

『懐中時計ではありません。私は、逆転時計と呼ばれています──』

　そして言いました。

『あなたの頭を悩ませている問題は存じ上げております。私見しけんですが、二人は失踪したわけでも、まして二人で駆け落ちをしているわけでもありませんよ』

　淡々たんたんと、事実だけを語りました。

『二人はただ過去に戻っているだけです』

　と、そのように。





●






　図書館に着くなり彼女のテンションはピークに達したといっても過言ではありません。

　見たところ今とは随分と姿が異なるようで、見上げるほどの本棚もなければ無駄に広い空間でもなく、背伸びすれば届くほどの背丈しかない本棚が折り目正しく並んでいるだけの平凡ともいえる姿をしていました。

　それでも、いえ、むしろその様子が殊更ことさら彼女を興奮させたようで、

「凄すごい……！　この図書館が時代の経過とともにあの姿へと変わっていったのね……！」

　入り口を過ぎるなり、彼女は「ああ……」だとか「うう……」などとありとあらゆる本棚をうろうろと彷徨さまよい始めました。感動に泣き始めそうな雰囲気すら漂ただよっていました。

　それでもかつての図書館──いま、わたしたちの目の前にあるものは、今の姿の面影おもかげをしっかり持っていました。大きく姿を変えたわけではないようです。


「…………？」ある一点を除けば、ですが。



　当時の図書館を歩き回っていると、今の図書館にはないものが一つ、ありました。

　図書館の奥──ちょうど、現在は史料室にあたる部分に、箱が置いてありました。

　高さはわたしの背丈ほど。横幅も同じくらいの正方形。真っ黒に塗装とそうされた木の板をあしらった箱が、図書館の奥に静かに佇んでいます。

　これは一体？

　わたしは箱の表面をなぞったり、叩いたりしながらまじまじと見つめました。リナリアさんもわたしと同様に「まあ」と箱に触れると、「歴史を感じるわ……」と頰ほおずりを始めました。

「すき……」とも呟つぶやいていました。もしかして古いものならなんでもいいんですか？　尻軽しりがるかな……。

「こらこら君たち。その箱には触るんじゃない」

　主に頰をひたすらすりすりしていたリナリアさんに向けて咎とがめるような声が飛んできました。振り返ると、司書ししょのおじさんが一人。

　おじさんは、

「それは貴重な代物だ。君たちのような子供が触っていいものではないんだよ」

　と語気ごきを少し和やわらげながらわたしたちを見やります。

　引きはがされたリナリアさんは「もう少し見たかったのに……」と物欲しそうな視線を謎の箱に向けながら離れました。

　それからもわたしたちは図書館内で大昔の本を読みふけりました。今は現存げんぞんしていないような本や、古ぼけすぎていて読むことが叶わないような貴重品の数々が、ここにはあります。

　彼女にとっては宝の山なのでしょう。しきりにリナリアさんは目を輝かせながら本を読みふけっていました。


「…………」



　彼女にとって過去とはそれほどまでに美しく尊とうといものなのでしょう。自らの時間を増やすためだけに使っていたわたしとはまるで違います。

　確かに、わたしが持っているよりも。

　彼女がこれを手にしていたほうがよほど幸せなのかもしれません。意地を張って返さないなどと言ってしまいましたけれど、反省すべきときが来たような気がしました。

「……リナリアさん」わたしは逆転時計で、時間を見ました。残り時間はあと七時間ほど。「未来に帰ったら、これ、返しますね」

　彼女は、意外そうに、ほんの少し目を見開いて、そのあとで「……そう」と口を開き、

「分かってくれて嬉しいわ」

　と答えました。

　けれど。

「でも、たまには一緒に過去に戻ったりしても、いいですか？」

　わたしは言いました。このように。

「わたしも、こんな風に普通じゃない空間に漬つかっていたいんです。リナリアさんが過去に戻るついででいいので、たまにはこうして昔の世界に連れて行ってくれません？」

「あら。逆転時計を拾っただけのくせに交換条件を持ち出す気？」

　質問を質問で返すリナリアさん。

「嫌ですか？」

　わたしはそんな彼女にまた質問で返しました。

　しばし、彼女は考えるような素振そぶりをわたしに見せたあとで、


「……………………」少し長い沈黙ちんもくのあとで、「たまになら、まあ、別にいいわよ」と。



　どうせ、逆転時計の秘密を知られてしまったしね──と言い訳めいたことを語りながら、彼女は顔を背そむけてしまいました。

　逆転時計どころかもっとやべー秘密を握られた認識はないのでしょうか。別にいいですけど。

　わたしと彼女はどこからどこまでも違くて、憧あこがれるのがおこがましいほど別次元の人間ですけれど。秘密の場所を共有することで、奇くしくもほんの少しだけ、距離が縮まったような気がしました。

　とてもとても遠くにいたはずの彼女は、手が届かないほど遠くにいたはずの彼女は、しかし本当は、わたしと同じく素朴そぼくな学生の一人にすぎなかったのです。

　そして。

　少しだけ沈黙が心地よくなった頃に。

　図書館の扉は、突然開かれました。

　扉の向こうで堂々と立っていたのは、一人の魔女でした。

　橙だいだい色の髪を頭の横一つにくくった彼女は、こほん、とわざとらしい咳払いののちに、

「こんにちは。魔女ナターシャですよ」

　彼女は自身をそのように紹介していました。





○






「……つまり二人はアルテさんの逆転時計を取り合っているうちに過去に戻ってしまったと、そういうことですか？」

『その通りです。未だ戻ってきていないということは、かなり長い距離──いえ、長い時間を遡っているのでしょう。おおよそ数百年程度は』

　懐中時計さん改め逆転時計さんは淡々とした様子で言いました。『故ゆえに待っていればじきに戻ってくることと存じます。騒ぎ立てるようなことでもありません』とも。

　時計自身からなされる一連の説明は突拍子とっぴょうしもないものばかりで、ボタンを押すだけでいとも簡単に時間を巻き戻すことができる──などという話は、少なくとも、逆転時計自身から語られた言葉といえど未だに信じがたいものがありました。


「…………」



　しかし、もし仮に逆転時計の言葉の通り、二人が過去に戻っていたとして。

　その場合に私たちに一体なにができるでしょうか？

　二人は時間を遡っているのであれば、私たちが生きている時間に彼女たちの存在がないのであれば、手の出しようがありません。

　それに。

「彼女らを探してくれている人たちにはどう説明すればいいのでしょうか……」

　二人は時計を弄いじって時間の旅行に出ている最中さなかです、などと説明したところで、それを素直すなおに受け取ることのできる人など果たしているのでしょうか？

　さしあたっては事件の解決をどのように説明するかが私の急務きゅうむのような気がしました。

　そうして問題が解決へと導かれたと同時に、新たな問題が浮き上がってきたときのこと。

「……あら？」

　私は、はたと気づきました。

　テーブルに並べたリナリアさんの財布、勉強道具、教科書──その他の荷物の中。

　ゴーレムの砂を入れた小瓶の蓋ふたが、開いていました。

　中に入っていたはずの砂が、姿をくらましていました。瓶の中は綺麗きれいさっぱり空。開けた記憶も取り出した記憶もないというのに。

　──この前買ったゴーレムの砂がなくなっちゃったんです。

　と、生徒のひとりが語っていた言葉を、私は思い出していました。

　かさかさと、ざわざわとなにかが蠢うごめく音が、そして背後でにわかに響ひびきます。

　私は振り返り、そして、見ました。

　地面の上、まるで意思を持っているように蠢きながら、教室から廊下ろうかへと逃げてゆく、砂の姿を。





●






「やあやあナターシャ様！　封印ふういんの魔女様！　お待ちしていましたよ！　歓迎かんげいします！」

　先ほどわたしたちを黒い大きな箱から引きはがした司書さんが諸手もろてを挙あげて彼女を歓迎しました。

　魔女ナターシャ。

　わたしとて、その名は知らないはずがありませんでした。こことは違う地方の話ではありますけれど──確か大昔に、古竜こりゅうを倒した偉大な魔女さん、だった筈はずです。

　そんな彼女がどうしてこのような場所にいるのかはとても気になるものでしたけれど。

「あわ、あわわわ……」どちらかといえばリナリアさんの動揺どうようぶりのほうがわたしにとっては気になるものでした。「ど、どどどどどどどどうしよう！　ナターシャさんよ！　本物の！」

「慌てすぎでは」

　確かに有名人といえば有名人ではありますけれど。

「なるほど。これね。こいつをパパッと図書館の地下に封印しておけばいいわけね」わたしとリナリアさんを素通すどおりして、大魔女ナターシャさんとやらは「ふうん……」と黒い箱を見つめ、

「これはどこで手に入れたの？」

　と司書さんを振り返ります。

「ええ。我が国の住民が森の中でこれを見つけたのです。どうやら森の魔力が砂に作用したようで……箱の中を見ていただければ分かるとは思うのですが、こちらの砂、魔力を吐き出す作用を備えているのです」

「森の木々と同じような力を持っているということ？」

　ナターシャさんに司書さんは頷きました。

　主に深い森の中では魔力が生成されるために、緑が多い場所では魔法使いは普段と比較して強い力で魔法を放つことができると言われています。授業で言ってました。

　要は、黒い箱に備えられた砂がその役割を果たすことができる、ということなのでしょう。

「ナターシャ様には、この砂を図書館の原動力として定着させていただきたいのです」

　司書さんは言いました。「たとえば図書館の図書を自動的に返すように仕組んだり、窃盗せっとうが発生すれば魔法を放って警告をしたり──できますかな？」

「……まあ、べつに不可能ではないわね」あっさりとナターシャさんは、黒い箱の蓋を開きながら頷きました。「ただ、この量はちょっと問題ね……」

「少なすぎますかな？」

「多すぎるのよ。これ、あと少し増えたら砂が勝手に動きだしたり、魔力に抑えが効かなくなって暴走するわよ」

「ははは。ご心配なく。森からありったけの砂を集めましたが、これ以上はありませんでしたからな。暴走しようにも砂がありませんよ」

「……だといいけど」

「では早速さっそく、これを図書館の地下に封印していただけますかな」

「はいはい」

　とナターシャさんは杖を手に持ち。

「学校に妙な魔法設備が幾つもあったのはこれが原因だったんですかぁ……なるほど納得ですよ」

　ふむふむ、とまるで空気の読めていないタイミングで突然二人の会話に入り込む生徒が一人。

　どこからどう見てもただのわたしでした。

「……こちらの方は？」わたしと司書さんを交互に見つめるナターシャさん。

「アルテです！　どうも。こっちはお友達のリナリアさん」ぐいぐいとリナリアさんの袖そでを引っ張るわたしでした。


「ちょっ……なにするのよ！　やめなさい！」



　ふふふなにを仰おっしゃる。

「リナリアさん。チャンスですよ！　サイン貰っときましょう？」

「えっ。サインだなんて……おこがましいわよ……」

「なにもじもじしてるんですか。せっかく過去に来たんですからお土産みやげのひとつでもほしくありません？」

　ひたすらにいじらしい態度をとってみせるリナリアさんに対して、わたしはべつに大魔女さんとやらにさほど憧あこがれのようなものを抱いていませんでしたのでわりとフラットな対応が可能でした。

　一方で彼女はてんで駄目だめでしたが。


「…………」ちらりとナターシャさんを見つめて、「だ、駄目よ……むりだわ……。サインなんて……」と目を背ける彼女。……乙女おとめかな？



　単に歴史オタクが高じてこのような対応をさせているのだとは思いますけれど。

「私のファンだなんて。あらあら」照てれちゃうわねぇ、とナターシャさんは眉まゆを下げていました。「別に私、これといって人に誇ほこれるようなことをした記憶はないんだけれど」

「そんなことはありません！」

　ぴしゃりと断ずるのはリナリアさんでした。「今まで数々の文献ぶんけんを読んできましたけれど、あなたほどの素晴すばらしい功績を残した魔女を私は知りません──」

　延々えんえんとそれからリナリアさんはいかにナターシャさんが素晴らしい魔女であるかを説とき続けました。ある意味では公開処刑にも等しい行いに見えましたが、ナターシャさんは嫌がる様子も見せず、「あらあら」などと終始しゅうし困ったように笑うばかりでした。

　結局それからわたしたちは揃そろってサインをいただきました。どうやら古竜を退治して以来、同様にファンからサインを求められる機会があるようで、彼女は非常に手馴てなれた様子でさらさらとペンを走らせていました。

「さて」ペンを仕舞い、ナターシャさんは杖を手に取ります。「あなたたちは少し下がっていなさい。これから私はお仕事をしないといけないの」

　そして魔法が振るわれます。

　大きな黒い木の箱の蓋がふわりと宙に浮くと、その中から砂が水のように溢あふれて、そして図書館の床へとこぼれます。

　床の上をそれからしばらく彷徨さまよっていた砂たちは、やがて床の中へと消えて行ってしまいました。

「はいおしまい」

　なんともあっさりとした顚末てんまつといえました。魔力を漏らす貴重な砂だと言われていたはずですが、ややぞんざいな扱あつかいの末に、図書館の地面の中へと消えてしまったのです。

　一体なにが起こったのでしょう？　と首をかしげるわたしに目を向けながら、ナターシャさんは、

「今のはね、砂を図書館の地面に封印したのよ」と答えてくれました。「これから長い間、この図書館の地下から魔力が湧き出るようになるわ。つまりこの魔力を使って図書を自動で返すように魔法を浴びせたり、いろいろな仕組みを作ることが可能になったということ」

　とも。

　なるほどなるほど。

　今の図書館では持ち出し禁止の本が一日で勝手に帰ってくるよう仕組みがなされています。これも、図書館の地下に納められている砂が漏らす魔力によって補われているのでしょう。

　そして恐らくは、延々えんえんと燃え続ける学校裏の焼却しょうきゃく炉ろも同じく。

「大事なことだからもう一度言うけれど」

　ナターシャさんは司書さんに振り返り、言いました。

「絶対に、絶対に、効果が物足りないからなどと言って砂を追加したりはしないで頂戴ちょうだい。現時点での量ですら、安全に使える最大限の量なんだもの」

　あと少しでも増えたら、絶対に暴走するわよ。

　彼女は言いました。


「…………」




「…………」



　わたしとリナリアさんはそのとき互いに顔を見合わせていました。

　砂。

　過去から、わたしが未来に持ち込んだ砂。


　…………。



　嫌な予感がしました。
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　学園内を砂がひとりでに蠢いていました。

　それは私が運悪く手放してしまった代物でもあり。あるいはほかの生徒の持ち物からこっそり抜け出したものでもありました。

　その量は結構なもので、一体どれだけの量が学校内に流通していたのかを考えると頭が痛くなりました。

　ひとつひとつ、確実に氷漬けにしていったとしても、残念ながら私の手は二つだけ。

「──キリがありませんね」

　あまりにも間に合っていませんでした。

　私の氷から運よく逃のがれた砂が蛇へびのように地面をうねうねと這はいずりまわり、どこかへと消えてしまいます。

　私は追いかけました。

　学校中のいたるところにいる砂の塊かたまりどもを氷の塊に変えていきながら追いかけました。私に襲い掛かるものもあれば、逃げるものも。あるいはただの砂のようにじっと留まるものもありました。

　ひとつひとつがばらばらに行動しているように見えて、一つの意思に従っているかのように見えました。

　学校中を走り回る私は、いつしか、図書館にまでたどり着きます。

　砂の一つがこの中に逃げ込んだのです。

「……この前問題が起きて閉鎖になったばかりなのに……」変な砂が紛れ込んだせいで本が駄目になった、なんてことになってしまったらどうしましょう。

　なんて、嘆息たんそくを漏もらしながら、私は図書館への扉を開きました。

　そして。


「…………は？」



　そのとき、見ました。

　大きな、大きな、砂の塊。意思を持っているように地面の上で大きく膨ふくらんでいるそれは、私と対峙たいじすると、ここでも逃げてしまいました。人影に驚いた鼠ねずみのように、とても俊敏な動きで。

　地面の中へと。


「…………はあ？」



　図書館の床がわずかに膨れ上がりました。床下からなにかに叩たたかれているかのように、脈打つように、ずん、と振動が足元を伝います。

　何度も何度も、床下からの音は響き。

　何度目かの振動を経へて、図書館の床に亀裂きれつが走りました。

　一度ヒビが刻まれてしまえば、あとは早いものでした。ばりばりと図書館の地面が膨らみ、本棚が幾つか倒れ、ばさばさと本たちが雪崩なだれを起こしながら落ちていき。

　やがて地面が割れました。

　そして。

　岩のような体軀たいくをした魔族が地面の中から這い上がりました。


「…………はああ？」



　ゴーレムが現れたのです。
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　わたしたちが過去から戻ったときには、ラトリタ共和国は既すでにぼろぼろでした。

　本当に未来に帰ってきたのかと疑うたがってしまう程。もしかしてまた別の時間軸まで飛んできてしまったのではないかと勘かん繰ぐってしまう程。

　それほどまでに学園の様子が変わり果てていたのです。

　わたしたちが帰るべき学校が、ぼろぼろになっていたのです。

　屋根やねはもぎ取られ、校舎は崩くずれ、わたしたちが通っていたはずの学校は、ほぼ半壊はんかい。

　一体なにが起こったというのでしょう。


「…………」



　いえ、なにがこの状況を作り出したのかはすぐに分かったのですけれど。

　校舎の中──図書館の目の前で、先生たちに魔法を浴びせられて硬直こうちょくしている魔物の姿がひとつ、ありました。

　ゴーレムです。

「あら二人とも。ようやくお帰りですか。随分ずいぶんと遠くへ旅行してきたんですね」

　校舎の残骸ざんがいに腰こしかけながら、わたしたちを見上げる姿がありました。

「……先生」きっとわたしたちが不在の間にずっとゴーレムの相手をしていたのでしょう──ローブがぼろぼろになっていました。怪我けがはしていないようですが、相当に疲れているようで「はあ……」と大きくため息を漏もらすと、その場で彼女はうな垂だれてしまいました。

「あの……先生、なにが……」

　わたしの言葉に、先生は眉根まゆねを寄せて、

「あ、それ聞いちゃいます？」

　と答えます。その視線は、逆転時計に注がれていました。

　わたしたちが数日の間、姿をくらましていた要因を先生はどういうわけか知り得ているようでした。そんな風に見えました。


「…………」



　だんまりを決め込むわたしとリナリアさん。

　先生は、そんなわたしたちを見かねたように、また一つ、大きくため息をこぼしながら、

「いいでしょう。ではなにがあったかを簡潔かんけつ明瞭めいりょうに教えてあげますよ」

　と口を開きました。

　それはわたしたちが不在だったときに起こった出来事であり。

　わたしによって引き起こされた惨事さんじの顚末てんまつでした。
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　寄せ集まった砂たちで人の形を模もした魔物。腕うでも脚あしも頭もすべてがまさしく砂色の塊かたまりは、図書館の地下を突き破って現れた直後に、私に向かってゆっくりと歩みを進めました。

　身の丈たけは私の倍ほど。大きすぎず、小さすぎず、けれど妙な威圧いあつ感をもっていました。

　危険な存在であることは一目でわかりました。私は考える間もなく、すぐさま魔法を浴びせて、ゴーレムを叩たたき潰つぶそうとしました。

　けれど。


「…………」



　無駄むだでした。私の魔法は、ゴーレムがすぐに吸収してしまったのです。食べてしまったのです。炎を浴あびせても、氷漬けにしようとも、すべての魔法がゴーレムの身体の中へと吸収されてしまうのです。

　なにをしても恐らくは無駄であることはすぐに分かりました。

　アレにはどのような魔法をかけても結局のところはたちまち吸収されるばかりで、なにも成せないのです。

　ゴーレムは私の目の前にたどり着くと、


『…………！』



　ごん、と砂の塊の腕を振り下ろします。図書館の地面が粉々こなごなに砕け散りました。身体が大きく緩慢かんまんな動きのために避さけるのは容易よういでしたが、直撃すればひとたまりもないことでしょう。

　図書館をこれ以上破壊されないためにも、私はゴーレムを図書館の外まで誘導しました。幸さいわいにも私以外のものに興味を示していないゴーレムは、私が退のくと、すぐに追いかけてきました。

　けれど図書館の外に出たことが不味まずかったのです。

「せ、先生！　なんですかそのバケモノ！」図書館での轟音ごうおんを聞きつけて駆け付けた教師や生徒が、ゴーレムを目まの当あたりにして目を剝むいていました。

　彼女らは魔法使いとしては非常に優秀すぎるようで、見覚えのないそのバケモノに対して、

「私が退治します！　先生は下さがっていてください！」

　などと次から次へと魔法を浴びせ始めたのです。

　当然、私のときにそうであったように、魔法など効きはしませんでした。それどころかたちまち吸収されるばかり。砂が水を吸うように、魔法たちはゴーレムに触れた直後に消えてしまいました。


『…………！』



　そしてそれが私たちの最大の過あやまちだったのです。

　その場に駆け付けた生徒、教師の大半がありったけの魔法を与え続けた成果を確かめるように、攻撃の手を止めた一瞬いっしゅんの隙すきに、ゴーレムはまたしても地面に向けて拳こぶしを振り下ろしました。

　直後。

　地面が砕けました。砕けた地面の土とともに、氷がゴーレムの周囲に飛び散りました。槍やりのように飛来する氷の柱たちは、魔法使いたちに襲い掛かります。

　ゴーレムは魔法が使えるようになっていました。

　図書館の地面を突き破った直後からみて明らかに力を増しています。


「…………」そのとき気づきました。



　ゴーレムは魔法を浴びている間だけ動きを止めるのだと。

　ゴーレムは魔力を浴びれば浴びるほど、力を増して狂暴きょうぼうになってゆくのだと。

「皆さん！　絶対に攻撃の手を緩ゆるめないでください！　延々えんえんと魔法を浴びせ続けるんです！」

　それから何度か攻撃の手がうっかり止まったりしながら──要は、ゴーレムに襲われたりしながらも、私たちは絶たえず魔法を浴びせ続けました。

　これはその場しのぎでしかありません。恐らくは、ゴーレムを倒す決定打にはなり得ないでしょう。それでも、その場に居合いあわせた私たちにできることは、それしかなかったのです。被害を拡大させないためには、ひとまず動きを止めることしかできなかったのです。

　攻撃を加えればそれだけ強く厄介やっかいになると知っていようとも、私たちに選択肢せんたくしはありませんでした。

　そんな顚末てんまつを経へて、私たちは今、こうしてゴーレムに魔法を与え続けているのです。周りの生徒や先生が頑張がんばって氷魔法を放ち続けていますけれど、延々と吸収されてしまうせいでいくら魔法を食らわせても終わりが見えないのです。

　今、この場で一瞬でも攻撃を止めてしまったら、恐らく大惨事だいさんじは免まぬがれないでしょうね。

「……それじゃあゴーレムは倒せないということですか……？」

　アルテさんは眉まゆを下げて私を見上げました。

　そういうわけではありません。

「この場では倒せないというだけです。手はあります」

　私は言いました。

「実はですね、私、一度あのゴーレムを倒したことがあるんですよ」

　もう随分と前のことですから、対面した直後は思い出せなかったのですけど、見れば見るほど、あれは私がかつて対峙したことのあるゴーレムでした。

　だから、要は、倒し方を知っているんです。

「倒したって……いつの話ですか？」

　怪訝けげんに顔をしかめるリナリアさんに、私は端的たんてき明瞭めいりょうにお答えしました。

「七年前です」
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　先生は空っぽの小瓶びんをわたしたちに掲かかげたのち、

「はい。それじゃあ話は変わりますけど、課外授業をしてみましょうか」

　などと地面から砂を救い上げて、小瓶の中に入れました。こんなときになにゆえいきなり砂遊びをするんです……？　などとわたしは首をかしげましたが、先生はわたしの目など意にも介かいさず、「この小瓶にめいっぱい砂を入れるでしょう？　こんな感じに」と砂遊びを続行。

「……それがなんなんですか？」首をかしげるリナリアさん。

　先生は彼女を得意げな表情で見上げました。

「これをあのゴーレムだと思ってください。あのゴーレムは魔力を持った砂粒たちの集合体です。厄介なことに砂粒たちは集まると魔力を吸収する力があるようで──たとえ攻撃しても、吸収してしまいます。こんな風に」

　先生は小瓶の蓋ふたに杖つえを置いて、水を浴びせました。瓶に納められた砂は、水を吸い上げて重みを増します。

「──魔力を受ければ受けるほど、このゴーレムは強さを増していきます。恐らく魔力を与え続ければ手がつけられなくなることでしょう」

　それでも尚なお、未だに魔法使いたちで魔法を浴びせ続けている現状には、ほんの少しの矛盾むじゅんが生じているように思えました。

　先生は言います。

「ところで、水を与え続けた砂はどうなるか、分かりますか？」

　延々えんえんと小瓶に注がれ続ける水。

　わたしたちが答えるまでもなく、答えは訪れました。

　小瓶から泥どろまみれになった水が溢あふれたのです。

　つまり。

「パンクするんです。魔力を与えられ続ければ、ゴーレムは今の姿を維持できなくなる。そういうことです。だから私たちは今もゴーレムに魔法を浴びせ続けています。無論むろん、攻撃されている間は身動きがとれないから、という理由でもありますけれど」

　ほうほう。なるほど。ということはじきにゴーレムは倒れるということですね。やったぜ。

　けれど先生は眉を下げました。

「でも、現状では魔法使いの数が足りないんですよねぇ……。現状ではまだ間に合っていますけれど、恐らく彼女たちが力尽きるのも時間の問題でしょう。無論、あなたたち二人が加勢に加わったところでゴーレムが都合よく倒れてくれるとも限りません」

「なるほど」と私は頷うなずき、「困りましたね」リナリアさんは人差し指を顎あごに添そえました。

「つまりあのゴーレムを倒すためには、もっと多くの魔法使いの協力が必要なんです。けれどご覧の通り、この国に元気な魔法使いは今やほとんど残っていません。かくいう私もほとんど魔力を使い果たしてしまいましたし。恐らく今、まともに魔法を使えるのはあなたたち二人くらいでしょう」

　大昔──まだこの学園が一般課程と魔法専攻に分かれていた頃はまだ魔法使いの数も多く、一人ひとりの能力も高かったことでしょうけれど。

　今のわたしたちの力ではゴーレムに及およばないようです。

　先生は言いました。

「ゴーレムを連れて過去に戻ったりできれば、もっと多くの魔力を浴びせられるんですけど……ねえ？　リナリアさん、アルテさん」

　その言葉はまるで逆転時計のことを知り尽くしているような、そんな含ふくみを持っているように感じられました。

「……二人とも、私が言いたいこと、分かりますよね？」

　そしてその言葉には、拒否きょひ権などというものはありませんでした。


「…………」「…………」



　リナリアさんとわたしは、互いに顔を見合わせます。

　逆転時計で引き起こした惨事さんじは、逆転時計で解決するほかないのです。
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　悲しいかな二人が過去に行くことは逃のがれられない運命と言って差さし支つかえありません。二人をなんとか説得して、過去に行ってもらうことにしました。

　とはいえまだ時間には多少の余裕がありますから、私は「じゃあ十分後に集合で」と以前図書館でそうしたように、二人には一時的に解散してもらいました。心の準備をする時間は必要でしょう。

「分かりました！　じゃあちょっと遺書いしょかいてきます！」アルテさんは敬礼けいれいを私にひとつして走り去ってしまいました。「もしかしたら十分で帰ってこれないかもしれませんけど、そのときはリナリアさんだけで行ってきてください！」との不穏ふおんな捨すて台詞ぜりふも添えて。もしや逃げるつもりではあるまいな。


「…………」



　慌あわただしく走り去るアルテさんに反して、リナリアさんはいつも通りのフラットな表情でした。

　この場でいたずらに十分浪費ろうひするおつもりのようです。

　彼女の視線の先には、ひたすら魔法を受け続けるゴーレムがありました。凍えるようにその場で震えて立ち尽くすゴーレム。彼女は感情のない瞳ひとみでそれをじっと見つめるばかり。

「先生」

　視線を向けたまま、彼女はふいに言いました。「先生はどこまで知っているんですか？」

　どこまでと言われましても。

「あらかた知っています。あなたが持っていたのが逆転時計だということも。時間を遡さかのぼり続けて努力していたからこそ好成績を維持できていたことも」


「…………」



「老婆心ろうばしんながら忠告しますけれど──今回を最後にあれを使うのはやめたほうがいいですよ」

　時間遡行そこうなんてなにもいい結果を生まないのです。他人と同じ時間を歩まなかった末に待っている結末がいつもいいものだとは限らないものです。

　過去の後悔こうかいを払拭ふっしょくするために過去に飛んだり、私利しり私欲しよくを満たすために過去に手を出したり──そういった行いは結局のところ自分自身を過去に縛り付ける鎖くさりにしかならないのです。

　過去から一歩たりとも前に進めないまま、時間ばかり過ぎてしまうことに気づけなくなってしまうのです。

　過ごした時間がズレればズレるほど、ほかの人と同じ時間を歩めなくなることに気づけなくなってしまうものです。

「悩んでいます」

　彼女は言いました。

　淡々たんたんとした様子のまま。

「まだ小さい頃の話です。私の誕生日に父と母が、この時計をプレゼントしてくれました。旅行先の骨董品こっとうひん屋やで偶然ぐうぜん手に入れた品物だそうです。この時計が秘めた力を知ったのは、それからしばらく後のことでした。己おのれの手にした時計が特別な物だと知って、私は驚おどろきました」


「…………」



「私は特別な力を手に入れることができたと思って、ただただ喜びました。逆転時計の力を利用して、何度も何度も過去に戻りました。あの時計の力はそれほどまでに魅力的でしたから」

「でしょうね」

　過去に行ける力だなんて、それこそ誰もが一度は空想するほどのものではないでしょうか。

　魅力に憑とりつかれることは決して不自然ではありません。

「私も彼女と同じなんです」リナリアさんは言いました。「彼女と同じように、友達の気を引こうと思って、過去から物を持ち出したりしたことがあります。まだ幼い頃、友達と些細ささいなことで喧嘩けんかをしたとき、私は友達を連れて過去に戻ったこともあります。……過去に起こった光景を見せつけて、自分が正しいことを証明したんです」

「……その友達はどうなりましたか」

　彼女は私を見ました。

「友達ではなくなりました。離れて行ってしまいました。過去に戻るような便利な力を持っていると、人はどうしても他人を気味悪がるものです。何度も何度も過去に戻り続けた結果、私の周りには次第しだいに人が寄り付かなくなりました」


「…………」



「孤独を知った頃には、私は既すでに人との関わり合い方が分からなくなっていました」

　彼女は笑います。「それでも私は過去に戻れる時計の虜とりこであり続けました。手放すことができなかったんです。上手うまく使えば、誰よりも優秀になれると思いました。上手く使って、誰よりも優秀な魔法使いになれば、誰かが私を認めてくれると思っていました」

　今の彼女を見ていればその仮説がどれほど誤あやまりであったのかくらいすぐに分かります。

　結局のところ、机に向かい続けるばかりで、彼女は誰も寄せ付けることができなかったのでしょう。それを分かっていながらも、彼女は時計を手放せなかったのです。

　孤独を恐れて便利な力を使い続けた結果、結局誰よりも孤独でい続けてしまうことになってしまったのです。本末ほんまつ転倒てんとうです。

「それで、未だ手放す決心がついていないということですか」

「……そうではありません」彼女は首を振り、「手放したいとは思っています。ただ……、その……」とたんにもじもじとし始めました。


「…………？」



　怪訝けげんそうに眉根まゆねを寄せながら、私は彼女の言葉を待ちました。
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　歯切れ悪く、奥歯になにかが詰つまったように口をもごもごとさせながら、彼女はやがて答えます。

「この時計がきっかけで、仲良くなれそうな人が、できたような気が、するので……その……」


「…………」あ、悩んでるってそういう。「要するにアレですか。今後はお友達と二人で過去に戻ったりしてきゃっきゃしたいということですか」




「…………」



　こくり、と彼女は無言で頷き。

　私は嘆息たんそくを漏もらしました。

「特別なことをしなければ縮められないような間柄あいだがらで友情なんて芽生めばえませんよ」

「ばっさり言いますね……」

「人生の先輩せんぱいからの助言です」

　受け入れてくれても聞き流してくれても構いませんけれど。願わくば、いつかは理解してほしいとは思いました。

　今日でも明日でも、ずっと先の未来でも構いませんけれど。

　時を戻さなければならない事なんてなにもないのだと、いつかは理解してほしいと私は思います。

「十分じゃ遺書かけませんでしたー！」

　アルテさんが走りながら戻ってきたのは、ちょうど私とリナリアさんの間に沈黙ちんもくが生じたときでした。リナリアさんも私も互たがいに、手を振りながらこちらに駆け寄る彼女へと視線を移します。

「じゃあ向こうで死なないでください」

　というか死を覚悟かくごするほどの物事でもないんですけどね……。

　私は言います。

「準備ができたのなら、行きましょうか──」




　魔法を浴び続けるゴーレムを後ろに控ひかえて、私は二人に滔々とうとうと語りました。

「過去の世界に行ったあとにあなたたちがしなければならないことは、ゴーレムの掃討そうとうです。過去の魔法使いたちに事情をわざわざ話す必要はありません。きっと学園の魔法使いたちはゴーレムが暴れれば勝手に手伝ってくれることでしょうし──たぶん、私も」

　けれど。

「くれぐれも注意してくださいね？　絶対に未来から来たことだけは言わないでください。他の人にも、私にも」

　私は一呼吸おいて、言いました。

「未来は分からないからいいんです」





●






　わたしとリナリアさんは手を繫つなぎ、ゴーレムを見据えました。

　魔法を浴び続けて相変わらず硬直していました。一瞬でも手を止めれば、大惨事は免まぬがれません。

　わたしたちが安全にアレを過去に送るためには、飛び続ける魔法の間を縫ぬってゴーレムに触れる以外に術すべはありません。

「……準備はいいですかリナリアさん」わたしは逆転時計を握にぎりしめながら言いました。

「あなたこそ」リナリアさんも逆転時計を握りしめます。

　二人ぶんの熱がこもって、時計は生温かくなっていました。

　隣となりに目を向ければ、いつものような平然へいぜんとした顔色かおいろを浮かべた彼女がいました。こんなときでも、彼女はまるで緊張していないように見えました。

「……いきますよ」いつもの彼女の顔に、わたしは少し、安心していました。

　そしてわたしたちは逆転時計を二人で握りしめながら、魔法が飛び交う中を走りました。

　きらきらと光る景色の中、その中心にあるゴーレムへと手を伸ばし。

　そして七年前へと、戻ったのです。







『いいですか？　ゴーレムを過去に送ることができたら、まず離れてください。絶対に離れてください。今のゴーレムから攻撃をまともに食らえば死ぬかもしれませんから』

　過去の学園にたどり着いた直後に、わたしはほうきに乗って真上へと垂直に飛びながら、先生の言葉を思い出していました。

　ゴーレムを封じるための手筈てはずはある程度先生が考えてくれていたのです。

　わたしとリナリアさんは、七年前の世界で互いの役割をまっとうしました。この国の背の高い建物たちと同じくらいまで上昇した辺りで、わたしはほうきを止め、振り返ります。

　学園の図書館の入り口がそのとき、氷漬けになりました。

『恐らくゴーレムは最初に図書館へと向かおうとするでしょう。なので凍こおらせて封じてください』

　先生の指示です。わたしと同様、過去に戻った直後に、リナリアさんが図書館の出入り口に魔法を浴びせていました。図書館の中にあった砂からゴーレムは形作られたのですから、過去の世界でもそれに手を出そうとするのは明白でしたから。

『図書館に入れないと分かれば、ゴーレムは次に、魔力を求めるはず。ですから、杖の先に魔力の塊を浮かべて、誘導してください』

　どこに誘導するのですか？　とのリナリアさんの問いに、そのとき、先生は答えていました。

『街に』と。

　正確には、街の郊外に。

　学園からの距離を十分にとらなければ、いつゴーレムが図書館に侵入するか分かったものではありません。そのために単身でゴーレムを導く役割を担になうのです。その間にもう一人──図書館を氷漬けにした生徒がほかの生徒や教師に協力を仰ぎます。

　そして郊外で合流してゴーレムを叩たたく。

　そういう作戦でした。

　七年後の世界にて、作戦をあらかた説明し終えたあとで、先生は言いました。

『ゴーレムの誘導役は──この役目は言うまでもなく非常に危険です。どちらが役を担うのかはよく相談して決めてください。自らの命を囮おとりに使うのですから──』

　だから、わたしがその役目を負うことにしました。

「おりゃああああああああああああっ！」

　杖の先に魔力を浮かべて、わたしは全力で街の上をほうきで突き進みます。杖の先にある光はゆらゆらと揺ゆれ、ゴーレムは、地面を蹴りました。

　わたしたちの作戦の通りに──囮のわたしに引っかかってくれたのです。地面が砕けるほどの力を込めた跳躍ちょうやくで、上空にいるはずのわたしの真後ろまで迫ったゴーレムは、しかしそのまま、街の真ん中まで落ちていきました。

　跳躍はできても、永続的に飛び続けることはできないのでしょう。

　大通りの地面が、そして砕けました。ゴーレムが着地と同時に、再びわたしに迫って飛んできたのです。何度も何度も、着地と同時に地面が砕け、そして、ゴーレムはわたしの杖の先を摑つかもうとしてきました。

　延々とただひたすらに大通りを進みました。

　目立って仕方がありません。眼下がんかに見える景色けしきのいたるところから悲鳴が上がりました。見るからに大惨事です。

　けれど、この場所しか今のわたしには通ることができないのです。

『ほうきに乗りながらゴーレムを誘導する際は、大通りに沿って進んでください。道が広い場所ならば誤って踏みつぶされる確率も多少は減るはずです。間違っても建物の真上は飛ばないように。家を踏みつぶしたりなんてしたら被害の大きさは計り知れませんから』

　そのような指示のもと、わたしは飛んでいましたから。

「……ううう。ごめんなさい……」

　けれど大通りも大通りでやはり人通りは多く、見るからに人々の生活を破壊して回っているだけのわたしにはどうしても罪悪感が押し寄せてくるのでした。

　七年後の世界では、今回の一件での死者は出なかった、とされていますけれど。

　それでも罪悪感は拭ぬぐいきれません。ただ迷惑行為を働いているだけのような、ただ被害を拡大させ続けているだけのような居心地の悪さは、少なくともわたしが大通りを進み続け、街の郊外へとたどり着くまで続くことでしょう。

　そう思っていました。


「…………！」



　けれど。

　ちょうどそのときでした。わたしの真後ろ──ほうきの穂先をかすめて、再び地上へと吸い込まれるゴーレム。その先に見えたものに、わたしは目を奪われました。

　一人、魔法使いがいました。

　ちょうどゴーレムが落ちる先。ただのベンチにて。一人、魔法使いがぼんやりと佇たたずんでいました。

　灰はい色の髪かみの、魔女さんが。

　どこからどう見ても、七年後の世界でわたしが散々お世話になっている彼女の姿が、そこにはあったのです。
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　ラトリタ共和国のベンチにて一人、ぼんやりと佇む魔女が一人、おりました。

　髪は灰色。瞳ひとみは瑠璃るり色。彼女はぼうっと座り、傍かたわらにパンとコーヒーを置きながら、この国近郊の地図を膝ひざの上に広げていました。

　彼女は魔女であり、旅人でした。

　この国で充分すぎるほど滞在しましたので、次に向かうべき国を探していたのです。


「…………」



　地図を眺ながめながら、ふむふむと頷き、彼女はパンをはむはむと咥くわえておりました。

　とまあ。そんな風に。

　いつもの如ごとく、ただただ旅を続けているだけの彼女とは、一体誰か。

　そう──。

「先生！」

　ぐしゃ、と。

　暇ひまを持て余していただけの私の時間が破壊されたのは、そのときでした。

　突然、横からほうきで私めがけて少女が突っ込んできたのです。彼女は必死ひっしな形相ぎょうそうで叫びながら、そのまま私とぶつかり、私と一緒いっしょに大通りに転がりました。


「うぐぅ……っ！」彼女は地面と向き合いながら呻うめき。



「いきなりなにをするんですか……」と私はほんの僅わずかな苛いら立だちと、手に持っていたパンが無残むざんにも地面に転がってしまったことによる悲しみの二つを抱かかえながら起き上がりました。

　直後に私が座っていたベンチが粉砕ふんさいしました。

　上から降って来た大きな足が、ベンチを踏みつぶしました。その上に置き去りにされていた私の地図とコーヒーもろとも粉微塵こなみじん。

　からん、と私の目の前にベンチの破片はへんが転がります。

　大きな大きな砂の塊のような身体をした不思議な生き物は、その向こうで私たちを見下ろしていました。


「…………」



　横から私に突っ込んで来た少女がどうやら私を助けてくれたらしいと理解したのは、そのときでした。「あの……なんですかこの化物」

　私は横で「うう……みぞおち痛いちゃあ……」などと訛なまり交まじりの弱音を吐く彼女を見やります。

　服装から鑑かんがみるにどうやら学園の生徒のようですけれど。

　彼女は私の視線に気付くと、

「あっ。先生、あの、このゴーレムは七年後の世界から──」と意味不明な言葉を口走り始め。

　私は首をかしげました。

「……先生？　七年後？」

　先日まで学園の生徒の振りをしていましたから、生徒と勘かん違ちがいされるなら分かりますけれど……そもそも七年後とはなんのことで？

　突拍子とっぴょうしもない展開に未だ追いついていない頭に更に疑問符が幾いくつも浮かび上がりました。

「あわわわわ……！」そんな私に事情を説明するでもなく、彼女はあわあわと慌て始め、「い、今のは、なしでお願いします！　言っちゃいけないって先生に口止めされてますので！」などと彼女は自らの口を手で覆おおいます。

　この一瞬で既に私の頭は分からないことだらけでした。

　けれど悠長ゆうちょうに状況を咀嚼そしゃくしている暇などないようで。


「…………っ！」



　私はほうきを出して、直前に彼女がそうしたように、真横から飛び、名も知らぬ彼女にぶつかりました。

　嫌がらせではありません。報復ほうふくのつもりもありません。

　彼女を押しのけながら振り返れば──砂色の化け物の拳が、地面に叩きつけられていました。その辺に転がっていた私のパンが大通りに敷き詰められていたレンガと共に潰つぶれ、粉々こなごなになりました。

　大事なことなので簡潔かんけつ明瞭めいりょうにまとめて、再度言いましょう。

　私のパンがぐしゃぐしゃにされました。喫食きっしょくスペース付きのパン屋というよくわからないコンセプトのパン屋で旅のお供ともにと特別に焼いてもらった美味おいしい美味しいパンが、潰されました。


「…………」



　なにもかも分からないような状況下ではありますけれど。ただ巻き込まれただけのような状況でもありますけれど。

　ただ一つ明確に言えることは。

「アレは敵ですね」
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　灰色の髪に瑠璃るり色の瞳ひとみ。それに、背せ格好かっこうといい、口調といい、そこにいたのはまさしく七年前の先生そのものでした。

　そうとしか言いようのない姿をしておりました。

　けれど。


「……………………………………」



　わりと長めに沈黙しながら杖を振るい、ゴーレムにありとあらゆる魔法を浴びせ始めた今の彼女は、未来で見たこともないような顔をしておりました。

　端的たんてきに言うとなにやら怒おこっておいででした。


「…………」彼女は背筋せすじが凍こおるような冷たい眼で、ちらりとわたしを見やります。「この化物、一体なんなんですか？　魔法くらわせても全然動かないんですけど」



「えっと……」返答に困りました。

　未来の先生に口止めされていますから。

　あわてていたせいで少し情報を漏もらしてしまいましたけれど、これ以上はなにも言わないほうがいいに決まっています。ここで折おれてしまっては未来の先生との約束を完全に反故ほごにすることになってしまいますから。

　ここは沈黙を貫つらぬき通──。

「だんまりを決め込むつもりならこの杖をあなたに向けます」

「すみません喋しゃべります」

　折れました。

　それからわたしは、過去の先生に「いいですか？　わたしが話している間はぜったいに魔法の手を止めないでくださいよ？」と念を押してから、ぺらぺらとゲロしました。

　目の前で先生から魔法を浴びている化物の名前はゴーレムで、魔力を浴び続けることで力を増すこと。倒す方法は延々と魔法を注ぎ続けるしかないこと。ゴーレムを始末しまつするためにわたしが未来から来たこと。

　目の前の彼女がわたしの恩師おんしであることは伏せながらも、それらを語りました。

　よくよく考えてみれば──未来の先生には話すなと念を押されていましたが、しかし、これらの情報を明かしたところで問題がないようにも思えたのです。

　ゴーレムに関しては、どのみち戦っていればすぐに分かるような情報しかありませんから、わたしが明かさずともいずれ分かっていたことです。

　わたしが未来から来た件に関しても、そもそも語ったところで信じられるわけがないと思いました。ゴーレムを倒すために未来から送り込まれて来たなんて、こんなことの説明を正直にしたところで、あっさり信じるような奇特な方が果たしているでしょうか？

「なるほど。そういうことでしたか」

　……目の前にいました。

「……信じるんですか……？」あっさり頷いて納得なっとくしてしまう過去の先生に啞然あぜんとせざるを得ませんでした。「あの……わたし、結構突拍子もないことを言ったつもりなのですけど……」

「私、時間遡行に関しては経験がありますから。別に疑ったりはしませんよ」

　それに──と彼女は続けます。「あなた、見るからに噓うそが下手へたくそそうですし」


「…………」



「大方、あなたの先生とやらは過去であなたがうっかり事実を漏らすことを想定して口止めしていたんじゃないですか。随分と性悪しょうわるなんですね」

　先生とやらというか未来のあなたですけどね……。

　わたしから漏れた情報をひとしきり聞き終えたあたりで、過去の先生は、「まあ、事情はあらかた分かりました」とわたしを見ます。

「とりあえず、ここは私が預かります。あなたは街の住民の避難誘導をしてきてくれますか」

　絶たえずゴーレムに魔法を浴びせ続けながらも、その表情はとてもとても涼すずしげでした。

「で、でも……」はい、ではお任せします、などと素直に頷くことはできませんでした。「そのゴーレムはわたしが街の郊外まで移動させないと──」と。

　わたしが言いかけたところで、

「それはこちらで引き受けます」

　きっぱりと、過去の先生は私の言葉を遮さえぎり。

　そして遠くの空を見上げながら、言いました。

「あとは先生に任せてください」

　直後。

　大通りの向こうから、火が、矢やが、鉄が、雷かみなりが、氷が──。

　数え切れないほどの魔法が、降ってきました。
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　駆け付けたのは学園の教師たちでした。

　彼女らは既にゴーレムの特性を知り得ているようで──おそらくは未来から来た生徒さんにでも事情を聞いたのでしょうけれど──絶え間なく魔法を浴びせ、ゴーレムの動きを封じていました。

　なるほどなるほど、これなら私の出番は必要ないのでは？　と少し思ってしまうほどに、教師たちの攻撃は圧倒的でも一方的でもありました。

「まだ国から出ていなかったのですね」

　すとん、と私の真横にほうきを下ろす女性の姿がありました。

　ヴィヴィアンさんでした。

　緑色の長髪を携たずさえた彼女はメガネをくい、と指で押し上げながら、「ご覧の通り人手が足りていないの。暇なら手伝ってほしいのだけれど」とも語ります。

「さすがの私もこんなモノを放置して国を出るほど淡泊たんぱくではありませんよ」

　それに、このゴーレムには折角の土産みやげ物を潰された恨うらみがありますから。食べ物の恨みがどれほど恐ろしいかを身をもって知ってもらうこととしましょう。


「…………」とはいえ、加勢が来たとしても、ゴーレムは未だ健在でした。このまま、仮に教師たちの魔法が尽きても尚なお、この場に立ち続けていたとするならば、そのときはこの国が中心から破壊される顚末てんまつを負うことになるのは明白でした。



　早急に大通りから避難させたほうがいいでしょう。

「あなた、なにしてるんですか。とっとと住民の避難をしてきてください」私は視線を横へと投げかけ、言いました。「ここは私たちが引き受けると言ったでしょう」

「……でも」

　未来から来たらしい名も知らぬ生徒は、煮え切らない顔色を浮かべたまま、通りの真ん中で立ち尽くしていました。

　ゴーレムを誘導することが──危険な役割を担うことが彼女自身の使命だと、どこかで感じているのかもしれません。そんな風に見えました。

　ただその場で立ち尽くすばかりの彼女に、ヴィヴィアンさんは笑いかけます。

「あなたのお友達から事情はあらかた聞かせてもらったわ。──安心して頂戴ちょうだい。このゴーレムは私たちで始末するから」

　彼女のその表情には、先日までとり憑ついていた緊張感や使命感は微塵もなく、ただ生徒のために杖を振るう、ただの教師の姿がありました。

　ヴィヴィアンさんは、

「教師には教師の役割があって、生徒には生徒の役割があるのよ。早く行きなさい」

　と、杖を街の向こう──今しがた彼女たちが通って来た道を指します。この大通りの真ん中で戦闘が繰り広げられているゆえに退路をふさがれ、逃げ遅れている住民たちがそこにはおりました。

　住民を守るように杖を握り、こちらを窺うかがう生徒たちの姿も。

　やがて未来から来た彼女は、私たちと向こうの生徒たちの間で視線を交差させて、その後、

「……すみません！　よろしくお願いします！」

　ようやく私たちに役目を託たくして、走り出しました。

　これで本格的にゴーレムを仕留める準備ができるというものです。生徒がいては巻き込んでしまうかもしれませんでしたから。

　ところで。

「魔法使いでもなんでもない生徒に魔法を覚えさせようとするのは教師の役割に含まれるんですか」

「含まれるわけないじゃない。馬鹿ばかなのかしら」


「…………」



　私がもしも過去に戻れるのであれば今のヴィヴィアンさんを連れて数日前まで戻って差し上げたかったところです。

　私は杖を握り、そしてほうきに乗りました。

「これからこの化物を街の郊外まで誘導してもらえますか」未来からゴーレムを連れて来た彼女の役割はそうであったはずです。

　ならばその役目はヴィヴィアンさんを含めたこの国の教師たちにお任せするとしましょう。

「あなたはどうするの？」

　私の横でほうきに腰かけながら、彼女は首をかしげました。

　私は杖を構え、

「一撃でアレを沈しずめられるように準備します」

　そしてありったけの魔力と、パンをゴミに変えられた怨念おんねんを杖の先に集め始めました。
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　わたしが走り出した直後に、先生たちによるゴーレムの誘導が始まりました。

　一瞬、ゴーレムに向けて雨のように浴びせられていた魔法の数々が止やんだかと思うと、直後にゴーレムは地面を割って飛び上がります。

　上空には、魔法の塊を杖の先に浮かべた沢山の先生たち。先ほどまでわたしがそうしていたように、彼女たちはゴーレムを導くように、郊外へとほうきを進めます。

　魔力の塊が放つ光はやがて遠のいてゆき、ずしん、ずしん、と振動だけが街を震わせていました。

　ゴーレムの姿が見えなくなったところで、救助活動が本格的に動き出しました。

　わたしもその中の一人として、紛れます。

「大丈夫ですか？　立てます？」倒れている人がいれば手当てをして運び出して。

「おりゃああああ！」瓦礫がれきがあれば魔法でどかして。

「皆さん落ち着いて、ゆっくり進んでくださいー！」避難の誘導をして。

　人助けをして回りました。延々えんえんと。

　けれどわたしたちの誘導をきちんと聞いてくれる人などごく一部の人間に限られていました。突然現れたゴーレムのおかげで街は既に混乱の渦うずの中。人々の叫び声と、逃げ惑まどう足音ばかりがわたしの耳には届きました。

「ちょっと！　あのー！　落ち着いて！　落ち着いてくださいー！」

　あわあわしながらわたしは誘導しましたけれど、慌てて逃げる人ばかりです。

　逃げまどう人々を眺めながら、途方とほうに暮くれるわたしでした。

　ずしん、ずしん、と響く音が、果たしてゴーレムが生み出したものなのか、それとも逃げる街の人々の足音が生み出すものなのか分からなくなったほど。

　街から逃げる人々の背中を見つめながら、そして誘導する生徒たちを見ながら、わたしは彼女の姿を捜しました。

　リナリアさん。

　彼女はどこにいるのでしょうか──わたしは彼女の姿を捜しながら、人々を逃がし続けました。

　そして、わたしが視線をさまよわせているとき。

　がこん──と。

　わたしのすぐそばで、なにかが砕ける音が響きます。

　反射的に、わたしは振り返ります。

　街の大通りの両脇りょうわきで佇んでいた背の高い建物──のひとつが、瓦礫となって降り注いでいるのが、見えました。

　きっとゴーレムがこの辺りを通ったときに建物に亀裂きれつが走ったのでしょう。いえ、もしかしたら教師たちによる魔法が運悪く当たったのかもしれません。

　明確な理由はよく分かりませんでした。いえ、考える暇もありませんでした。落ちる瓦礫の真下に、一人、女の子がいたのです。

　運悪く転んでしまったのでしょうか。地面に這はいつくばりながら、少女は啞然あぜんとした表情を浮かべたまま、瓦礫を見上げていました。

　栗くり色の髪の女の子でした。

　幼くて、年齢はおおよそ八歳くらいでしょう。

　それはそれは見覚えのある顔をしていて、そして同時に見覚えのある光景でもありました。

　わたしは無我むが夢中むちゅうになって、少女を救おうと、杖を瓦礫に差し向けました。

　真っ二つに割ろうとしました。少女を救おうとしました。

　けれど。

「──危ない！」

　わたしの手は届かず、しかしそれよりも前に、少女に降りかかった瓦礫を魔法で真っ二つに切り裂さいた生徒がいました。

　ばつん、と。

「……怪我はない？」

　リナリアさんは、少女に笑いかけていました。
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　延々とゴーレムを誘導し続けた末に、私たちは街の郊外にたどり着きます。

　人の通りもなく、建物もなにもなく、野ざらしの地面だけが広がっている場所で、ゴーレムは動きを止めます。

　絶え間ない魔法が浴びせられ始めたのです。

　けれど。

　それでも、延々と魔法を食らわせても、倒すことはできず、延々と魔力が吸収されていくばかりでした。効いていないどころか、教師たちの攻撃をくらうゴーレムは涼しそうな顔をしているようにも見えるくらいに。

「一体どうなっているの……！」

　苛立ちを隠せず、教師の一人が毒づきました。

　誰かが答えます。「もっと魔力を注ぎ続けるのです！　きっといずれ倒れるはずよ！」

　しかし誰かが嘆息たんそくを漏らします。「こんなのいつまで経たっても終わらないわよ！　延々と吸収されるだけじゃない！」

　動きを封じることができているといえど、浴びせた魔法はたちまち消えてしまうばかりです。

　次第に教師たちの間に不安が付きまとい始めました。


「…………」緑色の長髪教師ことヴィヴィアンさんも、同様に。



　このままでは、魔力が尽きてしまうのではないか。魔族がまた復活してしまうのではないか。不安が、徐々じょじょに、力を放ち続けるたびに膨らんでいきます。

「まだなの？」

　やがてその不安は苛立ちとともに私に向けられました。「随分と焦じらすのね」

「私に当たらないでくださいよ」杖の先に魔力を込め続けながら私は答えます。「まあ私が一撃で沈めてみせますから、もうちょっと待っててください」

「その自信は一体どこから湧いてくるのかしら……」

「私の杖の先からですかねえ……」


「…………」




「…………」



「まだなの？」

「もうちょっとだけ」

　私の杖の先に浮かんだ光が、煌々こうこうと輝きを放ち始めます。眩まぶしく、景色が白に染まるほどの光が浮かびます。

　私の中にある魔力のほとんどを込めた光が、やがて熱を失い、冷気を帯おび始めました。

　冷たく、吐息といきが白んでいきました。

「まだなの？」ヴィヴィアンさんは横目で私を見やり。

「できました」私は答えました。

　そして杖を振るいます。

　冷気を帯びた魔力の塊は、私の杖から解放されると、しゃぼん玉のようにふよふよと頼りなく宙ちゅうを舞い、ゴーレムをかすめ、空へと昇ります。


「…………」攻撃の手を止め、その様子を眺めていたヴィヴィアンさんは、露骨ろこつに顔をしかめます。「……随分と頼りない切り札なのね」と。



　時折、風に煽あおられながらも、学園の教師たちが放つ魔法たちに追い抜かされながらも、私が放った光の玉は空の向こうへと消えてしまいました。

「まあ見ていてください」

　そして私は「えい」と光の玉を失った杖を、ゴーレムに向けて、振るいました。

　直後。

　空の彼方から、大きな大きな氷柱つららが降ってきました。

　おおよそこの国のどの建物よりも高く、大きく、見上げても見上げても終わりが見えないほどに天高くそびえる塔とうがそのまま降ってきたかのようでした。

　それほどまでに巨大な氷の塊が、ゴーレムめがけて、降り注いだのです。

　私の魔力をそのまま形にした氷が、ゴーレムを襲ったのです。


『…………！』



　ゴーレムは両手を挙げて、私の氷を受け止めました。天に掲げた手のひらに氷が吸収されていきます。けれど、幾ら吸収したところで、私の氷に終わりは見えず。

　延々と塔は空の向こうから降り注ぎます。

　次第にゴーレムの足元が割れ始めました。ゴーレムの手にヒビが刻まれるようになりました。それでも氷は終わりません。

　顔が崩れ始めても、脚が折れても、それでも氷は止まりません。

　吸収の限度が訪れ、ゴーレムが地面に叩きつけられても、それでも氷は止みません。

　ゴーレムが押しつぶされて姿が見えなくなっても、氷は止みません。

　それでもただ容赦ようしゃなく地面に叩きつけられ続ける私の氷は、やがて、地面を真っ白に埋め尽くすまで、延々と降り注ぎ、砕け続けました。

　夏が近づきつつある涼しげな気候の中で、私の周りだけが真冬まふゆへと変わっていました。

「……ま、こんなもんですね」

　杖の先に、ふう、と息を吹きかけてみれば、白く染まった息が、現あらわれ、そして消えました。
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　七年前の出来事を、わたしは思い出していました。

「──危ない！」

　声がしたときには既すでに、わたしに降り注いでいた瓦礫は真っ二つになっていました。

　その間に立っていたのは、紫むらさき色の髪を頭の後ろ一つで括くくった、綺麗きれいな魔法使いさんでした。彼女は呆然ぼうぜんとするわたしに手を差し伸べながら、こうも言いました。

「……怪我けがはない？」

　優しく笑いかけながら、そんなふうに、言いました。

　わたしはただ、ゆっくりと首を振りながら、スカートの裾すそをつかみ、伸ばしました。怪我をしていると悟さとられたくなかったのです。そんなふうに強がっていたのです。

　彼女はそれに気づいていたのか、あるいは単に優しかっただけなのか、ほんの少しの笑みを浮かべながら、伸ばした手を、わたしの頭に乗せました。

　優しくて温かい手でした。

「無事でよかったわ」

　誰とも分からない少女を前に、彼女の顔色は心から安堵あんどしているように見えました。

　当時のわたしは、ただ目の前の出来事を頭で処理するのに結構な時間を要しました。頭を撫なでてくれている魔法使いが命を救ってくれたのだと気づいたときには、ただ一言だけ、言葉を漏もらしていました。

「……ありがとう、ございます」

　茫然ぼうぜんとしながら、なんの飾りもない一言を漏らしていました。

「どういたしまして」

　彼女もまた飾り気のない淡泊たんぱくな言葉を返してから、わたしの頭に添えていた手を離しました。

　そして踵きびすを返して、降り注ぐ瓦礫たちに杖を振るい、一つひとつ叩き落としていきました。わたし以外の人々を助けるために、彼女は魔法を放っていました。

　クールな彼女の、けれど温かい手の感触だけは、頭の上には残っていました。当時のわたしは、その感触を確かめるように頭に手を添えました。

　顔も、背格好も、なにもかも、今の今まで記憶の奥底に封印していましたけれど。

　彼女の背中を眺めながら、そのとき、わたしは。

　魔法使いというものに恋をしたのです。







　逃げ遅れていた可哀想かわいそうな女の子一人をリナリアさんが助けたのちに、街の郊外に氷の柱が上がりました。

　まるで空の向こうから鉄槌てっついが叩たたきつけられているような、そんな無慈悲むじひな一撃は、地面を揺らし、街をどよめかせます。

「……どうやら終わったようね」

　リナリアさんは、その光景を眺めながら立ち往生おうじょう。救助の手を完全に止めてしまいました。

　とは言っても、よもやこの時点で街から逃げ出そうとするような人などおらず、誰もがその氷柱に目を奪われていました。

　わたしは何食わぬ顔で彼女の横に並ぶと、

「……歴史の資料にあの一撃でゴーレムが倒されたとでも書いてあったんですか？」

　と、彼女と同様、地面に叩きつけられる巨大な氷柱を見つめながら言いました。

　リナリアさんは一瞬だけこちらを向いて、しばし沈黙したのちに、頷きます。

「確か街にいた魔女が放った氷の柱により潰されたとは書いてあったわね」歴史オタクたる彼女がそのように言うのですから、多分間違いはないのでしょう。「……よかったわね。無事に終わって」

「そですねぇ」

　引き起こされた惨事がようやく終わりを迎えたとわかった直後に気が緩みました。わたしの顔から緊張感が抜けていき、だらしない表情へとなり変わります。

「よかったです……」

　ため息をこぼすわたしの顔には、笑みがありました。


「…………」リナリアさんはそんなわたしを見やり、「……なにかいいことでもあった？」と首をかしげます。



　なにをおっしゃるのやら。

「ゴーレムがようやくいなくなったんですよ？　嬉うれしくないわけないじゃないですか」

「……そうじゃなくて」リナリアさんはにわかに首を振ります。「あなたはゴーレムが倒されたことよりも、もっと別のことを喜んでいるように見えるのだけれど」

「えー？」

　そんな風に見えるのでしょうか。

　大通りに面したお店のガラスに、わたしは顔を向けてみます。

　へらへらと笑っている女子がそこにはいました。初恋を知ったばかりの乙女おとめのように無邪気むじゃきにはしゃいでいる頭の悪そうな女子が一人、そこにはいました。

　どこからどう見てもただのわたしでした。わたし以外の何者でもありませんでした。

　けれど、それも仕方のないことではないでしょうか。

　魔法使いを目指してからずっと焦こがれていた憧あこがれの誰かは──名前も背格好も覚えていなかった大切な思い出は、存外ぞんがい、近くにいたのです。

　ずっと捜していたわたしの憧れは、目の前にいたのです。

　嬉しくないわけがありません。

「リナリアさん」

　わたしは、彼女に向き直ります。

　逆転時計を使えば使うほど。

　過去の後悔を払拭ふっしょくするためであったり、私利しり私欲しよくのためであったり──そういった理由で過去に飛んでしまうのは、結局のところ自分自身を過去に縛り付けるだけの鎖にしかならないのかもしれません。

　過去から一歩たりとも進むことがままならないまま、時間ばかりが過ぎてしまうことに気づけなくなってしまうのかもしれません。

　過ごした時間がズレればズレるほど、他の人と同じ時間を歩むことができなくなってしまうものなのかもしれません。

　けれど、その程度、わたしたちにとってはなんの問題でもなかったのです。

　誰よりも遠くにいたはずの彼女は──憧れだった存在は、ずっと、わたしと同じ時間を歩んでいたのです。

　過去に戻って、ここにいたって、ようやく。

　わたしはお友達と呼べる人を見つけられた気がしました。

　これまで過ごしてきたすべての時間に無駄などなに一つとしてなかったと──思えるようになりました。

　だからわたしは、息を精一杯せいいっぱい吸い込んでから、言うのです。

「ありがとうございます」と。

　かつてのお礼を、もう一度。

　リナリアさんは、わたしの顔を見つめ、少しだけ驚いたように目を見開いてから、やがて質問を質問で返すように、同じく言葉を返すのでした。

　飾り気のない淡泊な言葉を。

　七年前の今と、同じ言葉を。
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　リナリアさんとアルテさんが過去にゴーレムを捨てに行ってからおおよそ一時間と少しの時間が流れたのちに、彼女たちは二人、揃そろって未来へと戻ってきました。


「…………」




「…………」



　埃ほこりと汚よごれにまみれながらも、彼女たちは互たがいに言葉を交わすことなく、沈黙ちんもくの中にいました。けれど距離感を測りあぐねているような、微妙びみょうな空気はそこにはなく、ただただ心地よい沈黙が二人の間には流れているばかりでした。

　二人の顔色は、それほどまでに──大仕事を終えた直後とは思えないほどに晴れやかな表情でした。

「なにかいいことでもありましたか？」

　そんな風に私が首をかしげてしまうのも当然の事ではないでしょうか。

「べつになにもないですが？」即座に首を振ったのはアルテさん。

「そうですね……特になにもありませんでした」その横で然しかりと頷うなずくリナリアさん。

　どうやらいいことがあったようで。

　二人揃って噓うそが下手へたくそなようです。別に詮索せんさくする気もありませんけれど。

　ともかく、

「お仕事、無事終えたみたいですね──よかったです」

　自分で言っておいて大分白々しらじらしいなとは思いました。ゴーレムを倒したの七年前の私ですし。

　まあ終わりよければ別になんでもいいでしょう。

　結果論から言えばゴーレムは倒されて、街に平和が戻ったのです。

　代償だいしょうとして、学園にあった設備はまんべんなく使えなくなりましたけれど。

　図書館の図書自動返却の仕組みも然り、焼却しょうきゃく炉ろも然り。これから先の学園は少しばかり不便になりそうですね──。

「先生」

　大半の魔法使いが力を使い果たしているゆえに未いまだ瓦礫の山になっている学園を見上げていると、ふいにリナリアさんが私の背中に声を掛けてきました。

　振り返ると、アルテさんと並んで立つ彼女がいました。

　二人は手をつないでいました。

　つないだ手には、逆転時計がひとつ。

　リナリアさんはそれを私に掲かかげながら、

「先ほどの時間逆転で最後にしたほうがいいと先生は仰おっしゃっていましたけれど──」

　そして言いました。

「もう一度、最後に一度だけ、過去に戻らせてもらえませんか」





●






　リナリアさんが持っていて、わたしの手に渡った逆転時計が今回の惨事さんじを引き起こしたのです。

　結局、わたしは便利な時計の便利さに心奪われて、欲をかいて何度も何度も過去に戻り、この事態を引き起こしてしまいました。

　大惨事です。

　意図せず国をぼろぼろにしてしまったのです。

　反省せざるを得ません。しなければなりません。

　同時に思いました。

　もう二度と過あやまちは繰り返してはならないと。

　結局、逆転時計なんて便利なものがあったところで、便利になればなるほど──時間を弄いじれば弄るほど、わたしたちは人の生活から離れゆくばかりだったのです。

　もう、戻らなければなりません。

「アルテさん」崩れた校舎を見やりながら、リナリアさんは、わたしに言いました。「準備はいい？」

　リューズをぐるぐると弄りながら。

　最後に戻る時間はわたしにも彼女にも分かりません。どこか適当な時間に戻って、適当に捨ててこようとわたしたちで決めていたのです。

「どの時代に飛ぶんでしょうねえ」

　わたしは彼女と一緒に逆転時計を握ります。

「さあ？　適当に弄ったから、もしかしたらずっと昔に飛んでしまうかもしれないわね」

　くすりと彼女が笑う気配がありました。

　そして、彼女は、わたしの指に、指を絡からめます。二人ぶんの熱がこもった逆転時計は生ぬるくて、温もりがありました。

　わたしと彼女は、そして顔を見合わせ。

　側面のボタンを、一度押しました。

　この先になにがあるかは分かりません。

　けれど、それでなにも問題はないのです。

　未来は分からないからいいのですから。







　わたしたちは真っ暗になった教室の窓辺に立っていました。

　窓の外には、暗がりの中で静まり返る背の高い建物が立ち並ぶ街並みが見えます。見下ろせば焼却炉が延々と炎を揺ゆらし続けておりました。

　瞳ひとみに映る景色にはどこか懐なつかしさがありました。

　未来との違いを強いて挙げるとするのならば、わたしたちが立っているこの教室が未来ではただの瓦礫がれきになり果てていることくらいでしょうか。

　つまりはわたしたちはさほど大昔に戻ってきたわけでもなく。

　ごく普通に数日前へと遡さかのぼっていたのです。

「……四百年とかに戻ってくれれば面白かったのに」

　わたしの横で歴史オタクさんが頰ほおを膨ふくらませました。「……もう一度かつての図書館を見たかったのに……」とも。

「……じゃあ、もう一回だけ逆転時計、使います？」

　その場合はしたり顔で「これで最後にします」などと語っていた先ほどのやり取りは丸々なかったことにして、なにくわぬ顔で先生のもとに戻って、「もう一回だけいいですか？」と恥はじを忍しのんでお願いする必要がありますけれど。

　十中じゅっちゅう八九はっく怒おこられますけど。「は？　なに言ってるんですか？」などと笑顔で怒られそうですけれど。

「……やめておきましょう」

　わたしとおおよそ同じ想像をしたようで、リナリアさんは青い顔で首を振っていました。

「そですね」

　わたしも頷きます。「これで最後、ですからね」

　そして、二人で握っている逆転時計に力を込めました。わたしの横で、彼女も握り返してきます。

　わたしたちは互いに顔を合わせることなく、名残なごり惜おしさを誤魔化ごまかしながら、手を伸ばして、窓を開きました。

　秋の涼すずしい風が入り込んできます。

　首元に冷たい風が伝い、身体が冷えました。指先だけが、生温かさを未だ持て余していました。

「……じゃ、行きますよ」

　わたしは、そしてリナリアさんを見つめます。

「……ええ」

　淡泊たんぱくな反応をしてみせた彼女は、その直後に、笑みを浮かべました。

　そして、わたしたちは互いに頷き。

　繫つないだ手を解きながら、逆転時計を空へと放り投げました。

　銀ぎん色のアンティーク調の時計は、ふわりと弧こを描いて、そのまま暗闇の中へと落ちていきます。

　そのまま焼却炉の中にでも落ちてくれればと思っていました。

　落ちてくれなかったら、まあ──そのときはそのときで、また拾い上げて焼却炉の中に今度こそポイと投げ入れておけばいいでしょう。

　なんて。

　テキトーに戻った時間の中で、落ちる逆転時計を眺ながめながら、そのようにテキトーなことを考えているわたしでした。

　やがて逆転時計は、こつーん！　と、わりと激しめの音を鳴らしながら、落ちました。

「いったああああああああっ！」

　焼却炉の前で作業していた田舎いなか者の頭に、落ちました。





○






　ゴーレムの一件が片付いたのちに、崩くずれた学園をほかの教師たちと共に戻しました。

　私を含め、どの教師も疲れ果ててしまっていたゆえに、復興ふっこうにはそれなりの時間を要しましたが、崩れた校舎は約三日ほどで綺麗きれいさっぱり元通りとなりました。

　短めの連休を経て、学園での授業は再開と相成あいなりました。

　そしてその日を境さかいに、私は教職から退しりぞくこととなりました。要するに教師を辞やめたのです。

　実際のところ。

　もとより、私はこの一件を処理するために学園に潜り込んだに過ぎないのです。

　七年前──私がこの国を出ようとしたときに出会った噓うそがつけない正直者の彼女の言葉に、引っかかりを感じていましたから。

　彼女は私を先生と呼び。

　そして先生は、彼女に勉強を教え、ゴーレムを過去に送るよう指示したと。

　七年後の未来で教師をやる羽目になるらしい、と勘かん繰ぐったのはその当初とうしょのことです。私はそれから、七年後の今にいたるまで相も変わらず旅を続け、そして今日、すべてを終わらせました。

　七年前の世界でゴーレムを倒したのが私なのですから、ならば七年前の私のために、その切っ掛けを作る役割も担になわなければならないだろうと考えていたのです。

　ゆえに七年後の今、私は教師をやりながら、ずっと待っていたのです。

　目的が達せられた今、よもやこの学園に居座いすわることはあまりよろしくないでしょう。

　私は結局のところ、旅人ですから。

　ですから、私は教職を退くことにしたのです。

　短い間でしたが、私はどうやら多少なりとも教師らしく振舞うことができていたようで、私が学園を離れることが明るみになった際、生徒たちはお別れ会なるものを開いてくれました。

　私の行きつけのパン屋（喫食きっしょくスペースつき）を貸し切って、生徒たちが私のために歌を唄ってくれたり、あるいはお手紙をくれたり、プレゼントをくれたり。

　笑ったり泣いたりしながら、彼女たちは私の門出かどでを祝ってくれました。


「先生ぇぇぇぇ……なんで辞めるとですかぁぁぁぁ……！」教え子の一人、田舎育ちのアルテさんは泣きながらすがりついてきたものですし。




「……………………くすん」意外なことにいつもクールなリナリアさんも涙ぐんでいました。仲のいいお友達の涙なみだに釣られたのかもしれません。



　私も何度か彼女たちの涙に誘われて目頭めがしらが熱を帯びたりしましたが、こんなところで泣いてしまっては教師として示しがつかないなどというわけのわからない理由を頭の中で唱となえ続けて涙を引っ込ませました。私まで泣いたらたぶんお別れ会がしんみりとしたムードに包まれること必至ひっしでしたので。

　結局、その日は最後の最後までただただ楽しかったとしか感想が浮かんでこないほど騒ぎ倒しました。

　夜が更ふけた頃に、ようやくお店は静寂せいじゃくを取り戻します。

　大半の生徒が日付が変わる頃に帰り、日付が変わったあとにぽつりぽつりと他の生徒たちも家路いえじにつき。

　結局、最後の最後まで駄々だだをこねて私と一緒にいたのは二人の生徒だけでした。

　騒ぎすぎて疲れてしまったのか、私の膝ひざを枕まくらにして生徒の一人は眠り。

「……へへ……、なんしよっとー？　もー……へへ……」などと方言ほうげん交じりの寝言ねごとを漏もらし。

「うふふ……これが四百年前の石ころなのね……すき……」もう一人の生徒にいたっては意味不明な夢を見ながら幸せそうに私の肩にもたれて眠っていました。


「…………」



　私は、夢の中にいる彼女たちの頭に触れて、なでました。

　今、この場で生徒として頑張がんばっている彼女たちは、これから色々なことを経験して、そして大人になってゆくことでしょう。

　時間を遡さかのぼることのできなくなった今、彼女たちは、これまで以上に苦労することもあるかもしれません。挫折ざせつを覚えることもあるかもしれません。悩なやみ、頭を抱えることもあるでしょう。

　けれど。

　隣となりにおともだちがいる二人なら、きっと大丈夫なはずです。
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　これから先の未来で、勉強して、勉強し続けて、大人になって。

「もし、可能ならば、そのときまたお会いできれば嬉うれしいです」

　私は夢の中の二人に、そのように囁ささやきました。

　そのときまで、涙はとっておくことにしましょう。







　その翌日。

　荷物をまとめて、私は学園から外へと歩きました。

　相変わらず背の高い建物が立ち並ぶ大通りをしばらく進むと、門が見えました。

「こんにちは、魔女様。お出かけですか？」

　門兵さんは私に敬礼けいれいをひとつ。

　私は首を振りました。

「出国です」

　門兵さんは「かしこまりました」と頷いてから、出国の手続きを淡々たんたんと行い、「それでは、またの入国をお待ちしております」と門の前から退しりぞきました。

　ゆっくりと、焦じらすように門はそして開かれます。

　まだ知らない未来が、門の向こうで私を待ち構えていました。

　そうして、また、新しい旅が始まるのです。











あとがき









　白石しらいし定規じょうぎ。

　日本で活動するライトノベル作家である。二〇一六年に自費出版から商業デビューを果たし、ＧＡノベル創刊と同時にリリースされた『魔女まじょの旅々たびたび』は今回で第七巻を迎える。

　そんな彼が、今、新たな挑戦をしようとしていた。

　──本当に買うんですか？

「いやぁ、やっぱり最近はつくづく体力のなさを実感していまして、運動するにはやっぱりアレを買う以外にないでしょう？」

　目下もっか、彼を悩ませていた問題があった。

　運動不足。

　本業でも執筆しっぴつ業でも別にそれほど激しく動くわけでもなければ、休日にいたっては日がな一日食って寝てアニメを観みて本を読んで、気が付いたら日が暮くれていて「はーマジかよもう夜かよなにもしてねぇわ」と呟つぶやくだけの、人間とは名ばかりの生きる屍しかばねが運動不足に陥おちいるのも、当然の帰結きけつと言えた。

　そんな彼が、第六巻のあとがきにて『二〇一八年は適度に運動をする年にする』などと意味不明なことを口走っていたのは記憶に新しい。

　──運動をするなら外をランニングすればいいのでは？

「いや雨降ってるとき走れないじゃないですか。そういうの僕アレなんですよね。マジでアレなんですよ。なんかアレなんですよ」

　──お金の無駄むだ遣づかいになるのでは？

「いやならないですね！　絶対ならないですね！　マジで！　僕アレ買ったら絶対毎日ランニングしますから！　マジで！」

　そんな彼が一年前にお掃除そうじロボットを買った結果、部屋に敷いてあるカーペットがお掃除ロボットには掃除できないやつだったせいで部屋の隅すみっこを狭そうに掃除させる羽目になったのは記憶に新しい。お掃除ロボットが毎朝五時に自動で掃除開始するようにセッティングしているおかげで毎日イライラしながら目を醒さましていることも記憶に新しい。記憶に新しいと言っておけばとりあえずなんかそれっぽい感じがすると思い込んる彼だが、要するに彼が一年前に買ったのはお掃除ロボットというよりただやかましいだけの目覚まし時計である。

　──買ったら毎日やるんですか？

「当然じゃないですか！　やってやりますよ！　僕はこの二年間で失った体力を取り戻すんです！」

　彼は声を荒あららげながら、そして通販である注文をした。

　ルームランナーである。

　こうして彼は、己おのれの運動不足を解消でき、かつ家から一歩も出たくないという願望を叶えるために、家の中でお手軽に運動できるルームランナーに手を出したのである。それから彼は、今もカラカラカラカラとローラーの上でハムスターの如ごとく走り続けているという。

　彼の挑戦は、まだ続く──。




　というわけで最近ルームランナーを買った白石定規です。お久ひさしぶりです。こんにちは。

　シリーズも長く続いて第七巻を迎えることとなりました。

　諸々もろもろと語りたいこともあるのですが、まずはいつも通りにネタバレ交まじえた各話コメントから入りたいと思います。それではどうぞ！





●第一章『昔々むかしむかし、あるところに』



　七巻六章にいたるまでのプロローグ的な話です。今回は一章から六章までの話と、七章以降の二部構成になりました。


●第二章『噓うそまみれのシャロン様さま』



　七巻の最後に書いた話になります。わりと暗めの話だったり、シビアな展開のある話が多めだったため、ふざけた話も書こうと思いまして。

　最終章のアルテと違い、シャロン様には魔法の才能がありませんでしたが、才能がなくとも憧あこがれを絶たち切ることなく、別のアプローチをしたのがシャロンというキャラクターになります。


●第三章『目めには見みえないもの』



　エルフリーデはメドゥーサが元ネタになっています。一般的にはメドゥーサは目の合った人を石にしてしまうと周知しゅうちされていますが、それでは相手が盲目もうもくだった場合はどうなるのかと思いまして、大体そんな素朴そぼくな疑問によりこんな話になりました。

　誰とも見つめ合うことのできなかった二人は、物語のあとでただの二人として、平穏へいおんに暮くらすことかと思います。

　余談よだんですが森で静かに暮らしている男女二人というシチュエーションが結構好きです。


●第四章『石膏せっこう像ぞうと魔女まじょ達たちの話はなし』



　もう随分ずいぶんと前の話ですが、壁画へきがを無断で修復して怒おこられたおばあさんが一時期話題になったことは覚えておりますでしょうか。大体そのあたりの話が元ネタになっています。サヤさんが出てくる話を書いたのはわりと久々ひさびさな気がします。


●第五章『美人びじんだけの村むら』



　本来ならば六巻に収録される内容である予定でしたが、六巻では既すでに重めの話がいくらかあり、そのうえページ数もアレということで七巻へと先さき延のばしになった話です。

　カマキリや蜘蛛くものなかには、交尾こうびを終えたあとに雌めすが雄おすを食べてしまうことがあるようで、その辺りの生き物の習性が元ネタになっています。

　ところで羊肉ようにくは羊ひつじの成長具合によって名称が異なるそうです。仔こ羊がラムで、大人の羊はマトン。


●第六章『分わかり合あえない人ひととケモノの物語ものがたり』



　時間が解決してくれるとはよく言うもので、ルシェーラもナターシャも、互いに生まれた時代が早すぎただけでした。子どもの頃に読んだ童話どうわに出てきた悪役はただの悪役ではないのではないか、もしかしたらそこまでの悪者ではないのではないか、などと悪役にも目を向けるようになるのは、大体大人になってからが多いと思います。

　ちなみに最後のほうに編集者が出てきますけれど、これは決してぼくがお世話せわになっている編集さんを元ネタにしたわけではありませんのであしからず！　マジで！


●最終章『星霜せいそうの旅々たびたび』



　今回は大人のイレイナさんが出てきますが、次からは七年後編がスタート！　というわけではなく、八巻からもイレイナさんは相変らず腹黒はらぐろ毒舌どくぜつ敬語けいご系の硝子がらすの十代に戻る予定ですので、よろしくお願いします。今回のお話は数ある未来のうちの一つとして読んで頂ければと思います。

　なんだかんだと書いていたら過去最長の話になっていました。

　学生だった当時を振り返るたびに、あの頃に無駄なことは一つもなかったと思っています。素敵すてきな思い出ばかりではありませんでしたが、後悔こうかいも、苦労した経験も、努力して結局徒労とろうに終わった出来事できごとも、必ず将来のどこかで役に立つ時がくるもので、なにもしないよりもずっとマシだと思います。ところで話は変わりますが、四月一日に「七巻では大人イレイナさんが出ますよ！　噓うそだけどね！」などと調子こいたことを呟いている白石定規というライトノベル作家がいたのですが、実際のところその時点で七巻に大人イレイナさんが出てくることは決まっていて、七巻発売と同時に「いやぁ、あのとき噓って言ったじゃん？　実はあれこそ噓だったんだよねぇ」的なことをやろうとしていたのです。後日ごじつ冷静になって、「あれ……なにその噓……ばかじゃね？」と思い返しました。僕に逆転ぎゃくてん時計どけいがあったら間違いなく四月一日の僕をぶん殴りに行っていると思います。




　というわけで各話コメントでした。

　今回はいつもよりも原稿に時間がかかり、気が付いたら超ギリギリの納期となってしまいました。その節では本当にご迷惑めいわくをおかけしました……。

　七巻が発売された頃には情報が公開されていることと思いますので、あとがきにて書かせて頂きますが、「魔女の旅々」のドラマＣＤが十一月に発売予定となっております。よろしくお願いします。ところでキャストさんのリストを頂いた日から緊張で指先の震えが止まらないんですけど……どうしよ……。このまま収録に立ち会わせて頂いたらそのまま指先が弾け飛びそうな気がします。

　コミカライズ版もこのあとがきを書いている頃には一話の原稿を読ませて頂いてあるのですけれど、コミカライズを担当頂いた七緒ななお一綺いっき先生の絵はとにかくとてもとても素敵すぎる故ゆえに何度も何度も読み返すことになりました。原稿を読みながら「あー！　すげえ！」「あー！　はいはい！　あー！」などと言葉にならない言葉を部屋のなかで涙目なみだめになりながら一人ずっと叫んでました。漫画家まんがかさんってすごい……。

　最初は僕一人の中にしかなかった物語にイラストがついて、今度は声もつけて頂けて、漫画にもして頂けて、ここにいたるまでは長い道のりだったように感じますが、ここまでずっと止まらずに走り続けてきて本当によかったと心から思っています。今後もルームランナーと共に走り続けたいと思いますので末すえ永ながくよろしくお願いします。




　それでは謝辞しゃじを。

　担当編集Ｍさま。

　いつもお世話になっております。こと今回にいたっては最後の最後のギリギリまで修正作業に付き合っていただき、本当にありがとうございました。以前「ランニング中にいいネタが湧わいてくることもあるからおすすめだよ」と仰おっしゃっていただいたのですが、僕が外でランニングしても湧いてきたのは吐き気くらいだったので今は大人しく部屋の中で走ってます。部屋の中なら吐いても大丈夫ですからね！

　あずーる様。

　いつも可愛かわいらしいイラストをありがとうございます。今回の表紙イラスト滅茶めちゃ苦茶くちゃ好きです……いつも好きですが、海辺を歩くシーンは本編内に出てくることは今までなかったものですから……。

　ところで全然関係ない話ですが、以前お話したときにあずーるさんもキノコが嫌いとのことで妙に親近感を覚えています。

　関係者各位。

　ＳＢクリエイティブ営業様、ＧＡ文庫編集部の皆みなさま、書店員の皆さま、取次の皆さま、印刷所の皆さま、そのほか、此度こたびの出版に際して携たずさわってくださった皆さま。

　本当にありがとうございます。今後もよろしくお願いします。

　読者の皆さま。

　七巻までありがとうございました！　八巻は十一月発売でドラマＣＤ付き特装版も出ますのでよろしくどうぞ！　ぜひぜひ予約してくださいませ。

　ではまた十一月にお会いしましょう。それでは！
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